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充
実
し
成
功
し
た
と
し
.
主
{

川
加
者
N
A
O
は
早
く
も
来
年

の
8

第
二
回
N
A
0
・Y
3
1
.

の
汁
回
(
来
年
二
月
、
東
京

で
)
を
打
ち
出
し
て

い
る
・

こ
の
シ
ョ
ー
の
最
大
の
特

色
は
ギ
ャ
ン
ブ
ル

(

G

)

7

シ
ン
類
を

一
切
排
除
す
る
姿

勢
で
主
催
者
が
進
め
た
点
で、

事
実
展
示
会
場
で
は
G
マ
シ

ン
の
影
は
ほ
と
ん
ど
見
か
け

ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と

は
G
マ
シ

ン
と
A

M
マ
シ
ン

を
四
貼
附
す
る
傾
向
の
強
い
日

本
の

A

M
業
界
に
ひ
と
つ
の

方
向
を
示
し
た
と
曾
え
る
・

た
だ
「
ゲ

l
ム
オ
プ
チ
ャ
ン

ス
」
を
内
答
と
す
る
ゲ

l
ム

蝿慌
の
山
山
口
叩
や
メ
ダ
ル
ゲ
|
ム

援
の
カ
タ
ロ
グ
配
布
な
ど
が

あ
っ
て
、
完
全
に
シ
ョ

l
出

展
の
ル

i
ル
が
守
ら
れ
て
い

な
い
側
面
む
の
ぞ
か
せ
た
。

出
品
睡眠
の
・
ヲ
ち
乗
物
機
に

つ
い
て
は
シ
ー
ズ
ン
を
前
に

各
社
と
る
新
機
舶
を
打
ち
出

し
、
か
な
り
充
実
し
た
も
の

と
な
っ
た
。
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ

ー
ム
織
の
う
ち

T
V
ゲ
i
ム

機
で
は
.
ナ
ム

コ
、
タ
イ
ト

i
、
セ
ガ
社
、
デ
ー
タ
イ
ー

ス
ト
、
コ
ナ
ミ
エ
業
を
は
じ

め
十
三
社
が
新
後
純
約
十
数

点
を
発
袋
、
と
く
に

T
V
新

ゲ
l
ム
を
見
に
米
円
し
た
海

外
象
者
の
期
待
に
応
え
た
・

し
か
し
T
V
ゲ
l
ム
機
で
は

仮
称
も
の
や
試
作
機
が
目
立

っ
て
お
リ
、
抽
出
途
続
け
る
T

V
ゲ
l
ム
機
市
場
へ
向
け
て

の
発
表
の
難
し
き
を
物
盛
岡
っ

て
い
た
.
T
V
ゲ
l
ム
以
外

の
ア
ー
ケ
ー
ド
も
の
は
国
産

海
外
白
聞
と
も
充
実
し
た
.

N

A

O
シ
ョ
ー
の
成
功
と

好
評
価
で
自
信
深
め
る

来
年
も

2
月
に
東
京
で
エ
キ
ス
ポ
開
催
予
定

が
四
十
一
一
社
の
出
展
社
に
よ

り
出
品
さ
れ
、
初
め
て
の
試

み
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
き
な

成
泉
を
収
め
た
。

N
A
O
事
務
局
発
表
に
よ

る
と
入
場
者
数
は

一
日
三
千

五
百
入
、
二
日
三
千
人
の
延

べ
六
千
五
百
人
で
、
う
ち
海

外
か
ら
は

一
日
二
百
人
、

二
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N
A
O
、

日
五
十
人
と
な
っ
て
い
る
。

会
体
に
当
初
構
想
よ
り
出
展

規
模
が
や
や
小
さ
く
な
っ
た

こ
と
や
入
場
料
制
な
ど
A
M

シ
ョ
ー
と
異
な
る
ン
ス
テ
ム

を
採
用
し
た
こ
と
で
、

N

A

O
シ
ョ
ー
の
成
功
が
懸
念
さ

れ
る
向
き
も
あ
っ
た
が
、
出

展
内
容
、
入
場
者
数
と
も
に

唱
可

日
本
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
ト

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
協
会

(
N

A

O
)
主
催
に
よ
る
初
の
N

A

O
シ
ョ

|

(
N
A
O
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
ト
エ
キ
ス
ポ
m
M
)

が
三
月
一
日
か
ら
二
日
問、

東
京

・
品
川
の
ホ
テ
ル
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
で
聞
か
れ
、
バ
ラ

エ
テ
ィ
に
宮
山
む
A
M
機
な
ど

NAOショー展示会‘のようす (2自白)

その他アーケード機も
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ヱ
ヰ
ALr
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打
、
ー
ラ
守
川

村
イ
J
A
L

、1
寸

h
3
0
K布
川河

U
H
t
a

pa「
F
司

1
‘k
u
r、，h
-
心

TVゲーム、

NAOショー開会式にτ(左がら右へ}内閣会長、真鍋シ司

会畳}、梅村副会長、辻本副会長

NAOショー欄会式のよ うす

と
は
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
正
し

く
運
営
し
て
い
く
・
ニ
れ
が

業
界
発
展
の
途
と
考
え
る
」

と
説
き
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と

メ
ー
カ
ー
の
立
場
を
強
鎖
し

た
。
続
い
て
J
A
P
E
A
の

山
閏
俊
夫
会
長
は
『
J
A
A

解
散

・
新
協
会
発
足
以
後

一

年
で
立
派
な
N
A
O
シ
ョ
ー

が
実
施
さ
れ
喜
ば
し
い
@
健

全
な
娯
楽
明
る
い
社
会
の
テ

!
?
に
そ

っ
て
模
範
的
な
業

者
の
集
ま
り
と
し
て
N
A
O

が
ア
ミ
み

l
ズ
メ
ン
ト
産
業

の
基
礎
と
な
る
よ
う
望
む
」

と
N
A
O
に
対
す
る
期
待
を

臨耐っ

た
。

開
会
式
の
後
、
内
回
会
長

と
真
鍋
シ
ョ

l
実
行
義
貝
長

(刷
会
長
)
の
二
人
に
よ
る

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
な
わ
れ

シ
ョ

ー
は
州
開
幕
し
た
・

定
曲
川
は
、
そ
の
ま
ま
秋
の
A

M
シ
ョ
ー
の
企
問
、
選
常
に

影
響
を
与
え
た
も
よ
う
で
、

主
催
者
で
あ
る
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
、
メ
ー
カ
ー
の
立
場
を
強

調
す
る
形
で
今
後
は
次
第
に

春
と
秋
の
シ
ョ
ー
を
区
別
し

て
い
く
も
よ
う
だ
。

1・

-根本調書..・発行人アミューズメント通信抵

開
会
式
で
三
協
会
長
、

N
A
O

シ
ョ
!
に
関
し
考
え
を
明
か
す

N
A
O
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン

ト
エ
キ
ス
ポ
の
開
幕
に
先
立

ち
、
初
日
の
午
前
十
一
時
四

十
分
か
ら
会
場
前
で
開
会
式

が
行
な
わ
れ
、

-ニ
帥
回
会
の
会

長
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

初
の
N

A

O
シ
ョ

i
に
対
す

る
考
え
を
彼
露
し
た
・

主
他
者
で
あ
る
N
A

O
の

内
回
会
長
は
『
当
初
出
構
想
に

比
べ
い
く
ぶ
ん
銀
問
慨
は
小
き

く
な
っ
た
が
、

J
A
M
M
A

な
ら
び
に
J
A
P
E
A
の
愉

カ
を
得
て
、
初
の
玖
み
な
が

ら
こ
こ
に
開
催
で
き
た
・」
と

に
感
謝
す
る
・

G
?
y
ン
鎖

を
一
一
切
出
品
さ
せ
な
い
な
ど

優
良
マ
シ
ン
だ
け
の
展
示
会

に
す
る
よ
う
努
力
し
た
」
と

閉
会
の
仲
間
拶
を
行
な

っ
た
。

来
貧
祝
辞
と
し
て
J
A
M

M

A
の
中
村
会
長
は
「
メ
ー

カ
ー
と
し
て
は
暴
力
性
や
射

倖
心
を
助
長
す
る
よ
う
な
機

械
は
作
ら
な
い
。

教
育
的
副
首

都掃
を
も
つ
も
の
や
繰
り
返
し

プ
レ
イ
し
た
く
な
る
良
い
機

械
を
作
っ
て
い
き
た

い
.
あ
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す
こ
と
に
当
面
露
点
が
透
か

れ
た
か
た
ち
に
な
っ
た
が
、

背
少
年
問
題
に
対
し
あ
え
て

綴
極
姿
勢
を
打
ち
出
し
た
J

O
U
お
よ
び
N
A
O
は
、
そ

の
副
則
的
と
も

3
え
る
必
桐

慢
性
“
で
内
信
を
深
め
た
も

よ
う
だ
。
な
お
業
界
側
留
民

会
繊
側
と
も
A
r後
も
お
合
い

を
続
け
る
こ
と
で
、
な
ん
ら

か
の
指
針
を
生
み
出
し
た
い

と
、
来
年
も
懇
談
会
を
開
く

も
よ
う
で
あ
る
(
詳
し
く
は

追

っ
て
詳
報
の
予
定
)。

か
を
説
明
し
た
。

一
方
.
国
民

会
議
刷
聞
は
ト
の
郡
山
川
県
な
ど

か
ら
十

一
人
が
代
表
し
て
出

席
、
業
界
側
の
説
明
を
受
け

る
と
と
も
に
、

「刷
刷
出
削
機
械

や
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
に
対
す

る
婆
常

・
提
案
」
の
ま
と
め

を
提
出
し
、
ゲ
ー
ム
助
の
物

理
由
H
任
の
明
示
や
業
ω汁
サ
イ

ド
で
の
自
主
組
制
の
あ
り
か

た
な
ど
に
つ

い
て
怒
れ
ん
を
交

換
し
た
。

こ
の
懇
談
会
自
体
は
初
め

て
の
こ
と
で
あ
り
、
双
方
が

理
解
で
き
る
共
通
項
を
兄
出

自
主
規
制

イ壬

問
つ

管
理青

少
年
国
民
会
議
、
.
A

M
機
で
業
界
側
と
の
懇
談
会
で

A
崎
市
。

8
ア
/

官

t
一qJV

O一昨n一m

川間嶋
円
少
年
育
成
問
民
会
限

(叫
林
健
太
郎
会
長
)
主
俄
に

よ
る
『
テ
レ
ビ

・
出
版
物

・

映
画

・
相削胤期出問
械
と
青
少
年

に
関
す
る
悠
談
会
」
が
二
月

二
十
六
日
、
国
立
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
記
今
ω
青
少
年
総
合
セ
ン

タ
ー
で
聞
か
れ
、
テ
!
?
別

懇
談
会
の
う
ち
第
六
分
科
会

の
「
州制刷
問
機
械
と
管
少
年
に

附
す
る
惣
般
会
』
で
業
界
側

代
表
と
岡
民
会
機
側
の
問
で

説
明
ゃ
な
見
交
侠
が
進
め
ら

れ
た
。

閉
民
会
談
に
よ
る
管
少
年

惣
談
会
に
A

M
機
分
野
が
参

加
す
る
の
は
今
回
が
初
め
て

で
、
業
界
側
か
ら
は
国
民
会

議
会
只
で
も
あ
る
日
本
奴
楽

機
械
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
ω

(J

O

U
)
の
代
表
七
名
と
日
本

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
協
会
(
N
A
O
)
の

代
表
六
名
の
計
十
三
名
が
出

席
し
、
業
界
全
般
の
説
明
を

行
な
う
と
と
も
に
現
在
ど
う

青
少
年
問
題
を
考
え
て
い
る

献金品総
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画面

唱h-

i
リ
ン
グ

・
ス
タ
l
フ
ァ
イ
が
川
上
へ
ど
ん
ど
ん
進
ん
で

ア

|
」
に
加
え
、
側
オ
ル
カ
い
く
T
V
ゲ

i
ム
機
で
、
小

に
よ
る
製
造
許
諾
機
「
パ
ウ
問
で
は
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
砲
で

ン
テ
ィ
|
」

、
そ
し
て
同
社
展
示
さ
れ
た
。
占
い
機
は
伺

附
発
に
よ
る
忠
一
占
い
バ
|
ソ
社
ロ
ケ

「皐
上
口
い
の
館
」
で

ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
展
知
ら
れ
て
い
る
も
の
を
ベ
1

刈

示

し

た

。

ス

に

し

て

お

リ

、

コ

ン

ビ

ュ

制
"

「パ

ウ
ン
テ
ィ
|
」
は
際
|
夕
|
で
運
勢
を
市
う
が
、

縦
一
答
物
を
避
け
な
が
ら
ボ
l
ト
係
員
が
つ
い
て
い
る
。

組-m

一

.，•...••••

•• 

，
 

.• 
‘
 

...••

•••• 

o
o
-
-
0

・・・・・・

第

カセット式

TVゲームとィルテ
川

ン、γマム一

「ノ
|
テ
ィ
ボ
|
イ
」
(
テ

V-
E
-
プ
ル
型
、
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト

メ
」
型
)
を
中
心
と
し
て
.
英
同

セ
ン
チ
ュ
リ
社
開
発
の
C
V

S
方
式
に
よ
る
許
諾
製
品
「
コ

デ
コ
カ
セ
ッ
ト
(
D
C
)

ノ

第184号

占い機
データイースト

1982年3月15日

、
( 3 ) 

ディスコ

体特製
アイレム

“S・6て
T
V
ゲ
|
ム
機

「
パ
ン
チ

ン
グ
キ
ッ
ド
」
の
ほ
か
新
作

、
S
1
6
』

(
仮
称
)
を
発

表
展
示
。
ま
た
ミ
ニ
ア
ッ
プ

ラ
イ
ト
塑
T
V
ゲ
l
ム
機
収

納
庫
「
カ
プ
セ
ル
ス
タ
ン
ド
」

と
、
参
考
と
し
て
堅
牢
さ
と

耐
久
性
を
特
徴
と
し
た
ス
チ

トマン24竺ポー
IJVY〆

'Jィド
*7 

ー
ル
裂
の
ミ
ニ
ア
ッ
プ
ラ
イ

ト
型
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
を
出
品

し
た
。「

S
1
6
」
は
ブ
ラ
ッ
ク

ホ
ー
ル
を
テ
l
?
と
し
た
も

の
で
、
敵
を
{
八
に
ど
ん
ど
ん

落
と
し
て
い
く
と
い
う
T
V

ゲ
|
ム
機
。

出
展
社
の
う
ち

一
社
で
最
「
ポ
ー
ト
マ
ン
」
は
落
ち

大
の
小
聞
と
な
っ
た
同
社
で
て
く
る
務
を
受
け
止
め
所
定

は
、
T
V
ゲ
l
ム
機
「
ア
ル
の
場
所
へ
投
げ

L
-げ
る
と
い

ペ
ン
ス
キ
|」

と
問
機
以
後
う
T
V
ゲ
|
ム
機
。
も
う
一

の
新
製
品
「
ポ

i
ト
マ
ン
」
機
種
、
ハ
ン
グ
ラ
イ
ダ
ー
を

な
ど
を
発
表
展
示
し
た
ほ
か
、
操
作
し
野
や
山
を
越
え
て
繭

米
国
製
フ
リ
ッ
パ

ー
も
山
世
間
前
友
へ
ど
ん
ど
ん
飛
ば
し
て

し

た

。

い

く

「

ハ

ン

グ

ラ
イ
ダ
ー
」

サブロック、三五二
セカ弓土

ス
モ
ス
」
「
ス
ペ
ー
ス
フ
方

ス
モ
ス
」
な
ど
四
機
種
、
会
ト
レ
ス
」
「
ダ
ー
ク
ワ
リ
ア

部
で
五
機
穫
の
T
V
ゲ
|
ム
|
』
に
加
え
、
迷
路
状
画
面

機
を
展
示
し
た
。
の
「
ダ
ズ
ラ
|
」
を
出
品
し

昨
年
の
A
M
シ
ョ

ー
で
反
た
。
い
ず
れ
も
宇
宙
戦
争
ゲ

示
さ
れ
た
C
V
S
方
式
の
「
コ
|
ム
。

シ
ス
テ
ム
を
展
開
し
た
ほ
か
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
i
u
い
機
を

発
表
展
示
し
た
。

D
C
シ
ス
テ
ム
は
「
ト
レ

ジ
ャ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
」

「プ

ロ
ゴ
ル
フ
」
と
、
デ
ィ
ス
コ

を
テ
!
?
と
し
て
蹴
る
ギ
ヤ

ル
や
魔
女
を
凶
ん
で
い
く
と
、

凶
ん
だ
部
分
に
そ
の
鎖
が
大

き
く
現
わ
れ
る
新
ゲ
|
ム
「
デ

ィ
ス
コ

・
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
』

を
出
品
し
好
評
を
得
た
。

ま
た
同
社
初
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
占
い
機

「
ジ
ュ
ピ
タ

ー
」
を
展
示
。
こ
れ
は
ボ
タ

ン
操
作
で
生
年
月
日
と
性
別

を
入
力
す
る
と
巡
勢
が
カ
ー

ド
で
山
山
て
く
る
も
の
で
、
選

択
に
よ
り
沢
税
制
矧
の
運
勢
が

占
え
る
。

T
V
ゲ
|
ム
機

「
ザ
ク
ソ

ン」

「
タ
l
ポ
」
な
ど
と
と

も
に
、
同
社
と
松
下
電
総
産

業
側
と
の
共
同
開
発
に
よ
る

「
サ
ブ
ロ
ッ
ク
|
3

D
」
を

公
表
し
て
話
題
を
集
め
た
。

、
サ
プ
ロ
ッ
ク
|
3
D
L

は
従
来
に
な
か
っ
た
新
方
式

• • 
4 

に
よ
る
立
体
図
像
を
持
つ
T

新メダル機も
コナミ 工業

『ー
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TV  

2穫

T
V
ゲ
ー
ム
機
「
ア
ミ
ダ

|」

「
ガ
ッ
タ
ン
ゴ
ッ
ト
ン
」

を
中
心
に
同
社
製
品
を
展
開

し
た
。「

ガ
ッ
タ
ン
ゴ
ッ

ト
ン
」

は
線
開
聞
が
捕
か
れ
た
絵
の
プ

ロ
ッ
ク
を
移
動
し
汽
専
を
走

ら
せ
て
い
く
と
い
う
ゲ

i
ム

内
谷
で
A
T
E
な
ど
で
発
表

さ
れ
た
が
、
今
回
は
滋
路
に

自
動
車
を
走
ら
せ
る
内
容
で

出
品
さ
れ
、
問
機
に
ニ
将軒聞

が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
「
ア

ミ
ダ
l
」
は
本
号
「
話
題
の

マ
シ
ン
」
で
紹
介
。

(
名
称
未
定
)
を
出
品
。
ま

た
I
C
M
附
製
「
ア
リ
パ
パ

と
四
J
I

人
の
縫
賊
」
も
展
示

し
た
。

そ
の
ほ
か
昨
年
A
M
O
A

シ
ョ
ー
で
発
表
さ
れ
た
米
関

グダグに絞る
ナムコ

アイ
自
由
自
夜
に
穴
を
械
っ
て

い
く
と
い
う
T
V
ゲ
|
ム
機

「
デ
イ
グ
ダ
グ
」
テ
ー
ブ
ル

型
二
機
織
の
み
を
発
表
展
示

し
た
。
岡
松
小
附
に
は
「
デ

イ
グ
ダ
グ
」
の
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
が
コ
ミ
カ
ル
に
揃
か
れ
た

L22パウンティ他
シグマ

同
社
従
来
機
の
T

V
ゲ
ー

ム

「
ス
パ
イ
ダ
|
」
『
R
2

V
ゲ
|
ム
機
で
、
宝
、
海
上
、

海
中
と
自
由
に
場
前
回
収
聞
が

で
き
る
潜
水
艦
ゲ
|
ム
。
「
ザ

ク
ソ
ン
」
は
テ
ー
ブ
ル
型
と

同
社
開
発
の
ミ
ニ
ア
ッ
プ
ラ

イ
ト
型
を
、
「
タ
ー
ボ
」
は

コ
ッ
ク
ピ
y

ト
型
と
シ
ッ
ト

ダ
ウ
ン
型
を
展
示
。
そ
の
ほ

か
迷
路
状
一幽
而
で
ド
ル
袋
を

盗
賊
か
ら
守
る
と
い
う
I
C

M
紛
製

『
ア
リ
パ
パ
と
凶
十

人
の
盗
賊
」
、
「
ウ
方
ン
テ

ッ
ド
」
、
米
国
ア
タ
リ
社
製

カ
ク
テ
ル
型
宇
宙
T
V
ゲ
ー

ム
機
「
ス
ペ
ー
ス
デ
ュ
ア
ル
」

(
参
考
出
品
)
を
展
示
し
た
。

ア
ー
ケ
ー
ド
機
の
ウ
ィ
リ

ア
ム
ズ
討
「
ハ
イ
パ
ー
ポ
ー

ル
」
、
フ
リ
ッ
パ
ー
で
は
「
フ

こ
の
ほ
か
「
ピ
カ
デ
リ
ー

サ
ー
カ
ス
』
と
問
機
か
ら
始

ま
る
電
叫
ん
点
滅
式
め
子
ど
も

周
メ
ダ
ル
ゲ
|
ム
機
「
ジ
ャ

ン
ケ
ン
ゲ
l
ム
」

、
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
も
の
の
新
作
で
従
光

点
滅
に
よ
り
ス
ゴ
ロ
ク
を
す

る

「機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
』

を
出
品
。
ま
た
景
品
付
き
の

乗
物
機
「
メ
リ
1
7
ヴ
ク
」
、

さ
ら
に
異
色
的
な
も
の
と
し

て
T
V
ゲ
|
ム
機
を
叩
組
み
込

ん
だ
自
販
機
「
ビ
デ
オ
ゲ
ー

ム
付
自
動
販
売
機
」
を
展
示

し
た
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
社
「
ハ
イ
パ

ー
ボ
|
ル
」
と
、
三
階
建
て

の
プ
レ
イ
フ
ィ
ー
ル
ド
を
有

す
る
米
国
ゴ
ッ
ト
リ
l
プ
社

製
フ
リ
ッ
パ
l
「
ホ
1
ン
テ

ッ
ド
ハ
ウ
ス
』
を
展
示
し
た
。

s
p用
の
線
、
の
ぼ
り
、
ポ

ス
タ
ー
な
ど
が
賑
や
か
に
飾

ら
れ
、
問
機
に
対
す
る
向
祉

の
意
欲
の
ほ
ど
を
示
す
展
示

内
容
と
な
っ
た
。

ゲ
ー
ム
内
谷
は
本
号
「
話

題
の
マ
シ
ン
」
に
て
紹
介
。

D
タ
ン
ク
」
「
ラ
ン
チ
ヤ
|

Z
L
と
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
恕
「
ロ

7
e
フ
オ
」
「
ジ
ャ
ン
グ
ル
ロ

ー
ド
」
『
ス
コ
ル
ピ
オ
ン
」

な
ど
を
出
品
し
た
。

ルーピングを
新日本が披露

大森電気はシ

ョウグン発表

新
日
本
企
画
で
は
T
V
ゲ

ー
ム
の
新
作
を
発
表
展
示
す

る
予
定
だ
っ
た
が
、
ま
だ
附

発
中
で
あ
る
た
め
出
口
聞
は
見

送
ら
れ
従
来
機
「
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
」
「
プ
ロ
ビ
リ
ヤ
ー
ド
』

と
西
独
ビ
デ
オ
ゲ

i
ム
ス
社

の
試
作
機

「
ル
|
ピ
ン
グ
」

を
展
示
し
た
。
ま
た
ウ
ィ
リ

ア
ム
ズ
祉
の
ガ
ン
ゲ
l
ム
的

要
紫
の
あ
る
ア
ー
ケ
ー
ド
機

「
ハ
イ
パ
ー
ポ
|
ル
」
も
出

回
附
し
た
。

「
ル
|
ピ
ン
グ
」
は
戦
闘

機
を
操
作
し
風
船
爆
開
な
ど

を
懲
破
し
て
い
く
T
V
ゲ
ー

ム
機
で
、
戦
闘
機
が
グ
ル
グ

ル
と
ル
l
ピ
ン
グ
す
る
の
が

特
徴
だ
が
、
正
式
出
回
聞
で
な

く
あ
く
ま
で
も
サ
ン
プ
ル
出

口
聞
に
終
始
し
た
。

大
森
電
気
で
は
T
V
ゲ
ー

ム
機
「
ザ

・
シ
ョ
ウ
グ
ン
」

と

『
ス
カ
イ
ベ

l
ス
」
の
二

機
種
を
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
型
で

展
示
し
た
。
問
機
種
と
も
昨

年
秋
の
第
十
九
回
A
M
シ
ョ

ー
に
試
作
機
と
し
て
展
示
さ

れ
た
も
の
だ
が
、
今
回
完
成

品
と
し
て
出
品
し
た
。

「ザ

・
シ
ョ
ウ
グ
ン
」
は

時
代
劇
タ
ッ
チ
の
ゲ
ー
ム
で

本
号
「
話
題
の
マ
シ
ン
」
に

て
紹
介
。
「
ス
カ
イ
ベ
ー
ス
』

は
宇
宙
戦
争
を
テ
l
?
と
し

た
も
の
。上

記
以
外
は

次
回
吉
で
続
報

謹

aュ
E司

最
近
弊
社
が
発
売
し
、

「
m

N
A

O
ア
ミ
ユ

ま
た

ー

ズ
メ
ン

卜
・

エ
キ
ス
ポ
」

に
出
展
い
た
し
ま
し
た

ビ
デ
オ

・
ゲ

ー

ム

「
Z

A

X
X
O
N
」
(
ま
た
は

ザ

ク
ソ

ン
」
)
に
つ
主
ま
し
て
は
、

各
位
よ
り
絶
大
な
る

ご
好
評
を
賜
リ
辱
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
商
品
の

「
Z

A

X

X

O

N
」
(
ま
た
は
「
ザ
ク

ソ
ン
」
)
の
商
標
に
関
す
る
権
利
並
ぴ
に
そ
の
ゲ
ー
ム

の
内
容
に
関
す
る
著
作
権
等
の
諸
権
利
は
、

弊

社

が

原

始

的

に

取

得

し
、
保
有
し
て
お
り
ま
す

の
で
、

無

断
で
こ
の
商
品
の
模
造
ロ
叩
ま
た
は
類
似
ロ
聞
を
製
造
、

販
売
、

輸
出
お
よ
ぴ
使
用
す
る
行
為
は
、

エ

広

告

、

業
所
有
権
法
、

不
正
競
争
防
止
法
、

著

作

権

法

等

に

抵
触
し
、
弊
社
の
諸
権
利
を
侵
害
す
る
と
と
も
に
、

ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
卜
業
界
の
秩
序
を
乱
し
、

ひ
い
て

は
業
界
の
発
展
を
阻
害
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
ら
の
行
為
の
な
い
よ
う
十
分
な
ご
配
慮
を
必
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
万
一

、
違
反
行
為
が
あ
っ
た
場
合
は
、

弊
ヰ土

は
断
固
た
る
態
度
で
そ
れ
に
対
応
す
る
所
存
で
ご
竺

い
ま
す
の
で
、

こ
こ
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

久
ロ
位
の
ご
理
解
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
五
十
七
年
三
月

東
京
都
大
田
区
羽
田

一
丁
目
二
番
十
二
号

株
式
会
社
セ
ガ
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ゼ
ス
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謹

.H::. 
E司

過
日
弊
社
が
「
mM
N
A

O
ア

E
ュ
l
ズ
メ
ン
ト

・
エ
キ
ス
ポ
」
に

出
展
い
た
し
ま
し
た
ビ
デ
オ

・
ゲ
l
ム

「

A

L

I

B

A

B

A

A

N

D

M

W

T

H

I

E

V

E
S
」
(
ア
リ
パ
パ
と
刊
人
の
盗
餓
)
ま

た
は
「

A
L
I
B
A
B
A
」
(
ア
リ
パ
パ
)
に
つ
主
ま
し
て
は
、
各

位
よ
リ
絶
大
な
る
ご
好
評
を
賜
リ
辱
〈
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
商
品
は
、
イ

ン

7
l
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
コ
イ
ン
マ
シ
ン
株
式

会
社
が
独
自
の
機
想
に
基
づ
き
開
発
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
日
本

に
お
け
る
同
商
品
の
製
造
、
販
売
、
広
告
、
お
よ
ぴ
使
用
に
関
す

る
専
用
実
地
権
お
よ
ぴ
第
三
者
に
実
花
権
を
許
諾
す
る
権
利
な
ら

ぴ
に
同
商
品
に
関
す
る
箸
作
権
お
よ
ぴ
「
A
L
I
B
A
B
A

A 

N
D

刊

T
H

I
E
V

E
S
」
(
ア
リ
パ
パ
と
的
人
の
盗
賊
)
ま

た
は

「
A

L

I
B
A

B

A
」
(
ア
リ
パ
パ
)
と
い
う
同
商
品
の
商
標

に
関
す
る
一
切
の
権
利
は
弊
祉
に
譲
波
さ
れ
ま
し
た
。

よ
っ
て
、
無
断
で
こ
の
商
品
の
模
造
ロ
凹
ま
た
は
類
似
品
を
製
造
、

販
売
、
広
告
、
お
よ
ぴ
使
用
す
る
行
為
は
、
工
業
所
有
権
法
、
不

正
統
争
防
止
法
、
著
作
施
法
等
に
松
触
し
、
弊
社
の
諸
権
利
を
侵

害
す

る
と
と
も
に
、
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン

ト
業
界
の
秩
序
を
乱
し
、

ひ
い
て
は
業
界
の
発
展
を
阻
害
す
る
こ
と
に
な
リ
ま
す
の
て
こ

れ
ら
の
行
為
の
な
い
よ
う
十
分
む
ご
配
慮
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

な
レ
わ
万
一

、
違
反
行
為
が
あ
っ
た
場
合
は
、
弊
社
は
断
固
た
る

態
皮
で
そ
れ
に
対
応
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

各
位
の
ご
理
解
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
五
十
七
年
三
月

こ
こ
に
ね

東
京
都
大
田
区
羽
田
一
丁
目
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シ
ン
問
題
に

第
2
回
通
常
総
会
で
原
案
ど
お
り
承
認

当
日
は
総
会
と
と
も
に
肉
ベ
レ
ー
タ
ー
の
メ
リ
ッ
ト
を

ホ
テ
ル
で
N
A
O
シ
ョ
ー
の
追
求
し
て
い
き
た
い
」
と
あ

第

一
日
闘
が
附
偏
さ
れ
て
お
い
さ
つ
。
次
に
級
長
選
出
に

り、

V
頒
に
で
内
回
会
長
は
人
り
内
旧
A
割
以
が
様
長
に
就

「
N
A
O
シ
ョ
ー
は
初
め
て
き
、
川
峨
山引
が
逃
め
ら
れ
た
。

の
試
み
だ
が
、
何
織
の
協
力
ま
ず
五
十
六
年
皮
の
市
中
暗
戒

を
得
て
誕
…

8
に
附
く
こ
と
が
鰍
告
に
つ
い
て
は
、
内
凶
会

で
き
た
わ
け
で
、
今
後
と
も
げ
択
が
N
A
O
設
立
当
初
に
本

さ
ら
な
る
協
力
を
お
願
い
し
削
酬
の
取
組
み
と
し
て

「
G
マ

た
い
。
ま
た
N
A
O
は
発
足
シ
ン
」

『過
当
競
争
」
「
接

し
て
か
ら
一
年
経
過
し
組
織
板
」
「
総
力
団
」
の
四
つ
の

体
制
も
閉
ま
っ
て
き
た
の
で
、
問
題
を
挙
げ
た
が
、
G
マ
シ

今
後
も
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
た
ン
問
題
以
外
の
三
つ
の
問
題

め
の
協
会
と
し
で
さ
ら
に
オ
に
つ
い
て
は
「
十
分
な
成
果

は
出
な
い
ま
で
も
、
あ
る
程

度
の
解
決
は
で
き
た
も
の
と

思
う
」
と
総
括
し
た
あ
と
、

事
務
局
に
よ
り
鰍
告
書
が
読

み
上
げ
ら
れ
た
。
そ
れ
に
よ

る
と

l
i設
立
総
会
開
催
後

に
協
会
活
動
が
本
俗
的
に
倒

始
さ
れ
、
部
会
、
委
民
会
の

波
川
お
よ
び
金
問
十
五
支
部

の
設
立
に
よ
り
協
会
総
織
も

充
実
し
、
ま
た
会

μ数
も
四

行
丘
社
を
糾
耐
え
、
協
会
設
立

勺
初
の
日
的
で
あ
る

「地
域

社
会
に
術
抑
制
し
た
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
た
め
の
実
利
あ
る
団

体
」
へ
と
身
実
に
歩
を
進
め

で
き
た
、
と
し
て
本
部
お
よ

び
支
部
の
活
動
概
裟
に
つ
い

て
次
の
十
項
目
を
挙
げ
て
い

る
。
①
各
支
部
の
会
合
に
よ

り
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り

情
報
交
換
を
行
な
っ
た
。
②

業
界
正
常
化
の
た
め
広
域
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
と
過
当
競
争
防

止
に
側
聞
す
る
申
し
合
わ
せ
を

行
な
っ
た
。
③
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
獲
得
紛
争
問
題
お
よ
び
低

綴
ゲ
ー
ム
料
金
問
題
の
調
停

を
行
な
っ
た
。
④
G
マ
シ
ン

問
題
に
対
し
協
会
員
の
健
全

営
業
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と

も
に
、
逃
法
川
内
楽
の
拙
明
発
に

対
し
当
川
に
協
・
刀
を
行
な
っ

G 
て7N

A
O
、

第三鎗"便物u可

日
本
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
協
会

(本
部

H
東
京
初
渋
谷
区
渋
谷
一
の

八
の
三
、
安
問
ピ
ル
、
内
凶

附
附
会
長
、
全
会

U
数
間
百
五

社
、
略
称
N
A
O
)
で
は
三

月
一
目
、
東
京
品
川
の
ホ
テ

ル
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
に
て
第
二

回
通
常
総
会
を
聞
き
、
五
十

七
年
度
の
事
業
計
画
お
よ
び

予
算
を
承
認
し
た
ほ
か
第
二

回
N
A
O
シ
ョ

i
を
東
京
で

開
催
す
る
こ
と
な
ど
を
決
め

た。

三一一
a
 

v

戸
第

目

ょの写真はNAOIK2個通常総会で提案に
立つ肉回I事会長、左の写真は総会のようす

占

た
。
@
業
界
に
対
す
る
暴
力
少
し
会
員
が
期
え
た
時
点
で
い
の
場
を
持
っ
て
推
進
す
る

団
の
介
入
に
対
し
て
取
締
当
二
つ
の
支
部
に
分
判
別
し
た
い
と
同
時
に
、

N
A
O
側
と
し

局
に
協
力
、
そ
の
接
力
行
為
と
い
う
要
望
が
内
閉
会
長
か
で
も
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
健
全

の
排
除
に
努
め
た
。
@
福
祉
ら
出
て
、
山
本
支
部
長
も
こ
問

Hmを
徹
底
さ
せ
て
い
く
と

施
設
に
ゲ
l
ム
随
時
を
寄
贈
し
、
れ
を
了
承
し
た
。
A

M
業
界
の
説
明
が
加
え
ら
れ
た
。
事

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
社
会
賞
献
で
初
め
て
絹
祉
施
設
に
ゲ
|
集
計
耐
に
つ
い
て
は
各
支
部

の
姿
"
を
内
外
へ
・
ぶ
し
た
。
ム
出慨
を
市
附
し
た
静
岡
県
支
の
体
制
総
立
、
部
会
・
委
H
H

①
チ
ャ
リ
テ
ィ
マ
シ
ン
に
よ
部
は
、
こ
の
寄
附
活
動
を
今
会
の
活
動
推
進
の
ほ
か
、
「
オ

る
プ
レ
イ
料
金
を
国
際
情
阿
古
年
も
策
絡
す
る

F
定
で
い
る
。
ベ

レ
|
シ
ヨ
ン
の
実
態
犯
同
市
」

者
年
参
加
協
級
会
に
寄
付
し
、
九
州
支
制
酬
は
昨
年
設
立
さ
れ

『統
計
資
料
の
作
成
、
強
制
問
」

チ
ャ
リ
テ
ィ
キ
ヤ
ン
ペ
1

ン
た
長
崎
県
総
会
奴
泌
物
点
組
合
「
外
部
団
体
と
の
述
燐
お
よ

巡
動
に
参
加
し
た
。
③
「
惨
と
今
後
と
も
歩
調
を
合
わ
せ
び

um外
活
同
体
と
の
交
流
」

会
の
し
お
り
」
を
作
成
、
各
て
活
動
し
て
い
く
こ
と
に
な
な
ど
が
合
ま
れ
て
い
る
。
な

都
道
府
県
の
讐
山
市
本
部
、
鮎
ね

っ
て
い
る
。

お
こ
こ
で
同
総
会
の
広
前
に

育
委
員
会
等
に
送
付
し

P
R

続
い
て
五
十
六
年
度
収
支
聞
か
れ
た
削
仕
事
会
で
決
定
し

を
行
な

っ
た
。
⑨
会
員
認
定
決
算
舎
に
つ
い
て
謙
明
が
な
た
事
項
が
加
え
ら
れ
、
第
二

誕
を
作
成
、
会
員
に
配
付
。

さ
れ
た
後
、
加
茂
俊
箆
事
(
剛
山
聞
の
「
N
A
O
ア
ミ
ュ
ー
ズ

⑬
織
関
誌
「
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
東
名
遊
随
)
よ
り
事
業
報
告
メ
ン
卜
・
エ
キ
ス
ポ
」
を
釆

ン
ト
産
業
」
の
無
料
配
付
。

な
ら
び
に
収
支
決
算
に
つ
い
年
二
月
下
旬
に
今
年
と
同
じ

そ
し
て
具
体
的
な
本
部
活
て
「
適
法
に
し
て
正
確
」
と

東

京

、
ホ
テ
ル
パ
シ
フ
イ
ツ

動
報
告
に
つ
い
て
は
旧
J

A

の
長
査
報
告
が
あ
り
、
五
十
ク
に
で
開
催
す
る
こ
と
と
、

A
問
機
に
緩
列
に
終
始
し
、
六
年
度
事
業
活
動
報
告
、
収
本
部
事
務
局
に
専
務
理
事
を

支
部
活
動
に
つ
い
て
は
各
支
支
決
算
と
も
に
ホ
認
さ
れ
た
。
設
置
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

部
か
ら
例
会
を
中
心
と
し
た
次
に
五
十
七
年
度
事
業
計
た
。
こ
の
事
業
計
画
は
絞
い

報
告
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
・
?
画
家
の
件
に
入
り
、
同
年
度
て
説
明
さ
れ
た
収
支
予
算
と

ち
東
北
支
部
で
は
U
J
A
O
会
の
量
点
テ
1
7
と
し
て
「
G

と
も
に
、
原
案
ど
お
り
ホ
認

伐
と
は
別
に
支
部
会
費
(
年
マ
シ
ン
途
訟
営
業
の
伐
減
」
さ
れ
た
。

間
三
万
円
}
を
決
め
て
お
り
、
と

「
非
行
化
防
止
協
力
と
P

な
お
本
部
か
ら
の
各
支
部

ま
た
制
祉
施
設
へ
の
ゲ
1
ム

T

A
対
策
」
の
二
点
を
挙
げ
活
動
伐
の
捻
山
山
に
つ
い
て
は
、

機
帯
鮒
を
近
々
実
録
す
る
こ
で
い
る
。
前
夜
に
つ
い
て
は
決
算
と
予
算
の
状
況
な
ど
か

と
に
な
っ
て
い
る
。
北
関
東
業
界
全
体
で
彼
磁
的
に
取
り

ら
今
年
も
同
州H
m
を
徐
出
す

支
部
は
広
域
に
ま
た
が

っ
て

組
ん
で
い
き
、
後
者
に
つ
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
、

と
の

会
ぬ
が
い
て
支
部
内
の
速
"

で
は
各
支
部
ま
た
は
都
道
府
説
明
が
内
凶
会
長
か
ら
な
さ

が
と
り
に
く
い
た
め
、
も
う
ね
単
位
で
当
局
と
の
献
し
合
れ
て
い
る
。

支
部
活
動
貨
の
予
算
は
ニ
と
し
も
ゼ
ロ

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

均

所
は
今
年
と
同
じ
ホ
テ
ル
パ

シ
フ
ィ

γ
7
。
日
時
に
つ
い

て
は
同
ホ
テ
ル
の
使
用
料
金

が
三
月
か
ら
ア
ッ
プ
さ
れ
る

こ
と
、
今
年
の
A
M
シ
ョ

ー

が
例
年
よ
り
早
く
九
月
に
開

催
さ
れ
る
こ
と
な
ど
の
理
由

で
、
少
し
早
め
て
二
月
下
旬

(
二
十
二
日
か
ら
二
十
四
日

頃
)
に
聞
く
予
定
と
な
っ
た
。

な
お
内
国
会
長
は

「
今
後
の

A
M
業
界
の
あ
る
べ
き
姿
を

示
唆
す
る
よ
う
な
シ
ョ
ー
を

日
蹴
倒
し
て
い
き
た
い
」
と
抱

負
を
述
べ
、
ま
た
今
度
の
悶

シ
ョ
l
終
了
後
に
反
省
会
を

{
5め
ん
上
段
に
続
〈
】

謹

丘1::.
Eヨ

事

、句.

来
春
第

2
回

N
A
O
 

シ
ョ
l

平
素
は
格
別
の
引
立
を
賜
ワ
、
厚
く
御
礼
申

し
あ
げ
ま
す
。

現
症
、
好
評
発
売
中
の
テ
レ
ビ
ゲ

l
ム
機
、

P
O
R
T
M
A
N
(ポ
l
ト
マ
ン
)
は
、
弊

社
が
開
発
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
で
あ
り
ま
す
。

従
っ
て
こ
の
機
械
を
無
断
で
模
倣
ま
た
は
、
こ

れ
に
類
似
す
る
商
品
と
し
て
、
製
造
・

改
造

・

販
売

・
輸
出
す
る
等
の
行
為
を
す
る
こ
と
及
び

こ
れ
ら
の
機
械
を
使
用
し
て
営
業
す
る
こ
と
は
、

著
作
権
法
、
工
業
所
有
権
法
、
不
正
競
争
防
止

法
等
に
抵
触
し
、
幣
社
の
正
当
な
権
利
を
侵
害

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
行
為
の
な
い
よ

う
充
分
に
ご
注
意
賜
り
業
界
の
秩
序
の
維
持
、

健
全
な
発
展
の
た
め
に
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

昭
和
五
十
七
年

:月:

• • 

N
A
O
、
総
会
直
前
に
理
事
会
開
催

株
式
会
社

タ

イ

ト

l

' 

ー

日
本
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
で
も
赤
字
だ
け
は
避
け
て
収

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
協
会

(
X
A

支
卜
ン
ト
ン
に
持
っ
て
い
き

O
)
で
は
三
月
一
目
、
東
京
た
い
」
と
し
て
各
理
事
の
協

の
ホ
テ
ル
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
に
カ
を
要
望
し
た
。
ま
た
来
年

て
通
常
総
会
に
先
立
っ
て
第
の
N
A
O
シ
ョ
ー
に
つ
い
て

五
回
理
事
会
を
開
き
、
総
会
開
会
長
は
「
第
二
回
自
も
同

提
出
議
案
な
ど
を
審
議
し
た
。
度
東
京
で
同
聞
き
、
実
績
を
つ

同
理
事
会
で
は
ま
ず
今
回
け
て
か
ら
第
三
由
自
に
地
方

の
N
A
O
シ
ョ
ー
に
つ
い
て
で
実
施
し
た
ほ
う
が
よ
い
の

内
凶
会
長
か
ら
「
シ
ョ
!
の
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
、
ほ

収
支
は
.
応
剰
余
金
を
見
込
か
に
送
記
も
な
く
結
局
間
シ

ん
で
い
る
が
、
絵
画
お
の
均
合

ョ
ー
は
来
年
も
点
京
で
閲
俄

• • 

• 

• 
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酬
明
セ
が

・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ

イ
ゼ
ス
(
本
社
東
京
、
ロ
ー

ゼ
ン
社
長
)
と
松
下
電
総
産

業
側
は
こ
の
ほ
ど
、
世
界
初

の
立
体
T
V
ゲ
l
ム
機
「
サ

プ
ロ
ッ
ク
1
3

D
」
を
共
同

開
発
、
商
品
化
す
る
こ
と
を

三
月
一
日
付
で
発
表
、

N

A

O
エ
キ
ス
ポ
に
も
出
回
附
し
た
。

こ
れ
は
松
下
電
器
が
数
年
前

よ
り
開
発
を
進
め
て
き
た
立

体
テ
レ
ビ
技
術
と
セ
ガ
祉
の

T

V
ゲ
l
ム
技
術
を
組
合
せ

た
も
の
で
、
ゲ
ー
ム
進
行
に

沿
っ
て
立
体
函
像
が
一
段
と

ゲ
l
ム
内
容
を
高
め
る
点
で

画
期
的
と
さ
れ
て
い
る
。

( 6 ) 

拘--.，

v

・0

・，

健
三
.
〆
¥

ム

4

-

J

像

ザ

D

休

V

3
立

T

-

体

夕
立

ツ
の
ロ

初

プ
界

サ

世

r

TVfi盟副

応

新住所横浜市中区新山下3T目3番43号新ポナンザビル Tel(045)623-5711附 Telex(WIKIWIKI) J47901 

Tel: (045) 623・5711(12 lines) 

Facsimile Tel. No.: (045) 623-6330 

Telex numbers: 47901 WIKIWIKI J and 3823764 KAClEX J 

Our mai1in9 address remains Ihe same as follows: 

Porl P.O. Box 111. Yokohama. Japan 

草々Jj8
ゲ仁; 左画像

主体TVゲーム織の蘭像部骨の仕組み

We are happy 10 announce Ihal Ihe new buildin9 which 

we have longed for has， al long lasl， been compleled. 

REMOVAL NOTICE 

ム
セガ社と松下電器の共同開発による世界初の

第三畿郵便物認可

調院鉱ビルが驚餓 C1ι たので4118自に 31縫も Sす 。

τω 側。テレグクス請書号ファクシミ 'J.号は.Ulの泊りです

With effecl from April 8， 1982， we will be moving 

inlo our new building al Ihe following address : 

TV副薗

「サブロック-3DJを発表

そ
の
問
、
T
V
ゲ
l
ム
化
を

両
社
で
共
同
で
進
め
、

昨
年

の
A

M
シ
ョ
ー
で
は
ビ
デ
オ

テ
ー
プ
に
よ
る
立
体
画
像
で

そ
の

一
部
を
披
露
、
そ
し
て

今
回
ゲ

i
ム
機
と
し
て
一
応

「
ぺ
」

寸
川
1
J

3

完
成
し
た
実
物
で
発
表
し
た
イ

2
つ

ゐ
一右

2
つ

&
一
布

い

も
の
。
松
下
電
器
は

立

体

テ

ト

一
U
ハ
一

一
U
ハ
一

γ
み

レ
ピ
で
二
十

数

件

の

工

業

所

ス

コ

つ

全

A

2
勺

&
言

、

口

有
権
を
す
で
に
持
っ
て
お
り
、

「

l
L

「
l
l』

両
社
開
発
に
よ
る
立
体
T
V
文
化
と
の
合
体
を
求
め
て
い
社
、
イ
タ
リ
ア
で
は
ザ
ッ
カ

ゲ
|
ム
機
に
関
し
て
は
セ
ガ
る
ケ
|
ス
が
多
い
が
、
こ
れ
リ
ア
社
に
そ
れ
ぞ
れ
製
造
許

社
が
独
占
的
な
販
売
織
を
一
も
そ
の

一
例
と
一
骨

一一回一え
る
。
ょ
諾
し
た
。

定
期
間
セ
ガ
社
に
与
え
る
契
り
関
白
い
も
の
を
作
り
出
す

約
を
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
た
め
に
高
度
な
技
術
と
ゲ

l

コ
ナ

ミ
、

豊

栄

か
に
し
た
。
な
お
こ
の
こ
と
ム
ソ
フ
ト
が
合
体
し
た
こ
と
開
発
ロ
聞
の

許

諾

は
、
松
下
忽
器
が
初
め
て
本

は
大
い
に
評
価
さ
れ
る
だ
ろ

格
的
に
T

V
ゲ
|
ム
機
開
発
う
」
と
記
者
会
見
(
二
月
二

コ
ナ

E
工
業
開
発
、
セ
ガ

に
乗
り
出
し
た
こ
と
を
も
意
十
六
日
)
で
諾
っ
て
い
る
。

社

に
製
造

・
販
売
機
の
あ
る

旅
し
て
お
り
、
業
界
内
部
に
な
お
「
サ
プ
ロ
ッ
ク
|
3

D
」

T
V
ゲ
i
ム
機
の
う
ち
、
「
タ

少
な
か
ら
ぬ
衝
懲
を
与
、
え
て
は
、
今
回
発
表
し
た
も
の
は
|
ピ
ン
」
に
つ
い
て
は
英
国

い

る

。

あ

く

ま

で

も

試

作

機

で

あ

り

、

で

は

J

P
M
社
に
、
西
独
で

今
回
の

ρ

共
同
開
発
が
に
さ
ら
に
尚
品
化
を
進
め
、
早
は
ノ
パ
社
と
N
S
M
/
ロ

l

関
し
、
セ
が
祉
の
越
智

・
抜
け
れ
ば
一

、
ニ
ヵ
月
中
に
も
エ
ン
社
に
そ
れ
ぞ
れ
許
諾
、

術
担
当
取
締
役
は
「
今
日
テ
発
売
ま
で
進
め
た
い
と
し
て

「
タ
ク
テ
シ
ア
ン
」
に
つ
い

ク
ノ
ロ
ジ

l
自

体

が

呉

研

貝

な

い

る

。

て

は

英

国

で

は

ロ

ン

ド

ン

コ

官
官
官
t

t

唱
4

t

t

t

t

t

4

J

2

2

イ
ン
叫
弘
、
西
独
で
は
N
S

M

セ

ガ

社

「

ザ

ク

ソ

ン

」

で

/
ロ
|
叫
ン
社

1
1れ
ぞ
れ

・

l

，

.

‘

a

l

・

:

!

許
諾
、
-
フ
ロ
つ
カ

l
」
に

司凶日ヨ，、，

E
E
'
自

宅

・

回

目

つ
い
て
は
英
国
で
は
ル
ツ
フ

E
F
a
i--fふ
言
受
J
W

7

1
&
デ
ィ
ス
社
、
西
独
で

S

M
/
ロ
l
エ
ン
社
、

最

近

の

海

外

へ

の

許

諾

も

ま

と

め

て

発

表

イ
タ
リ
ア
で
は
ザ
ッ
カ
リ
ア

判官
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
ソ
ポ
タ

社
に
そ
れ
ぞ
れ
許
諾
し
た
。

ま
た
豊
栄
産
業
開
発
、
セ

ガ
社
に
製
造

・
販
売
品
慌
の
あ

る
T

V
ゲ
|
ム
機
「
ジ
ャ
ン

プ
パ
グ
」
に
闘
し
て
は
、
英

国
で
は
ル
y
フ
ア
|
&
デ
ィ

ス
社
に
、
西
独
で
は
シ
|
ベ

ン
ト
社
に
そ
れ
ぞ
れ
許
諾
し

の
枝
野
を
交
互
に
ふ
さ

f
シ

ャ
ッ
タ
ー
が
組
み
込
ま
れ
て

い
る
。
一
方
ブ
ラ
ウ
ン
管
に

出
る
画
像
は
、
も
と
も
と
毎

秒
六
十
回
変
化
し
て
い
る
わ

け
で
あ
る
が
、
友
限
用
と
右

眼
用
の
画
像
を
ス
コ
ー
プ
部

分
と
向
調
さ
せ
な
が
ら
、
交

互
に
映
し
出
す
。

こ
う
し
て

左
右
前
眼
の
視
差
を
利
用
し

両
社
が
共
同
開
発
し
た
試
て
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
立
体
画

作
機
「
サ
プ

ロ
y
ク

|
3

D
」
像
を
楽
し
み
な
が
ら
、
ゲ
ー

の
外
線
や
基
本
構
造
は
一
般
ム
を
進
め
る
わ
け
だ
。

的
な
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト

型

T
V

今
回
発
表
さ
れ
た

『
サ
プ

ゲ
|
ム
機
と
同
じ
だ
が
、
特
ロ
ッ
ク
1
3

D
」
の
ゲ
|
ム

殊
構
造
の
ス
コ
ー
プ
(
肉
眼

内
山
告
は
ス
コ
ー
プ
を
通
じ
て

を
当
て
て
の
ぞ
き
込
む
と
こ
空
中
、
海
上
、
海
中
の
=
一シ

ろ
)
と
カ
ラ

l
ブ
ラ
ウ
ン
管

l
ン
の
敵
を
探
し
撃
破
し
て

に
映
し
出
さ
れ
る
箇
簡
に
立
い
く
と
い
う
も
の
。
敵
船
や

体
感
を
生
む
仕
組
み
が
あ
る
。
敵
機
か
ら
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
向

ス
コ
ー
プ
部
分
で
は
、
毎
秒
っ
て
迫
っ
て
く
る
ミ
サ
イ
ル

三
十
四
の
速
度
で
左
右
肉
眼

や
、
手
前
部
分
か
ら
飛
び
出

内
L

H

2

.

、

し
て
い
く
ミ
サ
イ
ル
な
ど
で

内
面
f
f
p
d
h合
長

k
a
H
M引
1
1
木
祉

迫
力
あ
る

ρ

遠
近
移
動
M

が

'

E

-

B

の

副

・
1

山
川
け

t
l
下
ル

従
来
に
な
い
効
柴
を
生
ん
で

パ
l

川
河

い
る
。
こ
う
し
た
立
体
ゲ

l

l

h
r
d

ム
化
の
た
め
の
ゲ

l
ム
基
板

J

宵
ル

に
は

L
s
ー
な
ど
二
百
五
十

志
秘
一
例
の
チ
ッ
プ
が
用
い
ら
れ

(

ガ

長

て
セ
部

て

お

り

そ

の

コ
ン
ト
ロ
ー

に
、
発

)
盤
側

ル
部
分
が
重
要
な
役
目
を
来

畑
側
一
閃

し
て
い
る
わ
け
だ
。

月
特
・

2
節

子

(
喰
金
ラ
イ
セ
ン
ス
関
係

会

恵
表

ピ

長

島問
レ
留

者
テ
発

両
社
の
関
係
は
、
部
品
や

叫
白
棚

校
術
の
交
流
を
通
じ
て
二
年

ヰ
浜
田晴
腕
か
ら

n
ス
テ
レ
オ

・
ビ
ュ

鵠

長

橋

l
ア
|
方
式
u

の
話
が
持
ち

電

室

高

h

下
柄
、

あ
が
り
、
昨
年
に
は
松
下
電

松

究

役

と
研
続

線
が
立
体
テ
レ
ビ
を
す
で
に

社

線

取

ガ
無
智

開
発
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

セ
・
越

シ
ョ
ー
な
ど
で
発
表
し
た
。
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州
側
セ
ガ

・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ

イ
ゼ
ス
で
は
こ
の
ほ
ど
、
同

社

T
V
ゲ
i
ム
機
「
ザ
ク
ソ

ン
」
に
関
し
国
内
三
社
に
許

錯
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、
同
社
が
血
液
近

行
な
っ
た
海
外
へ
の
静
諮
問
問

係
を
明
ら
か
に
し
た
。

「
ザ
ク
ソ
ン
』
に
関
し
て

は
鮒
タ
イ
ト
|
、
山
側
エ
ス
コ

貿
易
、
附
テ

l
カ
ン
の
三
社

に
対
し
P
C
ボ
l
ド
供
給
の

形
で
図
内
む
け
の
製
造
許
諾

し
た
。一

方
向
社
で
は
同
社
T
V

ゲ
|
ム
機

『
タ
ー
ボ
」
に
開
閉

し
て
海
外
で
は
米
国
で
グ
レ

ム
リ
ン
社
が
製
造
す
る
ほ
か
、

英
国
で
は
ル
ッ
フ
ア
|
&
デ

ィ
ス
社
、
西
独
で
は
E
N
V

、

っ.

' 

' 

• • 

• 

• 

• 

シ
ン
附
題
に
関
す
る
懇
談
会

が
、
問
問
和
生
・
健
全
娯
楽

鮮
進
委
員
長
を
座
長
に
し
て

聞
か
れ
、
出
席
し
た
会
員
か

ら
活
発
な
意
見
が
交
さ
れ
た
。

こ
の
懇
談
会
の
冒
頭
、
「
G

マ
シ
ン
を
風
営
法
の
慰
慾
に

浴
す
る
よ
う
働
き
か
け
た
い

と
い
う
開
閉
氏
の
理
場
会
で

の
発
言
の
英
志
を
聞
き
た
い
」

と
の
発
言
が
あ
り
、
間
関
委

員
長
は

「
G
7
シ
ン
が
風
山
富

法
の
も
と
で
容
認
さ
れ
る
わ

け
が
な
い
。
現
行
の
風
営
遊

技
機
の
世
話
が
で
き
る
ー
ー

と
い
う
意
味
で
あ
り
、
誤
解

を
飽
い
た
」
旨
の
凶
容
を
行

な
っ
た
。

G
マ
シ
ン
が
問
視
筏
は
び
こ

っ
て
い
る
状
況
に
つ
い
て
は

中
山
副
会
長
が

「業
界
全
体

の
絞
済
活
動
上
出
て
き
た
も

の
」
と
説
明
、

G
マ
シ
ン
問

題
の
根
源
を
分
析
す
る
必
婆

を
説
い
た
。
ま
た
G
マ
シ
ン

の
定
殺
に
つ
い
て
は
、
間
凶

委
員
長
が
「
明
ら
か
に
絡
縛

を
目
的
と
す
る
機
械
」
と
し

た
の
に
対
し
、

①
摘
発
さ
れ

た
機
械
か
ら
の
一
ニ
桁
以
上
の

ク
レ
ジ
ッ
ト
っ
き
、
⑤
紙
幣

識
別
機
っ
き
と
い
う
こ
点
の

共
通
点
で
ま
と
め
た
い
と
す

る
意
見
や
、
②
「
賭
間
以
外

の
目
的
で
は
俊
γ

え
な
い
機
械
」

と
す
る
意
見
が
山
山
さ
れ
た
ほ

か
、
本
紙
サ
イ
ド
か
ら
@
勝

負
ご
と
を
内
容
に
し
て
お
り

か
〔

6
賭
け
る
と
い
う
内
容

の
ゲ
l
ム
機
を
定
義
に
、
そ

の
業
界
側
の
取
組
み
姿
勢
こ

そ
が
問
題
と
の
指
摘
が
行
な

わ
れ
た
。

活
発
な
怒
見
交
換
の
後
、

中
村
会
長
は
「
定
義
を
明
隊

に
さ
せ
た
う
え
で
、
定
義
に

よ
り
場
合
に
よ
っ
て
は
除
名

も
あ
り
う
る
」
と
、
ま
た
問

問
委
員
長
は
「
積
極
的
に
私

自
ら
と
り
か
か
り
た
い
」
と

そ
れ
ぞ
れ
決
慾
を
表
明
し
た
。

会
合
の
後
は
懇
親
の
宴
会

が
閥
か
れ
た
。

安全で清潔な白い蒸気の漣はど

の畿積!こもついています。電子

綬琶(シユッシユツ)/霊認っ

き C6aÐ~産自〉などもあります

• 

第

2
回
通
常
総
会
で
決
意
示
す

何
一

日
本
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
マ
シ
ン
工
業
協
会

(事
務
局

H

A
時
代
と
悶
様
に
会
合
の
日

制
一東
京
都
千
代
間
区
永
間
町
二
の
十
の
二
、
T
B
R
ピ
ル
、

宮

崎
場
所
と
議
泌
が
羅
列
的
に

鰍
一五
九
三
|
一
一五
六
三
、中
村
雅
哉
会
長
、
略
称
J
A
M
M
A
)
表
記
さ
れ
(
総
会
二
回
、
岡
崎

到
一は
二
月
二
十
五
日
、
伊
東
の
川
奈
ホ
テ
ル
で
第
二
回
通
常
総
事
会
五
曲
、
T
V
ゲ
l
ム
都

一

。

会
と
小
型
乗
物
部
会
が
各

一

一会
を
聞
き
、
五
十
七
年
度
計
画
を
決
定
す
る
と
と
も
に
コ

ヒ

一

、
回
、
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ

l
タ

一l
防
止
と

G
マ
シ
ン
防
止
の
た
め
の
決
議
を
採
択
し
た
の
ち

一

-

|
部
会
七
回
、
電
気
用
品
取

一G
マ
シ
ン
対
策
に
関
す
る
懇
談
会
を
開
き
、

G
7
y
ン
に
関

一

締
法
対
策
委
員
会

}
回
、
税

一す

る

活

発

な

意

見

を

交

し

た

。

制

研

究

委

員

会

ニ
問
、
著
作

一
前
年
度
活
動
を
継
続
し
つ
つ

請
は
州
諸
竺
則

一

事

務

局

強

化

な

ど

重

点

的

こ

ビ
デ
オ
ゲ
1
ム
に
対
す
る
法

一

l

的
保
護
に
関
す
る
小
委
員
会

一

こ
の
総
会
は
正
会
員
七
十
と
ゆ
と
り
の
八

0
年
代
に
お

一
回
、
国
際
会
議
二
回
な
ど
て

一三
社
の
う
ち
四
十
六
社
(
う
い
て
当
業
界
の
健
全
な
発
皮
決
算
で
は
駒
井
m祉
事
が
簡
単

，
一
ち
委
任
状
十
社
)
が
出
席
し
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
に
説
明
、
吉
野
監
事
が
政
資

、d
F

一成
立
し
た
う
え
で
閥
か
れ
、
と
く
に
コ
ピ

l
問
題
と

G
7

結
果
を
報
告
し
た
。

〆
一
冒
頭
中
村
会
長
は
「
新
協
会
シ
ン
問
題
に
対
し
十
分
な
対
五
十
七
年
度
事
業
計
画
な
も
約
束
さ
れ
た
。
業
界
全
体
の
健
全
な
発
展
と

吋.一
と
し
て
発
足
し
て

一
年
間
、
処
を
す
る
よ
う
望
む
」
と
の
ら
び
に
収
支
予
算
案
に
つ
い
最
終
議
案
と
し
て
コ
ピ

i

社
会
的
地
位
の
向
上
の
た
め

マ
一
コ
ピ

l
問
題
を
筆
頭
に
さ
ま
挨
拶
が
あ

っ

た

。

て

も

同

級
に
進
め
ら
れ
、

前

お

よ

び

G
マ
シ
ン
に
関
す
る
ま
い
逃
す
る
こ
と
を
、
こ
こ

ム
一
ざ
ま
に
活
動
し
て
き
た
。

引

綴

案

に

入

り

、
ま
ず
丘
十
年
計
画
を
引
継
い
だ

H

十
四
次
の
決
議
文
が
燦
択
さ
れ
た
。
に
決
議
す
る
」
こ
の
決
綴

J
一き
続
き
今
年
も
活
動
し
て
い
六
年
度
事
業
報
告
と
収
支
決
項
目
ω

を
京
点
的
に
取
組
む
「
わ
れ
わ
れ
は
娯
楽
機
械
の
の
容
は
J
A
A
段
階
で
は
す

一一
く
と
と
も
に
協
会
と
し
て
は
算
が
当
日
配
付
さ
れ
た

「議
こ
と
で
了
承
さ
れ
た
。
こ
の
鍛
造
行
為
を
排
除
し
、
あ
わ
で
に
な
さ
れ
て
い
た
も
の
で

戸
一
事
務
局
を
強
化
し
て
い
き
た
築
審
」
の
と
お
り
、
事
務
局
う
ち
予
算
案
で
は
、

G
7
シ
せ
て
機
械
を
使
用
し
て
の
勝
あ
る
が
、

J
A
M
M
A
が
慈

，r
J
い
」
と
挨
拶
、
ま
た
釆
ひ
ん
か
ら
提
案
さ
れ
、
異
議
な
く
ン
対
策
を
N
A
O
と
協
力
し
博
営
業
行
為
を
防
止
す
る
こ
本
姿
勢
と
し
て
初
め
て
総
会

と
し
て
招
か
れ
た
通
商
産
業
添
認
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
事

強
力
に
進
め
る
こ
と
が
強
調
と
に
全
力
を
挙
げ
、
も
っ
て
で
採
択
し
た
も
の
で
あ
る
。

省
の
議
事
務
官
は
「
活
力
業
報
告
に
つ
い
て
は
、

J
A

計
十
円
%
ほ
ほ
付

G
マ
シ
ン
対
策
で
定
義
づ
け

れ
た
。
な
お
「
業
界
の
実
態

め

ぐ

り

活

発

な

意

見

が

続

出

把
憶
の
た
め
の
調
査
研
究
と

統
計
資
料
の
作
成
」
が
今
年
以
上
で
総
会
を
終
え
、
当

l
C
M
初
の

T
V
ゲ

l
ム
「
ア
リ
パ
パ
」

圏
内
は
セ
ガ
社
に

J
A
M
M
A
 

250%ゲージ
8の字型.w型など、ロケーションに
合う効祭的なレールのレイ7ヲウトガ
できます
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v 

商
の
懸
案
事
項
と
し
て

G
7

与
え
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た。
「
ア
リ
パ
パ
」
は
N
A
O

シ
ョ
ー
の
際
に
セ
が
社
の
小

間
で
発
炎
さ
れ
た
、
迷
路
状

の
コ
1
ス
を
設
定
し
た
T
V

ゲ
l
ム
。
I
C
M
社
に
よ
る

と
海
外
某
社
と
の
共
同
開
発

に
よ
る
も
の
で
、
も
と
も
と

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
で
あ
る
同
社

と
し
て
は
初
の
T
V
ゲ
l
ム

機
で
あ
り
、

T
V
ゲ
l
ム
メ

ー
カ
ー
と
し
て
初
名
策
り
を

あ
げ
た
こ
と
に
な
る
。

第184号

l' 1 

海

外

の

全

権

は
米

国

ソ

ラ

ベ

ス

ト

社

ファミリートレイジ砂
450匁ゲージ
家族単位(4人)で利
用できます

200同営業もできます

1982年3月15日

...C58・56
600%ゲージ
1度にだくさんの人を

のぜることガできます

いろん怠サイズの機関
室ガつくれます

イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル

・

コ
イ
ン
マ
シ
ン
側
(
本
社
東

家
、
松
本

一
郎
社
長
、
略
称

I
C
M
)
で
は
こ
の
ほ
ど
、

同
社
開
発
の
T
V
ゲ
ー
ム
機

「
ア
リ
パ
パ
」
に
関
し
て
鴎

内
で
は
セ
ガ
社
に
独
占
的
販

売
権
を
、
ま
た
海
外
市
場
向

け
の
製
造
販
売
総
を
米
函
の

ソ
ラ
ベ
ス
ト
社
(
本
社
ワ
シ

ン
ト
ン
D
C
)
に
そ
れ
ぞ
れ

(7) 



( 8 ) 

決
算
承
認

R 

容すジ
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Jiii 1 
i.".: ι 
め ス
ローデ
ツすイ

ク l
y ン
ロの
l よ

1め主

非
行
防
止
、

理
強
化
な
ど

{セガ祉調べ)

1 l廃
位

名

レ
ー
ベ
ル

幽

t
u
n
u
u
u
 

第
9
回
通
常
総
会
で
事
業
報
告
、

2 

セ
ー
ラ
ー
服
と
機
関
銃

怒

女

D
E
S
I
R
E

Hデ
ザ
イ
ア

H

キ

第三極郵便物!A.可

自書長 |第渋タ
称 、五 二 谷 l日
J総 ニ 矢区同本
O合 三 木 淡(娯
U 員二ピ谷事楽
)数 、ル三務 機
で四加 、1局械
は 十 茂 霊堂 六 Hオ
二五徒四 |東 ぺ
月社 程 Oニ 京レ
十 、事 九、 都 l

八
日
、
伊
東
の
ハ
ト
ヤ
ホ
テ

ル
に
で
第
九
回
通
常
総
会
を

附
附
随
す
る
と
と
も
に
、

J
O

U
が
選
ん
だ
「
昭
和
五
十
六

年
度
優
良
機
械
」
の
メ
ー
カ

ー
に
対
す
る
表
彩
を
行
な
っ

た
。

事
業
計
画
、

予
算
案
と
も

否
決
。
理
事
会
に
差
戻
し

総
会
で
は
ま
ず
同
時
国
事
務

局
長
よ
り
五
十
六
年
度
事
業

報
告
の
概
要
と
し
て
「
①
隔

月
各
地
域
に
で
開
催
さ
れ
た

，

例
会
お
よ
び
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン

〉

筏
察
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も

ン
一
に
、
②
こ
こ
数
年
来
社
会
的

:
一
傾
向
と
な
っ
て

い
る
青
少
年

一可一
の
非
行
化
問
題
を
霊
視
し
、

'
A
一た
れ
彩
、
バ
ネ
ル
等
に
よ
る

4

一表
示
を
初
め
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

一一
管
患
の
徹
底
等
非
行
防
止
対

戸
一
策
を
強
化
す
る
な
ど
教
育
情

a
r
・一
級
事
業
な
ら
び
に
環
境
対
策

一事
業
を
促
進
し
た
。
ま
た
③

第184号1982年3月15日

ー
• 

第三種郵便物認可

青少年条例改正へ向け

夏ごろにも条例案作成

公聴会開催

大阪府、

組
合
設
立
以
来
の
地
道
な
努

力
が
認
め
ら
れ
五
十
六
年
四

月
に
は
社
団
法
人
脊
少
年
脊

成
図
民
会
議
の
正
会
員
と
な

っ
た
。
④
福
祉
活
動
も
活
発

に
行
な
い
、
関
連
諸
団
体
へ

の
寄
付
お
よ
び
ゲ

l
ム
機
な

ど
の
官
可
燃
を
積
極
的
に
実
絡

し
た
。
⑤
共
同
総
資
事
業
面

で
は
機
械
鎖
の
取
扱
い
高
は

昭
和
五
十
五
年
度
に
比
べ
低

下
し
た
が
、
景
品
頬
は
改
良

や
新
製
品
の
開
発
等
が
等
与

し
た
こ
と
も
あ
り
治
加
し
、

勝
町
民
事
業
収
益
は
若
手
な
が

4・2齢
基
守マ

る
き手

JOUの加茂理事長から任天堂の河原書事長に表彰樋が贈られるとζろ

大
阪
府
で
は
青
少
年
保
護

条
例

(
三
十

一
年
制
定
)
の

全
面
改
正
作
業
を
進
め
て
い

る
が
、
そ
の
改
正
案
の
一

部

と
し
て
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な

ど

『
設
備
を
設
け
て
遊
技
を

さ
せ
る
こ
と
を
業
と
す
る
者
」

に
対
し
て
も
自
主
規
制
を
設

け
、
そ
れ
を
守
る
よ
う
求
め

る
と
し
て
い
る
。

こ
れ
は
激
増
す
る
少
年
非

行
に
対
処
す
る
た
め
大
阪
府

が
同
条
例
を
二
十
六
年
ぶ
り

に
会
前
改
正
す
る
も
の
で
、

と
く
に
ポ
ル
ノ
雑
誌
、
少
女

売
春
な
ど
の
規
制
を
中
心
に

閣
団
四
品
目
(

負
債

m
j
日
億
円
と
大
型

画面
カ
が
進
ん
で
い
る
な
か
で
、

コ
ピ
ー
さ
れ
る
こ
と
な
く
安

定
し
て
新
し
い

T
V
ゲ
l
ム

機
を
市
場
に
供
給
す
る
こ
と

は
容
易
で
は
奇
い
。
無
断
コ

ピ
ー
が
H

た
だ
乗
り
H

で
あ

っ
て
知
的
所
有
権
を
侵
害
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か

イ

山

本

線

ニ

来

生

た

か

お

オ
リ
ビ
7
・

ニ
A
1
ト
ン
・
ジ
ョ
ン

近

藤

英

彦

演

奏

者

フア
イ l
リドー
ツノf ア

プ l
スク

薬

師

丸

ひ

ろ

子

中

島

み

ゆ

き

も
ん
と
&

ブ
ラ
ザ
ー
ズ

J

o
h

n
n
y
 

ジュークボックスによる

ベストヒット .10

3 

ら
予
想
を
よ
回
り
緩
貸
函
の

節
減
と
あ
い
ま
っ
て
昭
和
一点

十
五
年
度
を
し
の
ぐ
利
溢
剰

余
金
を
計
上
し
た
」
と
報
告

さ
れ
た
。
収
支
決
算
に
つ
い

て
も
説
明
、
が
あ
っ
た
あ
と
、

山
本
隆
司
監
事
(
中
央
娯
楽

脚
)
か
ら
「
組
合
が
本
来
基

本
に
す
べ
き
教
育
面
の
活
動

が
前
年
に
比
べ
や
や
鈍
っ
て
古
川
副
也
事

(側
三
栄
商
会
)

き
て
い
る
」
と
し
た
う
え
で
か
ら
、
教
育
関
係
の
商
が
隊

適
正
と
認
め
た
監
査
報
告
が
査
結
果
で
指
摘
さ
れ
か
つ
事

あ
り
、
い
ず
れ
も
象
認
さ
れ
業
計
画
で
そ
の
活
発
化
を
う

た
。

た
っ
て
お
き
な
が
ら
「
教
育

次
に
五
十
六
年
度
事
業
計
指
導
事
業
焚
」
の
予
算
綴
が

画
家
に
つ
い
て
「
個
組
合
員
の
少
な
い
の
は
お
か
し
い
、
と

縫
訟
の
安
定
化
と
組
合
組
織
の
意
見
が
出
で
議
論
と
な
り
、

の
団
結
」

「教
育
情
報
事
業
結
局
予
算
案
は
否
決
さ
れ
、

の
活
発
化
」
「
関
係
官
庁
、

事
業
計
画
家
と
と
も
に
努
事

諸
国
体
と
の
懇
談
会
(
二
月
)
、
会
で
再
検
討
を
す
る
こ
と
に

海
外
に
お
け
る
青
少
年
の
認
な
っ
た
。

外
活
動
、
遊
戯
施
設
の
悦
察
そ
の
ほ
か
附
青
少
年
育
成

(
六
月
予
定
)
な
ど
を
中
心

国
民
会
議
と
の
懇
談
会
(
二

に
非
行
問
題
を
含
め
た
環
成
月
二
十
六
日
)
に
つ
い
て
説

対
策
事
業
の
促
進
」
を
碁
本
明
が
あ
り
、
同
会
議
で
娯
楽

と
し
た
各
緩
事
業
方
針
と
、
機
械
が
テ
!
?
と
し
で
採
用

そ
れ
に
と
も
な
う
予
算
案
が
さ
れ
た
こ
と
に
関
し
て
加
茂

説
明
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
理
事
長
は

「
A
M
業
界
が
市

4 

Ed
O
L
H
n
n
v
u
 

5 

リ

プ

リ

i
ズ

聞

け
い
子

e
ン

ン

岡
引

6 

ア
i
ド
パ
ー
ク

7 

み

ち

の

く

ひ

と

り

旅

夢

の

途

中

フ

ィ

ジ

カ

ル

情
熱
公
熱
胤
ζ
せ
れ
な
ー
で

7 

7 

キ
セ
ニ

オ
ン

8 

キE 

10 9 

民
権
を
得
る
段
階
に
入
っ
て

き
た
わ
け
で
、
こ
の
懇
談
会

は
そ
の
絶
好
の
機
会
と
と
ら

え
た
い
」
と
述
べ
た
。

以
上
で
総
会
は
終
わ
り
続

い
て
真
砂
工
業
側
が
「
パ
ト

カ
ー
」
、
胸
エ
ル
コ
ム
が
「
パ

γ
ト
テ
ス
タ
ー
」
、
総
ナ
カ

ア

4 

M C 

A ャ
7
が
サ
ン
ヨ
ー
削
封
筒
替
機

を
そ
れ
ぞ
れ
実
物
展
示
し
て

紹
介
、
ま
た

ωテ
|
カ
ン
が

キ
ャ
ビ
ネ

γ
ト

「
ラ
パ
タ
イ

プ
」

、
フ
ォ
ル
テ
電
子
山
酬
が

各
種
部
品
を
そ
れ
ぞ
れ
紹
介

し
、
共
同
購
入
に
つ
い
て
検

討
さ
れ
た
。

女
優
良
機
製
造

8
社
を
表
彰

最
優
秀
は
任
天
堂
レ
ジ
ャ
ー

「
ド
ン
キ
l
コ
ン
グ
」

優
良
機
械
メ

ー
カ
ー
の
表

彰
で
は
最
俊
秀
マ
シ
ン
の
ほ

か
、
開
発
姿
勢
を
た
た
え
る

開
発
努
力
貨
の
設
置
の
ほ
か

組
合
へ
の
功
労
者
に
感
謝
状

遊
関
地
の
全
国
団
体
で
あ

フ
ジ
コ
ロ
ム
は
昭
和
四
十
る
日
本
遊
園
地
協
会
(
事
務

七
年
設
立
の
い
わ
ゆ
る
メ
ダ
局
東
京
、理
事
長
松
尾
正
氏
、

ル
ゲ

l
ム
機、

T
V
ゲ
1
ム
加
滋
五
十
五
社
)
で
は
こ
の

機
の
販
売
会
社
。
最
近
は
鏡
ほ
ど
、
毎
年
三
月
第
二
回
路

面向
を
内
容
と
し
た
い
わ
ゆ
る
日
を
「
遊
翻
地
の
日
L

と
す

ン

T
V
メ
ダ
ル
ゲ
l
ム
機

『
ダ

る

こ
と
を
決
め
、
こ
の
目
を

〆
一

側
フ
ジ

コ
ロ
ム

(
大
阪

市

ジ

ス

タ

|

(大
阪
市
浪
速
区

|
ピ
l
グ
ラ
ン
プ
リ
」
の
メ

機
に
遊
閑
地
の
社
会
的
意
義

己
一
浪
速
区
日
本
橋
、
登
記
函
H

海
銀
昼
間
、
回
中
勇
社
長

)

l
ヵ
ー
と
し
て
全
力
を
挙
げ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
な

マ
一
羽
曳
野
市
、
田
中
勇
社
長

)

も

岡
目
、
大
阪
厚
生
信
金
本
て
い
た
。
一

方
、
ブ
ジ
ス
タ
っ
た
。

}為一

が
二
月
十
目
、

倒
産
し
た
。

庖
で
不
渡
り
手
形
を
出
し
、

l
は
フ
ジ
コ
ロ
ム
製
品
の
販
こ
れ
は
昨
年
十
二
月
九
日

J
一

民
間
の
調
変
機
関
調

べ

に

い

ず
れ
も
銀
行
取
引
停
止
処

究
会
社
と
し
て
昭
和
五
十
四
に
関
か
れ
た
同
協
会
理
事
会

一一
よ
る
と
同
社
は
二
月
十

目

、

分

を
受
け
た
。
潟
べ
に
よ
る

年
に
設
立
さ
れ
て
い
た
も
の
。
で
決
ま
っ
た
も
の
で
、
第

一

ム
一
協
和
銀
行
恵
美
須
支
出
拍
な
ど

と
フ
ジ

コ
ロ
ム
だ
け
で
十

i
な
お
フ
ジ
コ
ロ
ム
で
は
二
月

固
に
あ
た
る
今
年
の

「遊
鴎

，rJ
一
で
不
渡
り
手
形
を
出
し
、

同

十
五
億
、
フ
ジ
ス
タ
ー
で
三

十
八
日
に
償
織
者
会
識
を
開

地
の
日
」
は
三
月
十
四
日
に

一
祉
の
関
迷
会
社
で
あ
る
鮒
フ

i
六
億
問
と
見
ら
れ
て
い
る
。
い

た
と
し
て
い

る
。

実

施

さ

れ

る

。

加
盟
五
十
五

-

一一一-一
一一-一一一一-一-
一--一一一一
一一一
一一
一一一
-一一一-
一一一一一--
一一一-
一一一一--一一-
一一一一
一一一一一一一一一一一-一--一
一-一-一
一一一
一一一一
一一一一
一一-一一
一一一一-一
一一一一一
一一一一一-一
一一一一一一一一一一一
一一
一一一
一一一一一
-一一一一一一一一-一
一一一一一一一一
一一一一
一-一一
一一一-一
一一一一一
-一

一

白
ヤ
ギ
が
出
し
た
手
紙
を

に
よ
る
賭
博
に
関
す
る
手
紙

っ
て
い
る
と
し
て
、
さ
て
で

の
内
容
か
ら
し
て
、
子
ど
も

一黒
ヤ
ギ
が
読
ま
ず
に
食
べ
た
は
、
ひ
ょ

っ
と
す
る
と
読
ま
は
な
ぜ

(
そ
れ
に
も
か
か
わ

が

メ

ダ

ル
ゲ
l
ム
な
ど
で
き

一
フ
え
、
今
度
は
黒
ヤ
ギ
が
白

れ
ず
に
食
べ

ら
れ
た
の
か
。

ら
ず
)
現
実
に
な
お
無
断
コ

な

い
よ
う
す
る
の
が
業
界
側

一ヤ
ギ
に
「
さ

っ
き

の

手

紙

の

あ

る

い

は
そ
れ
は
コ
ピ
l

ピ
ー
が
氾
滋
し
て

い
る
か
と

の
当
然
の
措
置
と
言
え
る
。

一ご
用
事
な
あ
に
」
と
手
紙
を

問
題
の
こ
と
で
あ

っ
た
の
だ

い

う

問

い
に
は
、
ど
う
も
明

事
実
「
メ
ダ
ル
ゲ
l
ム
場
進

-
出
す
童
謡
が
思
い
出

さ

れ

て

ろ
う
か。

コ
ピ

l
技
術
の
飛
ら
か
な
答
は
な
い
。
コ
ピ
l

営
盆
地中
」
は
そ
の
こ
と
を
明

日目一一
く
る
。
こ
う
い
う
場
面
を
、
般
的
発
展
と
コ
ピ

i
ヤ
l
同
排
除
を
求
め
る
手
紙
が
、
ひ

示

し

て

い
る
し
、
こ
れ
は
業

白
と
ど
う
も
最
近
身
近
に
眺
め
た
士
の
国
際
的
と
も
言
え
る
協
ょ

っ
と
し
て
読
ま
れ
ず
に
食

界

側

が

行
政
側
の
指
導
を
得

け
一
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
あ
る
。

て

作

成
し
た
も
の
で
あ
る。

g
一

た
と
え
ば
そ
れ
は

G
7
シ

3
4
7
4守
ア
、
ノ

=-Zゐ

に
も
か
か
わ
ら
ず

「子
ど
も

日
一

ン
問
題
の
こ
と
で
あ

っ
た
の

巨

4
A
-
G司
車

用
メ
ダ
ル
ゲ

i
ム
機
」
が

S

5
一だ
ろ
う
か
。

G
マ
シ
ン
に
よ

C
ロ
ケ
な
ど
広
範
閣
に
設
置

引
一
る

賭

博

は

、

普

察

当

局

に

よ

べ

ら

れ

た

の

か

。

さ
れ
て
い
る
。
ど
う
考
λ
て

3
一
っ
て
摘
発

さ

れ

て

い

る

も

の

そ

う
言
え
ば
、
自
分
の
容

も
お
か
し
い
こ
と
な
の
に
も

河
一
だ

け

で

な

く

摘

発

さ

れ

て

い

い

た

手
紙
も
食
べ
る
白
ヤ
ギ
か
か
わ
ら
ず
。
こ
う
し
た
子

駅一
な
い
も
の
な
ど
、
自

に

余

る

だ

っ

で

い
る
か
も
知
れ
な
い。

ど
も
用

G
マ
シ
ン
を
含
め
て

9
一も

の

が

あ

る

と

ほ

と

ん

ど

万

た

と

え

ば

G
マ
シ
ン
を

一
定
健
全
娯
楽
と
呼
ん
で
い
る
と

1
一人

が

認

め

て

い

る

よ

う

な

の

ル

l
ル
で
健
全
娯
楽
と
し
で

し
た
ら
、
そ
れ
は
自
分
が
香

)

一だ
が
、
こ

れ

ま

た

ほ

と

ん

ど

運

営
す
る
形
態
と
し
て
の
メ
い
た
手
紙
を
食
べ
る
白
ヤ
ギ

ハい
一減

っ
て
い
な
い
。

G
マ

シ

ン

ダ

ル
ゲ
l
ム
場
が
あ
る
。
そ

の

姿

か

も
知
れ
な
い。

一一弘叩村ナト干、 イ

JOUから表彰された穣良機メ ーカー8社の飯ぶれ

¥ ‘'  
JOU第 9回通常総会の会織のもよう

• • 

改
正
案
づ
く
り
を
進
め
て
き

青

少
年
の
健
全
な
育
成
に
と

て
お
り
、
一

月
十
九
日
に
『
専
問
っ
て
好
ま
し
く
な
い
環
境
か

少
年
健
全
育
成
条
例
案
要
綱
」
ら
脊
少
年
を
保
緩
す
る
た
め

突
を
ま
と
め
、
府
青
少
年
間
と
し
て
、
七
つ
め
『
自
主
規

勉
協
議
会
に
報
告
し
た
。
同
制
業
者
」

の
ひ
と
つ
と
し
て

協
議
会
は
の
慎
重
に
検
討
す
「
設
備
を
設
け
て
遊
技
を
き

べ
き
e

と
の
意
見
で
あ
る
。

せ
る
こ
と
を
業
と
す
る
者
』

大
阪
府
は

一
月
三
十
日

か

ら

は

可
環
境
浄
化
に
む
け
て
の

こ
月
十
日
ま
で
府
下
八
会
場

自
、
玉
規
制
の
規
約
等
を
設
定

で
公
聴
会
を
開

き

で

き

る

だ
け
府
民
と
業
者
の
芦
を
聞

く
姿
勢
を
示
し
て
お
り
、
官
民

ご
ろ
ま
で
に
具
体
的
な
条
例

案
を
ま
と
め
る
予
定
だ
。

A
M
業
界
関
述
分
は
、
「
条

例
案
婆
綱
笑
」
に
よ
る
と
、

し
、
こ
れ
を
遵
守
す
る
よ
う

求
め
る
」
と
し
て
お
り

と

く
に
射
倖
心
を
そ
そ
る
お
そ

れ
の
あ
る
ギ
ャ
ン
ブ
ル
マ
シ

ン
や
そ
れ
に
類
す
る
も
の
の

管
理
が
関
わ
れ
て
い
る
も
よ

う
で
あ
り
、
業
界
側
の
早
急

な
対
応
が
望
ま
れ
て
い
る
。

目遊i
雲園望
号地品
¥の5
日
」

今
年
か
ら
実
施

社
に
よ
る
全
国
五
十
七
ヵ
所

の
遊
園
地
お
よ
び
関
連
レ
ジ

ャ
ー
施
設
で
、
小
学
生
以
下

の
子
ど
も
を
入
図
無
料
と
す

る
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し

が
行
な
わ
れ
、
日
ご
ろ
の
愛

顧
に
応
え
る
と
し
て
い
る
。

同
協
会
で
は
こ
の
機
会
に
広

〈
遊
図
地
の
社
会
的
意
義
を

E
附

一

ト

附

同

鉱

石
ト

a
eo
 

一畑
帥

-5
3
 

大
山M

X
 

9
H
 

配

向
寸

縄

S
持

日
制

同
o
n
 

-肌

附

東
一
日名

緩衝と信頼を跨るメダルメーカー

れ

必

叩

J
F
 

理
解
し
て
も
ら
お
う
と
し
て

お
り
、
単
に
安
心
し
て
遊
べ

る
場
所
と
し
て
で
な
く
利
用

者
の
共
感
の
ス
ペ

ー
ス
と
し

て
健
康
的
に
一
臼
を
過
せ
る

場
所
と
し
て
理
解
し
て
も
ら

お
う
と
考
え
て
い

る
。
春
休

み
、
夏
休
み
、
冬
休
み
の
時

期
に
は
自
然
観
察
会
、
写
生

会
、
撮
影
会
な
ど
課
外
教
室

と
し
て
社
会
教
育
の

一
端
を

担
っ

て
お
り
、
こ
の
ほ
か
に

も
水
泳
、
ス
ケ
ー
ト
、
フ
ィ

ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
な
ど

ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
よ
り
体
力

向
上
に
役
立
っ
て
い

る
と
こ

が
贈
ら
れ
る
な
ど
、
話
題
の

多
い
も
の
に
な
っ
た
。
受
賞

し
た
メ
ー
カ
ー
名
、
機
穏
は

次
の
と
お
り
。

最
優
秀
H
佐
官
〈
堂
レ
ジ
ャ

ー
シ
ス
テ
ム
側
(
ド
ン
キ
|

コ
ン
グ
)
。

優
秀

1
側
三
立
技
研
(
ジ

ャ
ン
ピ
ュ

l
タ
l
)
、
州側
カ

ト
ウ
製
作
所
(
、
お
し
ゃ
べ
り

オ
ウ
ム
)
、
聞
こ
ま
や
製
作

所
(
山
の
ぼ
り
ゲ
l
ム
)
、

多
摩
技
術
(
ド
レ
ミ
フ
ァ
ゲ

ー
ム
)
、
側
ナ
ム
コ

(
nM

ス

ラ
ン
プ

・
ア
ラ
レ
ち
ゃ
ん
)
、

紛
ホ
l
プ
(
ス
ペ

ー
ス
ウ
オ

ー
ク
)
。

開
発
努
力
賞
H
コ
ナ
ミ
工

業
側
(
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
、

ハ

ス
ラ
i
、
フ
ロ
ッ
ガ

l
)
。

感
謝
状
贈
呈
H
附
7

ル
ボ

シ
、
制
舟
積
立
問
庖
、
総
鈴
木

栄
光
堂
。
以
上
の
表
彰
が
行

【

9
め
ん
下
段
へ
続
く
】

【

8
め
ん
下
段
か
ら
の
続
き
】

な
わ
れ
た
あ
と、

受
賞
し
た

メ
ー
カ
ー
と
の
附
で
懇
級
会

が
閥
か
れ
、
各
メ
ー
カ
ー
の

今
後
の
商
品
展
望
な
ど
が
披

露
さ
れ
た
。

翌
十
九
日、

J
O
U
の
一

行
は
チ
ャ
ー
タ
ー
パ
ス
に
て

伊
東
グ
ラ
ン
パ
ル
公
園
内
の

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

(
倒
タ
イ
ガ

i
娯
楽
運
営
)
や
熱
海
美
術

館
な
ど
を
見
学
し
た
。
ま
た

そ
れ
と
は
別
に
有
志
に
よ
る

ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
も
行
な
わ
れ

て
い
る
。

な
お
次
回
例
会
は

四
月
に
京
都
地
方
で
聞
か
れ

る
予
定
に
な

っ
て
い
る
。

ろ
も
多
い
。
ま
た
動
物
図
、

織
物
園、

水
族
関
な
ど
の
施

設
を
通
じ
知
識
を
広
げ
、
遊

翻
地
を
通
じ
て
「
公
徳
心
」

の
培
養
や
市
民
生
活
に
必
要

な
マ
ナ
ー
や
ル

l
ル
を
身
に

つ
け
る
場
所
と
し
て
、
大
い

に
意
義
の
あ
る
こ
と
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
と
し
て
い

る
。

具
体
的
な
催
し
は
各
遊
鴎

地
で
決
め
て
お
り
、
こ
の
「
遊

悶
地
の
日
」

制
定
の
成
果
が

期
待
さ
れ
て

い
る
。

事
務
所
移
転

日
興
産
業
側
東
京
営
業
所

H
東
京
都
港
区
芝
大
門

一
の

三
の
五
、

ゲ
イ
プ
ル
ピ

ル
、

含
三
七

一
l
O
五
六
八
。

山開
サ
ウ
ン
ド

・
ラ
ポ
H
令
・

沢
市
光
が
丘
二
の
二
百
一

念

(
O七
六
二
)
九
八
|
六

三
六
三
、
北
兵
介
社
長。

電
話
番
号
変
更

側
富
士
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ

ズ
・

ォ
l
ガ
ニ

ゼ
l
シ
ヨ
ン

/
ジ
ャ
パ

ン
・

レ
ジ
ャ
ー
サ

ー
ビ
ス
H
静
岡
県
伊
東
市
中

央
町
七
の
二
、
含

(O
五
五

七
)
三
五
|
0

0
0
二
、
岩

本
治
太
社
長
。

全日本地区 :1 月 30日~2 月 1 2日の 2週間

3・41.Wakaba-cho Nak -ku圃
YOKOHAMA.〒231
.GI4.t.t.i •• r: ...... ..I--te4・5248Machine Co.，Ltd. 【位置聞‘富司RiliI璽宜開

1・• 
|位置盤固 \Jf- 翠彊~&6ï，'盟_lf.J-r額調

テ'ィグダグノックタ'ウンアミダー

SUPER CONTINENTAL BONUS LINE Xコ.i~iEL.AN"J ) 

おかし大作戦

ハンマーでピョ コタンを

たたいた数を競うゲーム

上下左右に地中を掘って

モンスターを退治する/

パンチカがデジタlレ表示

スポーツタイプの底頭機

あみだくじ風の図形上で

陣地をとっていくゲーム

891・1(NEW) MODEL 

マ91・9837マ91・9837マ91・10658

/ 

• 
KID 

栃木県小山市駅南町[:aJj・sI•• 'iIII'.I:f，l 2 7 6600 

国温園調EE量彊姐tl 匝ヨ匝I;JJj温・・EiEEl

CHOCOLATE DIGDUG 

株式会社 ユニハーサルプレイラント.

株式会社 カワクス . 

DOWN KNOCK 

株式会社 総 商 l 
岡崎市弁因西町17-4fi0564 24 2581 

AMIDAR 

{事



(10) 第三組郵便物認可ゲ ー ムマシン第184号

同

1982年3月15日

• • 
第三種郵便物認可

け
ら
れ
て
い
る
。
サ
ン

ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
ー
は
東
洋

二
雨
い
ピ
ル
「
サ
ン
シ
ャ
イ

ン

ω」
を
メ
l
ン
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
、

「ワ
ー
ル
ド
イ
ン

ポ
l
卜
マ
l
ト
」
「
文
化
会

館
」
の
ピ
ル
と
専
門
街
街
、

ホ
テ
ル
な
ど
で
織
成
さ
れ
た

-
大
文
化
都
市
に
な
っ
て
お

、
こ
の
よ中
に
ゲ
l
ム
場
が

ヵ
所
あ
る
。

プレイスポット 豊島区索泡袋1-12・20、n

987・4292、本主1=臨時タイトー(nZ61・8611)
ビデオイン~O 索泡袋3.1・1、サンシセヲイン

60展望台、 n989-3462、本祖=問主。

ゲームスペース 烈泡袋トa・6、n989・1674、
本主主=鰯タイトーと大蔵観光臨時〈函怠〉との

共同運E言。

ゲームルームインベータ-

Sなし、直営=伺鬼liiJ理祭

ロイヤルジャパン・ゲームコーナー

ト21-旬、n981・9535、直営=側壁

プランズウイツク・ゲームコーナー m泡袋

1・30・1，n988・7221、本程=筒1メーフルライ

フ(n0474-筋 ・0855)
ゲームプラザ・戸、yフルハウス

・19、直曾=竹村綾彦

からんころh斤宮 東iI!l袋3・1・1、ワールドイ

ンi1¥-トマート9階、告987・1055、本主1=開
後~~ロコモティワ(n8刊 ・2111) 

ザ・ピエロ 察鴻袋ヨ・1-1、文化会館員E下、
宮宮83-2683、本担=岡」二。

ザ・ゴリラ 所在地問工、 包由83・0618、本主I
=阪和興業側(n544・2303)

(データ 町I
の
池
袋
の
泥
臭
い
イ
メ
ー
ジ

は
塗
り
変
え
ら
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。
し
か
し
ま
だ
ど
こ

と
な
く
庶
民
的
な
香
り
が
残

っ
て
い
る
衝
で
は
あ
る
。

国
鉄
、
地
下
鉄

(
丸
の
内

池
袋
の
歓
楽
街
は
駅
東
口

線
、
有
楽
町
線
)
、
東
武
鉄
と
西
口
と
に
二
分
さ
れ
る
が
、

道
、
一
白
武
鉄
道
の
各
タ
l
ミ
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
ー
が

ナ
ル
の
あ
る
池
袋
は
、
釈
を
で
き
た
こ
と
に
よ
り
人
の
流

中
心
に
最
近
発
展
が
著
し
い
。
れ
は
も
っ
ぱ
ら
東
口
に
集
中

と
く
に
駅
東
側
に
大
規
綴
な
し
終
日
銀
わ
い
を
見
せ
て
い

都
市
改
造
計
画
に
よ
る
サ
ン
る
。
西
口
の
ほ
う
は
夜
に
な

シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
ー
が
誕
生
る
と
東
口
と
同
様
の
活
況
を

し
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
旧
来

患
す
る
が
、
昼
間
は
人
通
り

ケ
l
シ
ョ
ン
と
言
え
る
の
で
、
業
。
同
応
は
昨
年
・
に
イ
ン

タ

蛍
利
よ
り
も
む
し
ろ
楽
し
く

1
ナ
シ

ョ
ナ
ル

・
レ
ジ
ャ
ー

遊
ん
で
も
ら
う
こ
と
に
重
点
コ

ー
ポ
レ

l
シ
ョ
ン
鮒
か
ら

を
置
い
て
い
る
。
ま
た
こ
こ
側
後
楽
園
ロ

コ
モ
テ
ィ
ヴ
の

へ
は
ゲ
ー
ム
プ
レ
イ
を
目
的
速
貨
と
な
り
、
フ
ロ

ア
も
拡

に
来
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
大
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
も
の

く
て
、
家
族
連
れ
や
カ
ッ
プ
で
、
約
六
百
坪
と
い
う
広
大

ル
が
展
望
の
合
間
に
少
し
深
な
フ
ロ
ア
は
ゲ
l
ム
機
の
ほ

し
ん
で
い
く
の
で
、
客
に
と
か
大
型
遊
戯
施
設
や
ア
ス
レ

つ
て
は
機
種
よ
り
も
た
だ
楽
チ
7
ク
な
ど
も
設
由
直
し
て
い

し
め
れ
ば
よ
い
わ
け
だ
。
だ
る
。
岡
市
拍
の
塚
越
庖
長
は
「
当

堅
調
な
展
開
見
せ
る
東
口

L孟|

「
ピ
デ
オ
イ
ン

ω」
は
サ

ン
シ
ャ
イ
ン

ωの
展
望
台
フ

ロ
ア
で
の
遂
営
。
悶
ピ
ル
は

一地
上
二
百
四
十
幻
の
街
き
が

一あ
り
、

ω階
展
望
台
へ
は
分

一速
六
百
幻
と
い
う
超
高
速
エ

一
レ
ベ
ー
タ
l
に
で
地
下

一
階

一か
ら
三
十
五
秒
で
到
着
。
展

一望
台
は
全
方
向
が
展
望
で
き

一る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
同

一ゲ
l
ム
場
は
北
側
西
寄
り
の

一
フ
ロ
ア
に
あ
り
、
お
そ
ら
く

一世
界
一
高
い
所
に
あ
る
ロ
ケ

一
l
シ
ヨ
ン
で
あ
ろ
う
。
銀
色

一
の
仕
切
り
板
に
図
ま
れ
た
約

一
二
十
五
坪
の
フ
ロ
ア
に
、
テ

一
i
ブ
ル
型
T

V
ゲ
l
ム
機
十

一五
台
を
中
心
と
し
て
ア
ッ
プ

一
ラ
イ
ト
型
T
V
ゲ
l
ム
機
二

一台
、
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
型
T
V

一
ド
ラ
イ
ブ
ゲ
l
ム
機
二
台、

一
そ
の
他
ア
ー
ケ
ー
ド
機
二
台
、

L
'
一計
二
十
台
を
設
置
。
同
底
の

今
一小
谷
野
支
配
北
川
市

7
4必
は

8
一
タ
イ
ト
ー
の
の
れ
ん
的
な
ロ

第
一

ゲ ー ムマシン1982年 3月15日、.，1
 

1
 

，，‘、

か
ら
新
機
緩
を
設
置
し
て
も

そ
の
効
果
は
非
治
に
簿
い
」

と
諮
る
。
同
庖
で
は
お
じ
い

さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
、
そ
の

孫
ら
し
い
子
ど
も
ら
が
一
緒

に
ゲ
l
ム
を
楽
し
む
姿
も
あ

っ
て
、
衡
の
ゲ
l
ム
嶋
崎
で
は

ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
よ
う

な
光
景
が
見
ら
れ
た
。

「
か
ら
ん
こ
ろ
ん
村
」
は

水
族
館
や
外
国
製
品
専
門
広

な
ど
が
あ
る
ワ
ー
ル
ド
イ
ン

ポ
l
ト
マ

l
ト
の
九
階
で
営

一

応
で
は
従
来
の
ゲ
ー
ム
場
の

イ
メ
ー
ジ
か
ら
脱
却
し
、
新

し
い
感
覚
の
ス
ペ

ー
ス
づ
く

り
を
指
向
し
た
」
と
諮
る
。

フ
ロ
ア
は
遊
戯
施
設
談
窓
の

H

遊
び
の
広
場
H

と
ゲ
l
ム

機
設
訟
の

H

プ
レ
i
ロ
l
ド仰

に
分
け
ら
れ
、
遊
び
の
広
場

に
は
ダ
ー
ク
ラ
イ
ド

「ド
ラ

キ
ュ
ラ
家
敷
」
、
迷
路
状
の

マ
ジ

γ
ク
ハ
ウ
ス
「
ス
ゴ
ロ

ク
館
」
の
ほ
か
定
資
式
乗
物

機
十
台
、
バ
ッ
テ
リ
ー
カ
l

• • 

世界で.も高い所で運営している rビデオイン60J、人物写真は岡高の小谷野栄治支配人

五
台
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
三
台

を
設
鐙
。
プ
レ
l
ロ
l
ド
に

は
各
種
ア
ー
ケ
ー
ド
グ
i
ム

機
約
六
十
台
と
パ
チ
ン
コ
式

を
中
心
と
し
た
メ
ダ
ル
ゲ
ー

ム
機
約
三
十
台
を
設
程
。
空

間
を
う
ま
く
利
用
し
て
ゆ
っ

た
り
と
し
た
レ
イ
ア
ウ
ト
が

な
さ
れ
て
お
り
、
家
族
連
れ

の
格
好
の
休
憩
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

「ザ

・
ピ
エ
ロ
」
と
「
ザ
・

ゴ
リ
ラ
」
と
は
一
つ
の
フ
ロ

ア
に
な
っ
て

「
サ
ー
カ
ス

・

サ
ー
カ
ス
」
と
呼
ば
れ
て
お

り
、
劇
場
や
博
物
絡
が
あ
る

文
化
会
館
の
地
下
フ
ロ
ア
約

七
百
坪
で
の
巡
営
。
乗
物
機

と
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
|
ム
雌
械
の

豊
富
な
機
緩
を
そ
ろ
え
て
お

り
、
両
鴎
を
合
わ
せ
る
と
乗

物
機
約
三
十
台
、
ア
ー
ケ
ー

ド
ゲ
ー
ム
機
約
三
百
台
を
設

置
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
か
と

言
え
ば
「
ピ
エ
ロ
」
は
乗
物

機
に
、
「
ゴ
リ
ラ
」
は
T

V

ゲ
ー
ム
機
に
カ
を
砕
は
い
で
い

る
よ
う
で
、
そ
れ
ぞ
れ
底
名

に
合
わ
せ
た
大
き
な
マ
ス
コ

ッ
ト
を
設
置
。
「
ゴ
リ
ラ
」

を
運
営
す
る
阪
和
興
業
側
の

駒
崎
氏
は

「
明
る
い
環
境
を

提
供
す
る
の
が
モ
ッ
ト
ー
。

ま
た
機
種
の
配
訟
は
答
が
最

初
に
来
る
場
所
に
新
機
績
を

設
縦
し
て
い
る
」
と
諮
る
。

問
庖
で
は

T

V
ゲ
l
ム
機
に

つ
い
て
機
種
ご
と
に
コ

ー
ナ

ー
を
つ
く
り
、
客
が
機
磁
を

選
び
や
す
い
よ
う
配
慮
し
て

い，令
。

な
お
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ

ィ
ー
に
は
こ
の
ほ
か
、
州
開
。
γ

エ
7
ト
が
「
パ
ッ

テ
ィ
ン
グ

メ
イ
ト
」
の
み
十
台
を
設
遺

し
た
フ
ロ
ア
も
あ
る
。

「ゲ
ー
ム
プ
-Y
ザ

・
ア
ッ

プ
ル
ハ
ウ
ス
」
は
昨
年
暮
れ

に
オ
ー
プ
ン
し
た
二
十
四
時

間
営
業
の
底
。
市
拍
内
は
赤
を

廿
務
調
に
し
て
白
と
策
を
う
ま

く
配
色
し
、
庖
名
に
ふ
さ
わ

し
く
リ
ン
ゴ
の
イ
メ
ー
ジ
を

君臣泡袋1・14・1、

索泡袋

袈泡袋ト42

が
非
常
に
少
な
い
。

ゲ
ー
ム
場
に
つ
い
て
は
イ

ン
ペ

l
ダ
l
プ
l
ム
以
後
、

そ
の
数
の
併
減
も
ほ
と
ん
ど

な
く
推
移
し
て
き
で
お
り
、

こ
れ
と
い
っ
た
競
争
も
な
く

安
定
し
た
運
営
を
続
け
て
い

る
。
東
口
に
あ
る
ゲ
l
ム
場

は
比
較
的
広
範
囲
に
散
筏
し

て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
落
ち
着

い
た
展
開
を
見
せ
て
い
る。

東
口
駅
前
か
ら
放
射
状
に

道
が
延
び
て
お
り
、
そ
の
中

央
部
に
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ

ィ
l
へ
通
じ
る
道
が
二
本
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
問
シ
テ
ィ

l

-
に
ち
な
ん
で
「
サ
ン
シ
ャ
イ

ン
通
り
」
「

ω階
通
り
」
と

- ->向刊 」

に書穫ザーム割腹、左側に大重量進厳畿のダー

クライ ドやマジックハウス..設置し空間奇

有効に利用。下の写真は悶底の塚重量銭唐長
，.ごす5ーー--ーーー

、a・ーー冨炉←

出
し
で

い
る
。
約
四
十
坪
の

フ
ロ
ア
に
テ
ー
ブ
ル
別
単
T
V

ゲ
l
ム
機
三
十
数
台
を
中
心

に
、
フ
リ
ッ
パ

l
、
そ
の
他

ア
ー
ケ
ー
ド
機
、
ゴ
ル
フ
練

胡
由
機
な
ど
計
約
五
十
台
を
設

置
。
奥
の
フ
ロ
ア
は
一
ゲ
ー

ム
五
十
円
コ
ー
ナ
ー
に
な
っ

て
い
る
。
線
開
底
長
は

「
こ

の
あ
た
り
は
子
ど
も
が
少
な

い
の
で
、
底
内
を
少
し
大
人

の
ム
ー
ド
に
し
た
。
主
に
大

学
生
の
客
が
多
く
、
女
性
同

士
の
客
も
よ
く
来
る
」
と
緩

』ーーー・h
したフロアのようす『ザ・ピエロJのアーケードゲーム績を「プレイスポット 』の庖内のようす。すっきりしたレイアウトで鹿内照度も高い「ゲームスベース」 にて。 地下での運営だが、なか~かの活況を呈している

命力ラーモZター (ナナ才、東瞬、三和)各繍
<2>スビーカー (l加民 12明)

@絶縁トランス(l∞・ 1冊}

⑨スイッチングレギaレ・・ター白人 6A)
。ヱスカツY2#'(14インチ.20イシテ)
⑥ブラウンカンヌテー 各緩
φ織作パZドル 各担

@縛ボタンスイッテ
⑨コーナー金具
⑮マイクaスイ γテ
4\lf!ttl'~ネル
⑫ファン各鍾
@コインスラグ ~羽

⑪コインスラグ質交付金奥
⑮ヒューズホルダ- 1易機
⑩Y.イスティック 各緩
⑫ジaイスティック ボール 各砲
事ジaイスティ ックチップ 各領
⑬キャレイジボルト仲カクピス} 各掻
骨スモークlIi 1善傾

。悼橡スモーク緩各組
⑧ノイズフィルター

各掻

各稲

• • 
2716・2732・2532

3A  

、

ノイズフィルター

1C全般

Pロ.b.

GAMEに関する電気パーツなら
何でも揃います

10ヶ周Pロム消却録P口ム容込鵠(メーカー保障寄付)

• 1ケ用、 -8ケ用

金具付搾ボタンスイッチ

92鋭角・1何%角

ファン

押ボタンスイッチ

-ED5V5A、95VIA、申12VlA 
・ED5VSA、95V1A、母12V1.5A 
. ED5V7A、95V1A、母12VlA 
・ED5V5A、95VIA、ED12VlA、912VIA 

スイッチン グレギュレーター

1対 1絶縁トランス

.多少にゆか。らず、u‘.. 
，羽院で会舗へ~巡い~し家

τ. 

一x一
か

A
m

MMW 

当マγクスヲーピス"テレビゲーム 命、 ~ スロットマ

シン、ピン=耳、 〆グルゲーム!I!'"でのゲ-l.JlJM>
，電-.;1・工具..'"に，.婦えて"・Jf...... "fI2:1J;綾麟

パーγ"タ。グご入期の方"ご-tR<t:.fぃ、
宍令興作@でマので ご司陣織下.nぱ"'..お巡りい

H..... TEし(06)946・0181

. 苧制。穴飯市被区内本町1丁目特番地
TElEXS297019 MAX SC J 

.媛給実成 干.，.長期犠緩錫P慣習宮鍋 ITrfJ28-・.，.
T6L (0192J82-6(潟川代，，)

・~ta .:i依ftJl10t 締気合総レジャ・サービス
〒'" ~帳場.厳罰百繍先台演，γ1j130・illt
vεL(俗世)S2・1111(代償}

あらゆるゲーム用品の

パーツ・工具は

マックスサービスへ

躍壊 も
L- ，寸

• • 

DCI2V'OC6V 

"中?ド，レ目

スピーカ -
5W8Q、他岳積

*小売 ・卸・ 工場販売も致しておりま す。

*商品数の多少にかかわらず全国発送致しま す。

区週軍主蓮DJ
liIII占l二 T三 [c_，いe出、 Hi

!こ己 5 ・
...二三宅lIlIl二1...て.

コネクター及び接続基板

20P・36P・44P
56P・基板36P
44P 

トリ プルタップ

-1人2人用スイッチ
(取材穴 24φ} 

・発射用スイ yチ
{取付穴 29.3T) 

キースイッチマイクロスイッチ

子T亜 A干f、，_，4476S6i

カラーテ'ィスプレイモ二ター

14翌・ 18型・20裂・22愛



(12) 第三舗郵便物~可ゲームマシン
改 従 る
主主来 「
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れ庖レ
るしイ
たてス
めいポ
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現ピト
在ル」
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向
か
い
側
に
あ
る
パ
チ
ン
コ

庖
の
二
階
約
五
十
鰭
で
運
営

し
て
い
る
が
、
改
装
後
は
も

と
の
場
所
に
戻
る
。
テ
ー
プ

-------
戸

• • Q 

@: J 司会

句。

Q 

。Q 

Q 

全国縦断けこム会議lレ~

春日i亀リ

上抗日写真は 『ザ・ゴリラ』にτ。通路フロ

アには血いぐるみの走行盟主象物慢を歩カ、せ

ており、プレイヤーたちの心をなごませて

いる。下の写真は阪和奥察側の駒崎遺作民

ル
型
T
V
ゲ

i
ム
機
四
十
台
、
し
て
い
る
。
向
底
の
秋
元
氏

フ
リ
ッ
パ

l
七
台
、
そ
の
他
は
よ
マ
ま
た
ボ
ウ
リ
ン
グ
ブ

ア
ー
ケ
ー
ド
機
数
台
を
設
鐙

i
ム
が
上
り
坂
に
あ
る
状
況

し
て
お
り
、
簡
紫
な
レ
イ
ア
で
、

当
ピ
ル
の
ボ
ウ
リ
ン
グ

ウ
ト
は
従
来
と
ほ
ぼ
同
じ
で
場
で
は
平
日
で
も
相
当
の
待

庖
内
は
大
変
明
る
い
。
主
な
ち
時
間
が
あ
る
ほ
ど
だ
。
そ

対
象
客
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
の
彩
響
も
あ
っ
て
現
在
当
庖

あ

る

。

で

は

学

生

や

若

い

サ

ラ

リ

ー

「ゲ

i
ム
ス

ペ
ー
ス
」
は
マ
ン
を
中
心
に
活
況
を
塁
し

昨
年
七
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
で
い
る
」
と
諮
る
。
通
路
に

庖
。
地
下
で
の
運
営
だ
が
、
な
っ
て
い
る
フ
ロ
ア
の
壁
際

入
り
口
が
広
い
た
め
か
相
当
に
も
機
械
が
並
べ
ら
れ
て
お

の
客
足
が
つ
い
て
い
る
。
テ
り
、
客
は
気
軽
に
プ
レ
イ
し

l
ブ
ル
型
T
V
ゲ
|
ム
機
三

て
い
く
よ
う
だ
。

十
数
台
、
フ
リ

γ
パ
l
ニ
省、

「
ロ
イ
ヤ
ル
ジ
ャ
パ
ン

・

そ
の
他
ア
ー
ケ
ー
ド
機
十
ム
口
ゲ
i
ム
コ
ー
ナ
ー
」
は
約
七

を
設
置
。
鈴
木
底
長
は
「
常
十
坪
の
フ
ロ
ア
で
、
テ
l
プ

連
客
も
大
事
だ
が
、
不
特

定

ル

型

T
V
ゲ
l
ム
機
約
七
十

多
数
の
客
を
い
か
に
引
き
つ
台
を
中
心
に
フ
リ

γ
パ
l
六

け
る
か
に
苦
慮
し
て
い
る
」
台
、
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
型
T
V

と
諮
る
。
な
お
同

胞

も

そ

う

ゲ
l
ム
後
四
台
、
そ
の
他
ア

だ
、
が
、
タ
イ
ト
l
の
ロ
ケ

i

l

ケ
l
ド
ゲ
i
ム
機
な
ど
計

シ
ヨ
ン
で
は
「
世
界
の
珍
記
約
九
十
台
を
会
く
余
絡
な
く

録
」
と
い
う
ポ
ス
タ
ー
を
掲
ぎ
っ
し
り
と
設
越
し
て
い
る
。

示
し
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
笑
い
底
内
照
度
、
が
か
な
り
低
い
た

を

誘

っ

て

い

る

。

め

、

ゲ

l
ム
機
の
電
光
が
い

「プ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク

・

ゃ

に
目
立
っ
て
い
る
。

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
」
は
ブ
ラ
「
ゲ

i
ム
ル

l
ム
イ
ン
ベ

ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク

・
ス
ポ
ー
ツ

l
ダ

|
」
は
い
わ
ゆ
る

H

イ

ガ
ー
デ
ン
の
二
階
で
の
運
営
ン
ベ

i
ダ
l
ハ
ウ
ス
H

と
言

で
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
や
ピ
リ
ヤ
わ
れ
る
タ
イ
プ
の
脂
で
、
狭

|
ド
な
ど
を
楽
し
み
に
来
る
い
階
段
を
上
っ
た
二
階
で
の

若
者
た
ち
を
対
象
と
し
て
い
営
業
。
約
十
坪
の
フ
ロ
ア
に

る
。
同
ゲ
l
ム
場
は
約
三
十

テ
ー
ブ
ル
型
T
V
ゲ
l
ム
機

野
の
フ
ロ
ア
と
二
階
空
き
フ
十
五
台
を
殺
鐙
。
こ
の
ほ
か

ロ
ア
に
テ
ー
ブ
ル
型
T
V
ゲ
一
階
の
階
段
下
に
あ
る

一
坪

l
ム
機
四
十
数
台
を
中
心
に
、
ほ
ど
の
フ
ロ
ア
に
テ
ー
ブ
ル

ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
裂
T
V
ゲ

l

裂
T
V
ゲ
l
ム
機
と

コ
ッ
ク

ム
機
十
台
、
フ
リ
ッ
パ

l
や

ビ

ッ

ト

型

T
V
ド
ラ
イ
ブ
ゲ

ゴ
ル
フ
総
留
機
、
球
速
測
定

l
ム
出
慨
を
そ
れ
ぞ
れ
一
台
ず

機
な
ど
計
六
十
数
台
を
設
置
つ
設
置
し
て
い
る
。
レ
イ
ア

六
四
¥
ヨ
表
面

• • 、ノ
J
什ヤ、ンご

、J汁
J/

 

ウ
ト
は
簡
素
で
や
や
殺
風
景

な
感
じ
だ
。

こ
の
界
限
で
は
喫
茶
底
に

も
多
少
T
V
ゲ
|
ム
出
慨
が
導

入
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
設

議
台
数
は
比
較
的
少
な
い
よ

う
だ
。
ま
た
T
V
ポ
ー
カ
ー

ゲ
ー
ム
な
ど
の

G
マ
シ
ン
の

み
を
設
置
し
た
ア
ン
グ
ラ
コ

ー
ナ
ー
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、

健
全
な
営
業
を
指
向
す
る
ゲ

ー
ム
場
は
そ
れ
な
り
に
堅
実

な
運
営
を
展
開
し
て
い
る
と

昔
回
え
よ
う
。

'ロイヤルジャパン・ゲームコーナーJ の窟内のようす。所挟しとゲーム慢を

日のa:_じ畠i!1J 

也下@失有楽町並阜

晶
武
岳
噴
庖

大阪本社 大阪市南区高津町四番T87.1 TEL 06213.5255代.
テレ yクス mIol'.i'.:1!1.::ZoNuj ・
娠込銀行住友銀行日本一支庖当座番号270270

新東訊支社 東京都港区東麻布 3 8 15 TEL. (03)582-0857代.

バリー製品レンタルいたします

ノ言ーリーサービス株式会社|
• • 

中
国産金属銀

わずかな予算で

全国どニへでも

レンタルいたします

手持ちの資金を貸庖の信用で同倍に，舌

周できますノ

・レン:$1)"料I主機糧や市場町相場によ

り変動することがあ ります.

. 1ヶ月、 1台に付3万円-1万円〈

らいの吾被援がございます.

・いずれも 5台以上、 6ヶ月ごとの契

約とな ηます.

・新品についても ご椙談に応じてが η

ます。
偶 スーパーコンチネンタル{中古)5台を

6ヶ月間レンタル1-1:唱告
'1、明手... .. .. . .. .. .. 今⑤ .....  225，000円
却日約手 ，……。 225，000円
曲目約手.。 ・…… ー 225，000門
羽田約手..... …… ー 225，000円
120日約手ー ."...."・ e ・225，000円
150日約手 。.............225，0曲円

S C 5台骨の保低'"形契約豊喜磐田225万円

パリー製昂各種パ_¥1

PARTS LlNE 
ってご使用下

ボーナスライン

BONUS 

ポンドコンチネンタル

POND CONTlNENTAL 

デキシーランド

DIXHAND • • 

GVC・IO(乎円)

続
帯
宵
普
織

内
平
問
、
亙
百
円
i
吉
岡
》

メダルゲーム機内設也選哲につきましては 'メダルゲーム場運営基準Jを守ってご使用下さい.

GVB-15 

(千円・五百円)

GVA・99

(一万円・五千円・千円・五百円}

セ
フ
ジ
ポ
E
カ
t

キ
ジ
ワ
ヲ
t
ビ
E

U
イ
ジ
チ
/
却
イ
ジ
チ

ジド.デキシー

フイ
E
m
E鷹
雀
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W009 • • 
ship robot giαnt 

セガ・ザクソン

the & destroy enemy bαse the Invαde はEIiiA

ウ
ツ
"ト
カ

ッ
タ
ー

トン
触の{ヲレージィ}

コントロ由ルレバーで

ζのフロγヲを穆勘

ルーレット式の

勝抜野球ゲーム

プレイヤーの列車
コース

得点(ボーナス)ライン

ヨほmillmll~

，、νワさせるより

タンゴッ

得点{ポ-1;d)駅

;干曹止り(通行止}

-~グ♂2
.。ωβ三巧ー酔1・=---_ ." ':i昆 r 内・定ラ' 今 ー命、1>、~

3lZ1FYヅ匂骨岸危
;e'J_- f)τ:. .，. .. IJ 

TEi注1J宅事2Z続出
彰偽ヒJLFOF
巻、色句"

-:>>iSlosゃえH

楽しい旅をグガ

ザ
・
力
ラ
テ

• 

• 

• 

• 

-
宇
宙
鍋
厳
基
地
へ

ノ

域
鍵
の
凹
お
か
ら
侵
入
せ
よ

-
地
上
か
ら
激
し
い
ミ
サ
イ
ル
攻
掌
，
f

-
敵
基
地
を
脱
出
す
る
と
ス
リ
リ
ン
グ
な
空
中
戦
/

低
空
飛
行
で
オ
イ
ル
・
タ
ン
ク
、
由
時
台
等
を
撃
破

車
部
一
不
数
の
雌
織
を
撃
臨
寓
し
て
隊
本
拠
地
へ

パ
リ
ヤ
ー
は
上
昇
し
て
か
わ
せ

-
本
拠
地
に
通
じ
る
途
路
，
f

次
々
に
現
わ
れ
る
パ
リ
ヤ
l
絹

滅
壁
と
パ
リ
ヤ
!
の
問
を
う
ま
〈
飛
行
せ
よ

-
司
令
ロ
ボ
ッ
ト
に
ア
タ
ッ
ク
/

装
着
さ
れ
て
い
る
ホ
ー
ミ
ン
グ
・
ミ
サ
イ
ル
に

6
発
命
中
さ
せ
る
と
ロ
ボ
ッ
ト
は
爆
発

日Cコ

エスコ貿易は新しいレジャーシステムを全世界に供給しi続けています。

Still the Leader in the World wide 
伽 ributi∞ofthe Ne¥附tin Leisure System 

〒108東京都港区三閏3・5-16 TELEX J27181 
TEL 03(455)6511(大代表}

〒140東京郷&川区東品川 0・32・15:>ーシ・ーピル3F
T E L 03 (472) 6405(代理賢}

干556大 阪市浪速区元町2・12-24・106
TEL 06 (647)“55(代表}

〒4斜 名古屋市千狙区今池a・1・11浴田ピル
TEL 052(732) 2611(代表}

ヰ土

宮E

大 阪営業所

名古屋堂書匪所

術

本

筏
{J~@ßク包歩守口@f1ヨ砲す§
SCO .，-.DIIIO CO.，I.C. 

%2::1 線式会社• • 
。SEGA1982 
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，，.、ゲームマシン第184号1982~3月 15白ゲームマシン 第三倍邸便物認可

女コングに連れ去られたレディを救いに工事中のビルを駆けのぼります。
• • 

第三強鄭便物認可

ドウェ一社が事務と RDを統括するツ
、
‘、句、

ドン宇一コンク本社ビル着工
市長も参加して 2月18日に起工式

米
国
の
ミ
ッ
ド
ウ
ェ

l
社

(
本
社
イ
リ
ノ
イ
州
フ
ラ
ン

ク
リ
ン
パ
ー
ク
、
マ
ロ
フ
ス

第184号1982~手3月 15日)
 

句，e1
 

''E
、

スモール

アップライトタイプ

第1画面(スロープ〉

タルの湾ちてくる方向に注憲して

はしごをのぼります.

テーブルタイプ

アップライトタイプ

.工事現場のシテュエーシ ョンでたわむれる愉快なコングのキャラクヲー。

・ 次4 と展開する場面を時間内にクリアーし、コングを上段へ追いつめます。

. ハンマーを待ってアタックする気分は壮快です。高得点にもなります。

. ジャンプボタン とコン トローラーのハイテクニックで今までにないスリルを隊わえます。

・ ユニークな効果音はゲームの雰囲気を一層盛りあげます。

• • 

FυTURE HOMEOF 

:/MlfJWAY 

」じの写真低ミ ッドウzー祉の続社度重俊の起工式にτ {左から右へ)ハートマン財濁担当副社長、ジ
ャロッキー・マーケティング徳当園田栓長、ウィリアムズ・フランヲ リンパーク市昼、マロ7スキー祉
昼、ベスパ・・健造姐幽剛祉.

同
社
は
現
在
シ
カ
ゴ
郊
外

震
に
入
れ
る
と
い
う
も
の
.

の
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
パ
|
ク
市
あ
ま
り
に
も
省
名
に
な
っ
た

に
三
つ
の
工
場
な
い
し
事
務

T
V
ゲ
l
ム
俊
「
パ
ッ
ク
マ

所
を
も
っ
て
い
る
が
、
こ
の
ン
」
(
ナ
ム
コ
に
よ
る
許
諾

う
ち
事
務
所
を
統
合
し
、
技
回
開
)
の
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
同

術
開
発
部
門
と
併
わ
せ
て
四
社
の
た
め
に
、
フ
ラ
ン
ク
リ

万
平
方
口
の
多
層
ビ
ル
新
社
ン
パ

i
ク
の
市
長
も
起
工
式

-e
・街
道e-w
制峰。
@--ea
轟淀
箆忍苦'・eaw-see
-
6
2M
友司・
6
・9
・・e---e--eg---e----e-ee--

パ
リ
l
社
別
年
度
決
算
で
示
さ
れ
る

全
米
ビ
ッ
グ
企
業

ラ
ン
ク
ア

ッ
プ
は
確
実
の
見
込
み

キ

l
社
長
)
で
は
二
月
十
八

日
、
新
社
屋
の
起
工
式
を
行

な
っ
た
。

米
附
パ
リ
|
社
(
本
社
シ

カ
ゴ
、
ミ
ユ

|
レ
|
ン
会
長
)

の
八

4

年
度
決
算
の
概
要
が

姥
淡
さ
れ
、
全
米
企
業
ラ
ン

キ
ン
グ
を
今
悶
駆
け
あ
が
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
・

向
社
が
鳳
判
決
し
た
八

一
年

度
決
算

(昨
年
十
て
刈
米
自

ま
で
の

一
年
間
)
に
よ
る
と

総
先
上
げ
市
が
八
億
八
千
四

百
九
十
万
ド
ル

{前
年
六
億

九
千
三
百
二
十
万
ド
ル
)
と

二
八
%
湖
、
純
利
益
は
八
千

百
七
十
万
ド
ル
{
同
五
千
二

百
八
十
万
ド
ル
)
で
五
五
%

柵州、

一
係
当
た
り
の
利
益
は

二一

・
O
三
ド
ル
(
同
一

・
九

七
ド
ル
)
・
な
お
当
期
純
利

益
に
は
資
愈
先
却
益
の
二
百

四
十
万
ド
ル
が
含
ま
れ
て
い

る
と
の
こ
と
.

同
時
に
向
社
は
八
一
年
度

第
四

・
四
半
期
(
十
月
か
ら

十
二
月
ま
で
)
の
決
算
を
示

し
、
売
上
げ
寓
で
一
七
%
培
、

純
利
益
で
三
O
%
地
、
一
株

草 社干101東京都等代田区神田須田町1Z2 TEL 03(254)1ω7 
関西主役干542犬極市南区長越樋lIlilT目32TEL 06(245)4155 
京都宮線所〒605京都市東山区福樋上高級町ωTE L 0'75(541)6111 
岡山曾銭高子初日岡山市車運旬4T134笛11署 TELωSZ(52)1舵'

KANDASUDA-CHO CHIYODA-KU TOKYO 101 ..JAPAN 

産支堂レ5Lp-5スァι主主
N鮒召蜘lflflII明~5J1TEM ca. Lm. 

• 1ゲーム10問、 20向切首式。

・25(2:メダ)11商用タイプ

.10同硬貨又は.メダルを 1枚投入後.好み

の番号の押しボタンを子申して‘スタートボ

タンを押して下さい。

.@転鎗に番号が当れば、その枚数のメダル

が出ます。

・各番号は4枚まで投入でき.当れば役人メ

ダ)11設の億数になります。

一一ピカデ リーサ ーカス一一

ロケーションのチャンピオン・マシン f
君はコンビューターに勝てるか?

あのジャンケンゲームにニュータイプ

に
参
加
し
て
ま
た
話
題
と
な
な
お
こ
の
新
社
屋
は
今
年

っ
て
い
る
・

十
二
月
に
完
成
の
予
定
だ
・

ザ
ッ
カ
リ
ア
社
、
プ
レ
イ

マ
チ
ッ
ク
社
と
許
諾
契
約

ミ
ッ
ド
ウ
ェ

l
社

ん
だ
こ
と
を

ら
か
に
し
た
。

こ
の
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
の

内
容
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

な
い
が
、
ミ
ヅ
ド
ウ
ェ
|
社

が
ラ
イ
セ
ン
ス
を
一受
け
て
、

同
社
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
向
け
に

販
売
す
る
も
よ
う
で
、
具
体

的
な
製
品
名
は
近
い
う
ち
に

発
表
さ
れ
る
と
し
て
い
る
.

こ
の
ほ
ど
明

口
l
ゼ
ン
氏
は
映
画
社
重
役
兼
任

米
国
セ
ガ
社
(
本
社
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
)
の
デ

l
ピ
ッ

ト
・

ロ
l
ゼ
ン
会
長
が
、
パ
ラ
マ

ウ
ン
ト
映
画
祉
の
取
締
役
に

こ
の
二
月
就
任
し
、
両
社
の

関
係
は

一
段
と
密
接
に
な
っ

た。
米
国
セ
ガ
社
は
、
バ
ラ
マ

ウ
ン
ト
峡
商
社
な
ど
を
子
会

社
と
し
て
所
訂
す
る
親
会
社

ガ
ル
フ
&
ウ
エ
ス
タ
ン

(G

&

W
)
社
の
子
会
社
で
あ
り
、

米
国
セ
ガ
社
と
パ
ラ
マ
ウ
ン

ト
映
画
社
は
姉
妹
関
係
に
あ

る
。
パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
映
画
社

か
ら
は
昨
年
十
二
月
に
、
デ

イ
ラ
|
会
長
、
ア
イ
ス
ナ
l

比類のない信章語性.完窪なぺイアウト奇書

整は長年の経!&と実績によって初めて可

能になりました。
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H

条
例
案
H

で
議

号
既
報
)
。
縫
案
で
一
不
さ
れ

て
い
る
の
は
ギ
ャ
ン
ブ
ル
機

で
も
、

e
灰
色
機
e

で
も
な

く、

T
V
A
M
機
や
フ
リ
ッ

パ
ー
な
ど
の
純
然
た
る

e
健

全
娯
楽
機
e

で
あ
る
。

二
月
三
日
、

市
庁
舎
で
聞

か
れ
た
公
聴
会
に
は
業
界
関

係
者
な
ど
百
凶
十
人
が
集
ま

り
、
意
見
を
述
べ
た
。
な
か

で
も
業
界
を
代
袋
す
る
意
見

と
し
て
、
パ
リ
|
祉
の
ジ
ム
・

ロ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ド
氏

(か
れ

は
も
と
シ
カ
ゴ
術
祭
の
轡
机

で
あ
る
)
と
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ

ュ
l
タ
|
協
会
A
V
M
D
A

の
ア
ラ
ン

・
フ

T
|
ゲ
ル
弁

緩
士
の
ふ
た
り
が
、

A
M
機

と
A
M
機
の
も
た
ら
す
健
全

な
性
絡
や
意
味
を
述
べ
、
聴

衆
に
好
意
的
に
受
け
と
め
ら

れ
た
。後

案
者
で
あ
る
ヒ
ュ
ル
ズ

議
員
自
身
は
、
昨
夏
以
来
さ

ら
に
調
査
を
進
め
、
問
題
は

管
理
者
の
い
な
い
小
き
な
広

一線
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
る
と

決
め
つ
け
、
従
っ
て
同
氏
と

し
て
は
「
(
庖
頭
ロ
ケ
で
)

貌
と
い

っ
し
ょ
で
な
い
十
三

歳
以
下
の
子
ど
も
が
ゲ

l
ム

機
で
遊
ぷ
の
を
禁
止
す
る
」

ょ
う
、
後
笑
そ
の
も
の
を
修

正
し
た
い
と
、
多
少
考
え
を

改
め
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。

ま
た
同
氏
は
、
子
ど
も
が
学

校
の
帰
り
途
で
ゲ

l
ム
機
で

遊
ぶ
こ
と
の
な
い
よ
う
、
学

校
の
近
く
に
は
役
鐙
し
な
い

よ
う
に
し
た
い
、
と
も
跨
っ

て
い
る
.

公
聴
会
は
臼
を
改
め
て
続

行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り、

こ
う
し
た
議
論
は
な
お

続
け
ら
れ
る
見
込
み
で
あ
る
・

ゲームが良す
一一一一「ぎ

る
と

ゲ

ム
が
悪
し、

ワ

管
理
カf
悪
し、

ワ

シ
カ
ゴ
市
は
ゲ
!
ム
機
論
の
渦
中
に

昨
年
七
月
、
シ
カ
ゴ
の
市

会
議
員
が
提
案
し
た
，
ゲ
ー

ム
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
年
齢
制
限

案
e

を
め
ぐ
っ
て
、
二
月
三

日
シ
カ
ゴ
市
庁
舎
で
公
聴
会

が
閑
か
れ
た
が
、

T
V
ゲ
i

ム
プ

1
ム
の
過
熱
ぷ
り
で
ゲ

ー
ム
マ
シ
ン
の
メ
ッ
カ
、
シ

カ
ゴ
も
融
問
い
討
論
の
場
と
な

っ
て
い
る
.

提
案
し
た
の
は
岡
市
十
一

区
の
ア
ン
ダ
ー
マ
ン
・
パ
ト

リ
ッ
ク

・
ヒ
ュ
ル
ズ
議
只
.

昨
年
七
月
、
同
氏
は
「
シ
カ

ゴ
市
内
に
お
い
て
硬
貨
作
動

式
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
織
で

十
八
歳
以
下
の
者
は
遊
ぶ
こ

と
を
祭
じ
る
L

と
の
強
い
徒

系
を
行
な
っ
た
(
本
紙
第
閃

社
長
、
バ
ロ
ン
執
行
副
社
長

の
三
名
が
米
国
セ
ガ
社
の
取

続
役
に
加
わ
っ
て
お
り
、
今

回
ロ

l
ゼ
ン
会
長
が
パ
ラ

マ

ウ
ン
ト
映
画
祉
の
取
締
役
に

カ
ラ
l
X
Y

方
式
で
初
の

4
人
用
発
表

当
た
り
の
利
益
で
三
一

%
増

と
、
い
ず
れ
も
高
い
ア
ッ
プ

率
の
ま
ま
八
二
年
を
迎
え
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
米
国
セ
ガ
/
グ
レ
ム
リ
ン

こ
の
好
決
算
に
つ
い
て
ミ

社
か
ら
カ
ラ

l
x
Y方
式
で

ュ
l
レ
l
ン
会
長
は
『
当
社
は
初
の
四
人
用

T
V
ゲ
|
ム

の
T
V
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
機
「
エ
リ
ミ
ネ
|
タ
i
」
が

ゲ
i
ム
機
製
造
部
門
で
あ
る
米
同
で
発
先
さ
れ
る
こ
と
に

ミ
ッ
ド
ウ
ェ

l
祉
の
好
業
絞
な
っ
た
。

と
、
当
社
の
フ
T
ミ
リ
|
-

こ
れ
は
す
で
に
昨
年
十
月

ア
ミ
ム

l
ズ
メ
ン
ト

・
セ

ン

の

A
M
O
A
エ
キ
ス
ポ
で
発

タ

|
・
チ
ェ
ー
ン
で
あ
る
ア
淡
さ
れ
、
そ
の
後
米
国
な
ど

ラ
ジ
ン
ズ
キ
ヤ

γ
ス
ル
の
好
で
発
売
さ
れ
た
カ
ラ
l
X
Y

業
績
が
、
と
も
に
大
き
く
科
目
方
式
の

T
V
ゲ
|
ム
機
『
エ

献
し
た
」
と
穏
っ
て
い
る
。

リ
ミ
ネ

i
p
l』
(
二
人
用
)

い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
好
決
算
を
凶
入
用
に
発
展
さ
せ
た
も

に
よ
り
全
米
企
業
ラ
ン
キ
ン
の
。
一
人
用
で
使
う
場
合
は

グ
で
か
な
り
上
位
に
な
る
こ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
の
対
戦

と
は
硲
笑
と
み
ら
れ
て
い
る
。
と
な
り
、
四
人
用
で
使
う
場

ζ

ッ
ド
ウ
五

l
社
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
お
け
る
一
速
の
国

際
展

(A
T
E
や

I
M
A
な

ど
)
を
通
じ
、
イ
タ
リ
ア
の

ザ
ッ
カ
リ
ア
社
(
マ
リ
ノ

・

一ザ
ツ
カ
り
ア
社
長
)
な
ら
び

に
ス
ペ
イ
ン
の
プ
レ
イ
マ
チ

ッ
ク
社
(
ホ
ア
キ
ン

・
エ
ス

タ
i
ダ
専
務
)
と

T
V
ゲ
ー

ム
の
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
を
紡

米
国
セ
ガ
社
と
パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
映
画
社
で

役
員
相
互
参
加
に

セ
ガ
/
グ
レ
ム
リ
ン
社

「エ
リ
ミ
ネ
l
タ
l
」

A
目
は
チ

l
ム
を
組
ん
で
さ
ま

ざ
ま
な
対
戦
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
.
四
人
用
の
M

聞
の
色

は
赤
、
事
円
、
賞
、
叫
聞
の
四
色

と
な
っ
て
い
る
・

加
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
両

社
の
関
連
は

一
段
と
密
接
に

な
っ
た
。
こ
の

ω
相
乗
り
e

関
係
に
つ
い
て
パ
ラ
マ
ウ
ン

ト
映
画
社
の
デ
ィ
ラ
|
会
長

は
『
商
社
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当

す
る
ビ
デ
オ
カ
セ
ッ
ト
と

T

V
ゲ
l
ム
は
今
日
の
娯
楽
産

業
の
中
で
最
も
め
ざ
ま
し

い

も
の
で
あ
り
、
両
社
は
そ
れ

ぞ
れ
の
実
力
と
相
互
作
用
に

よ
っ
て
、
い
ず
れ
の
分
野
で

も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
り

H

耽
け
た
い
』
と
述
べ
て

い
る
。

な
お
米
陶
セ
ガ
祉
は
米
国

で
は
グ
レ
ム
リ
ン
社
、
セ
ガ
・

セ
ン
タ
ー、

P
J
ピ
ザ

l
ズ

な
ど
、
ま
た
日
本
で
は
セ
ガ

社
、
エ
ス

コ
貿
易
を
所
有
し

て
い
る
。

工
場
団
地
に

新
本
社
移
転

グ
レ
ム
り
ン
社

米
関
セ
ガ
社
の
子
会
社
で

あ
る
グ
レ
ム
リ
ン
祉
の
新
工

湯
が
完
成
、
こ
の
ほ
ど
サ
ン

デ
ィ
エ
ゴ
の
工
場
団
地
に
移

転
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

新
工
場
は
約
十
二
万
五
千

平
方
日
あ
り
、
こ
れ
ま
で
分

散
し
て
い
た
本
社
本
務
所
や

工
場
が
す
べ
て

一
ヵ
所
に
絡

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
.
従

業
貝
規
模
は
五
百
人
、
新
し

い
本
社
所
在
地
は
次
の
と
お

カヲーXY方式では納の4人用TVゲー

ム織 『ヱリミネーター・4̂.I!l， 

。z呂
町
居
間
足

E
H句』
o
p
F
P

H
m
N
8
3

0

言
。
-
。
君
。
号
。

印

E
d
U
芯
開。-
。
〉
喧
N
H
N
叶



(18) 第三嶋郷傑物U可

戦略的穴掘りゲームで

ゲームマシン

-圃・・圃・・・・

「ディグダグJ

新キャラクタ
ナムコのTVゲーム

側
ナ
ム
コ

(
本
社
東
京
、

中
村
雅
哉
社
長
)
か
ら
T
V

ゲ
l
ム
機
『
デ
ィ
グ
ダ
グ
』

が
発
売
と
な
っ
た
.

こ
れ
は
穴
織
り
を
テ
!
?

第184号

こ
ま
や
か
ら
タ
イ
ミ
ン
グ
合
わ
せ
ゲ

l
ム

日一

伺
こ
ま
や
製
作
所
(
本
社

内
一
神
戸
、
田
中
弘
社
長
)
か
ら

月
一
プ
ラ
イ
ズ
マ
シ
ン
「
合
体
ロ

G
一
ポ
・

フ
7
イ
プ
」
が
発
売
と

mm
一
な
っ
た
.

8
一

こ
れ
は
電
光
点
滅
式
に
よ

9
一
り
ロ
ボ
ッ
ト
の
五
つ
の
部
分

を
合
体
さ
せ
て
い
く
も
の
で
、

ゲ
ー
ム
は
タ
イ
マ
ー
制
.
銭

面
は
宇
宙
船
の
蝿
時
制
暗
・
遂
に
な

• • 

っ
て
お
り
、
中
央
の
窓
に
ロ

ボ
ッ
ト
の
全
体
像
が
捕
か
れ

て
い
る
。

硬
貨
を
投
入
す
る
と
窓
の

周
り
の
ル
ー
レ
ッ
ト
が
回
り

出
す
の
で
、
ロ
ボ

ッ
ト
の
頭
、

手
、
足
な
ど
五
つ
の
部
分
を

狙
っ
て
ス
ト
ッ
プ
ボ
タ
ン
を

押
す
.
ロ
ボ
ッ
ト
の
一

部
分

に
止
ま
れ
ば
、
そ
の
部
分
の

電
光
点
滅
ル
ー
レ
ッ
ト
式
の
野
球

ゲ
ー
ム

「
ド
コ
ン
ジ
ヨ

l
L
発
売
ヘ

三盆ハ
の

阿
一

側
三
共
(
本
経
東
京
、
伊
ず
決
ま
る
。
次
に
銭
面
右
上

側
一
束
芳
雄
社
長
)
か
ら
プ
ラ
イ
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
か
ら
右
下
の

州
一
ズ
マ
シ
ン
「
ド
コ
ン
ジ
ョ

l
』
バ
ッ

タ
ー
ま
で
ラ
ン
プ
{
ポ

一九
一
が
発
売
さ
れ
て
い
る
・

l
ル
)
が
軌説一跡跡上を走孝宇'?，

第2一
こ
れ
は
電
光
占
点
…
減
に
よ
る
で
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
A合
ロ
わ
せ

一
ル
l
レ
ツ
ト
式
の
野
曲
隷
硝
ゲ
i

て
ポ
タ
ン
を
柵
抑
付
す
と
ボ

l
ル

一
ム
で
、
機
械
側
と
得
点
を
銭
が
は
じ
き
返
さ
れ
(
ヒ
ッ
ト
)

一
い
試
合
を
進
め
て
い
〈
も
の
・
逆
行
し
て
ピ
ッ
チ
ャ
ー
の
周

一

硬
貨
を
投
入
す
る
と
ゲ
l

り
で
回
転
し
停
止
す
る
。
そ

一
ム
開
始
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
、
の
停
止
位
訟
の
数
字
が
プ
レ

一
初
手
得
点
の
ラ
ン
プ
が
回
転
イ
ヤ
!
の
得
点
と
な
り
、
味

一し
て
止
ま
リ
相
手
得
点
が
ま
方
得
点
に
必
示
さ
れ
、
相
手

あみだクジと障とりの組合せ

第184-1号1982年3月15日( 19) 

る囲んで当て
コナミ工業の「アミダーJ

ポ
ン
プ
を
作
動
さ
せ
る
と
、

モ
ン
ス
タ
ー
は
ふ
く
れ
上
が

っ
て
い
き
、
最
後
に
パ
ン
ク

し
て
し
ま
う
。
ま
た
画
面
内

ニ
ヵ
所
に
あ
る
岩
の
下
を
織

る
と
岩
が
務
ち
る
の
で
、
こ

れ
を
利
用
し
て
モ
ン
ス
タ
ー

を
誘
い
込
み
岩
を
落
と
し
て

つ
ぶ
し
て
し
ま
う
・
一

度
に

多
く
の
モ
ン
ス
タ
ー
を
つ
ぶ

せ
ば
高
得
点
。
モ

ン
ス
タ
ー

に
は
土
の
中
を
白
闘
に
移
動

し
ん
八
に
入
る
と
品
川
び
は
ね
な

が
ら
拠
っ
て
く
る
プ
|
カ
?

(
二
百
点
か
ら
五
百
点
)
、

附
々
火
を
吹
ぐ
フ
ア
イ
ガ
ー

(目.有
点
か
ら
千
点
)
の
て

ラ
ン
プ
が
慾
の
中
の
ロ
ボ
ッ

ト
に
点
灯
さ
れ
る
。
こ
う
し

て
五
つ
の
部
分
全
部
に
ラ
ン

プ
を
点
灯
さ
せ
る
と
合
体
成

功
で
、

E
H
回
聞
が
出
て
く
る
。

窓
の
す

f
下
の
タ
イ
ム
カ
ウ 司、句、

旬、

ディグダデ

径
が
い
る
・
モ
ン
ス
タ
ー
に

後
触
し
た
リ
火
を
吹
き
つ
け

ら
れ
た
り
、
告
に
つ
ぶ
さ
れ

る
と
ア
ウ
ト
.

告
を
て
側
諸
問
と
す
と
い
ろ

い
ろ
な
野
来
.
ベ
ジ
タ
プ
ル

タ
|
ゲ
l
ト
e

が
現
わ
れ
‘

こ
れ
を
取
る
と
部
外
点
・
川棚

り
進
む
路
線
に
応
じ
て
も
得

点
が
加
算
さ
れ
て
い
き
、

-4

万
点
…
と
六
万
点
、
そ
れ
以
後

六
万
点
ご
と
に
デ
ィ
グ
ダ
グ

が
一
人
追
加
さ
れ
る
(
切
林

可
能
)
。
な
お
阿
部
右
上
に

敵 霊
主城 2
5Lこ長
ご乗2
~ • J ';; 
z込
どむ

大
森
電
気
間
開
(
本
社
東
京
、

大
森
勝
雄
投
官
官
)
か
ら

T
V

ゲ
|
ム
機
「
ザ

・
シ
ョ
ウ
グ

ン
」
が
発
売
さ
れ
て
い
る
・

こ
れ
は
時
代
劇
を
テ
!

?

と
し
た
も
の
で
、

y
y
ヨ
ウ

グ
ン
e

が
忍
者
や
侍
と
叫
聴
い

な
が
ら
敵
の
織
に
乗
り
込
ん

で
い
く
と
い
う
ゲ

l
ム
.
四

万
向
レ
パ
!
と
こ
っ
(
攻
然

と
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
)
の
ボ

タ
ン
を
岨
間
作
す
る
・

A
七
掴
岬
で
三
世
噌
磁
の
展
開
が

あ
る
.
第

一
一
場
面
は
迷
鈴
状

の
両
面
で
シ
ョ
ウ
グ
ン
の
来

j
i
 

ン
タ
ー
が
ゼ
ロ
に
な
る
ま
で

(
十
五
秒
か
ら
二
十
秒
ま
で

で
切
替
可
能
)
何
回
で
も
ス

ト
ッ
プ
ボ
タ
ン
を
押
す
こ
と

が
で
き
る

定
価
三
十
万
円
。

得
点
よ
り
大
き
け
れ
ば
次
戦

に
進
む
。
同
点
の
場
合
は
自

動
的
に
再
度
銚
戦
と
な
る
。

こ
う
し
て
決
勝
戦
(
五
回
目
)

に
勝
つ
と
フ
ァ
ン

7
7
1
レ

が
鳴
り
、
景
品
が
払
い
出
さ

れ
る
。
試
合
が
進
む
ご
と
に

ポ
|
ル
の
速
度
が
変
化
し
難

• • 
し
く
な
る
.
三
回
負
け
る
か

愛
媛
り
す
る
と
ゲ

1
ム
終
了
。

な
お

R
O
M
の
差
し
替
え

に
よ
り
、

一
試
合
を
三
固
め

挑
戦
(
三
悶
の
合
計
点
で
鏡

う
が
、
先
エ
眠
置
リ
は
こ
占
…
減
点

と
な
る
)
に
も
で
き
る
。

定
価
三
十
六
万
円
。

ら
ア
ミ
ダ
く
じ
争
、す
る
わ
け

だ
。
う
ま
く
下
織
に
あ
る
バ

ナ
ナ
の
と
ニ
ろ
に
た
ど
り
つ

け
ば
、
ポ
|
ナ
ス
得
点
が
加

算
さ
れ
る
。
ボ
ー
ナ
ス
ゲ
ー

ム
は

一
向
し
か
で
き
な
い
。

ドコン!)-ョー

第
二
場
・
曲
で
は
今
度
は
第
一

局
面
よ
り
曲
帽
の
数
が

m-之、

そ
れ
ぞ
れ
の
肉
角
の
中
に
点

数
が
淡
示
さ
れ
て
わ
品
。
、
プ

レ
イ
ヤ
ー
は
ロ
ー
ラ
ー
を
動

か
し
て
い
く
・
四
角
い
節
分

っ
た
か
ご
を
操
作
し
刀
や
弓

矢
で
攻
撃
し
て
く
る
侍
を
や

っ
つ
け
な
が
ら
、

通
路
上
の

絞
め
形
を
し
た
ド
ッ
ト
を
念

総
消
し
て
い
く
。
な
お
廊
面

ニ
ヵ
所
に
落
と
し
穴
が
ラ
ン

ダ
ム
に
現
わ
れ
る
。
第
二
場

日
聞
は
城
門
の
的
削
で
の
戦
い
と

な
り
、
作
付
の
攻
懲
を
か
わ
し

ク
リ
ア
し
た
ラ
ウ
ン
ド
数
が

小
さ
な
花
の
本
数
に
よ
り
れ
説

示
さ
れ
‘
ト
ラ
ウ
ン
ド
自
で

大
品川
の
花
が
咲
く
.

定
側
は
テ
ー
ブ
ル
M
H，型

五
十
問
万
円
、

刊日
勺
型
五
十

八
万
円
、
ミ
ニ
ア
ッ
プ
ラ
イ

ト
酬
以
内
十
六
万
問
、
ラ
パ
タ

イ
プ
五
卜
八
万
円
。

な
が
ら
シ
ョ
ウ
グ
ン
を
操
作

し
、
画
面
上
部
に
あ
る
域
内

に
入
る
と
場
商
が
変
わ
る
。

次
は
域
内
の
場
面
で
第
一
一
場

前
よ
り
も
込
み
入
っ
た
迷
路

と
な
り
.
突
然
現
わ
れ
る
忍

者
の
攻
懲
を
避
け
な
が
ら
画

面
中
央
部
の
城
に
た
ど
り
つ

く
。
シ
ョ
ウ
グ
ン
が
三
回
(
切

替
可
能
)
や
ら
れ
る
と
ゲ
ー

ム
終
了
だ
が
、

一
定
得
点
以

よ
で

一
人
追
加
さ
れ
る
・

定
価
は
テ
ー
ブ
ル

m
H，型

五
十
八
万
円
‘
ア
ッ
プ
ラ
イ

ト

m
HV刑百
六
ト
六
万
円
.

合体白ポ・ファイプ

に
山
市
れ
ば
必
ず
品
川
が
る
と
い

う
ア
ミ
ダ
く
じ
を
引
〈
時
の

動
き
を
す
る
が
、
一
人

二

匹
)
だ
け
は
最
初
外
周
を
図

っ
て
い
て
途
中
か
ら
追
跡
し

て
く
る
。
な
お
危
険
な
場
合

は
ジ
ャ
ン
プ
ボ
タ
ン
ご
場

商
に
つ
き
三
回
使
用
可
)
を

押
し
、
敵
の
下
を
く
ぐ
リ
抜

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

定
価
は
テ
ー
ブ
ル
鈎
勺
型

五
十
八
万
問
だ
が
、
発
売
時

期
は
会
〈
未
定
。

を
倒
め
ば
そ
の
部
分
が
オ
レ

ン
ジ
色
に
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
、

表
示
の
点
数
が
得
点
に
加
算

さ
れ
る
。
た
だ
し
こ
の
場
合
、

最
下
部
中
央
か
ら
ロ
ー
ラ
ー

を
動
か
し
隣
接
す
る
部
分
か

ら
塗
り
つ
ぶ
さ
ね
ば
な
ら
な

い
。
つ
ま
り
一
ヵ
所
か
ら
塗

り
広
げ
て
い
く
わ
け
で
、
離

れ
た
部
分
を
塗
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
ま
た
途
中
で
プ
タ

と
の
衝
突
も
避
け
て
い
く
。

土
人
と
プ
タ
は
曲
が
り
角

動
中
に
二
仰
の
メ
ロ
デ
ィ
ー

が
流
れ
る
。
二
人
釆
り
。
定

価
七
十
二
万
円
。

「
メ
ル
ヘ
ン
ラ
ン
ド
」
は

木
の
周
り
を
子
馬
二
頭
と
小

人
二
人
が
回
る
も
の
。
中
央

の
木
は
傘
の
よ
う
な
形
で
烏

の
絵
が
捕
か
れ
、
幹
に
は
由
崎

と
し
た
も
の
で
、
四
方
向
レ

バ
ー
に
よ
り
，
デ
ィ
グ
ダ
グ
ν

を
操
作
し
上
下
友
右
に
地
中

を
鋸
リ
進
み
モ
ン
ス
タ
ー
を

退
治
し
て
い
く
と
い
う
ゲ

i

ム
。デ

ィ
グ
ダ
グ
は
モ
リ
と
ポ

ン
プ
を
持
っ
て
お
り
、
追
い

か
け
て
く
る
モ
ン
ス
タ
ー
を

逆
に
う
ま
く
退
治
す
る
が
、

退
治
す
る
に
は
こ
つ
の
+
刀
法

が
あ
る
.
ま
ず
モ
ン
ス
タ
ー

が
一
定
距
般
に
近
づ
い
た
時
、

ボ
タ
ン
を
押
す
と
モ
ン
ス
タ

ー
目
が
け
て
モ
リ
が
飛
ん
で

い
き
、
う
ま
く
命
中
さ
せ
る
.

次
に
ポ
タ
ン
を
押
す
こ
と
で

ロ
ボ
ッ
ト
の
豆
つ
の
部
介
を
揃
え
る

合
体
ロ
ボ
フ
ァ
イ
ブ

「
メ
ル
ヘ
ン
ラ
ン
ド
」

ー
モ
ラ
ス
@
作
動
時
間
は
九

十
秒
(
切
替
可
能
)
で
、
作

句、句、

‘、

の
刷
用
絡
が
掛
け
ら
れ
て
い
て

禅
林
の
雰
図
気
を
出
し
て
い
る
。

一
回
五
周
(
切
替
可
能
)
で

作
動
中
に
猿
絡
の
メ
ロ
デ
ィ

ー
が
流
れ
る
。
子
篤
一
頭
に

一
人
が
乗
り
、計
二
人
乗
り
。

定
価
百
十
万
向
。

ハ
ッ
ピ
ー
ゾ
ウ
ee
ん

ザ・ショウデン{テープル}、 ザ・ショウデン

PARTS SANWAGAME 
三 和のゲーム機械部昂• ② 司ま。。ー

メルへン，ンV

設百2dsf急車Z双ニ;BX2去五Z£友三3

最イ

~ 
号

• 

言
.茅w唯
.穴ガ胃

テーブル型キャビネット

2 
1
 
1
 
1
 

トーー品田町三三

EF』幡町"11

おいちょ・かぶ
ギャラガ用操作パヰル

{タイトータイプ}

録作パネル

(?イトー型了番付}

E| 

卜Eオリジナル・パー

TV機部昂も好評発売中です

コ
ナ
ミ
工
業
側

(本
社
大

一阪
、
上
月
景
正
社
長
)
開
発

一
η
T
V
ゲ
|
ム
機
「
ア
ミ
ダ

ン
一ドι
が
語
胞
と
な
っ
て
い
る
・

シ一マ一ム一ゲ一

こ
れ
は
凶
凶
が
ア
ミ
ダ
く

じ
状
に
な
っ
て
お
り
、
プ
レ

イ
ヤ
ー
は
凶
方
向
レ
パ
!
と

ボ
タ
ン
を
操
作
し
て
ゴ
リ
ラ

(ま
た
は
ロ
ー
ラ
ー
)
で
ブ

ロ
ッ
ク
を
閉
ん
で
い
く
も
の
。

二
つ
の
場
面
が
あ
り
、
そ

1
1
1
1

の
附
に
ボ
ー
ナ
ス
ゲ
|
ム
が

ホ

l
プ

か

ら

新

し

い

定

置

型

2
種

つ
い
て
い
る
。
ま
ず
第

一
場

.

!

蘭
で
は
ア
ミ
ダ
状
の
線
の
上

鼻

で

'
M
H
ノコ
5
u

に
ド
ッ
ト
が
あ
り
、
ゴ
リ
ラ

揺

動

、

，

d
'
J
C
必
'

H
H

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
ド
ッ

l
-

ト
を
消
し
な
が
ら
進
ん
で
い

メ

リ

l
型

き
、
一
つ
の
梓
を
閤
む
と
そ
側
ホ
|
プ
(
本
社
工
場
川

の
凶
角
形
の
部
分
が
脅
色
に
崎
市
、
小
野
定
良
社
長
)
か

変
化
す
る
。
途
中
で
土
人
に
ら
定
霞
式
乗
物
機
「
ハ
ッ
ピ

ぶ
つ
か
る
と
ア
ウ
ト
だ
が
、

i
ゾ
ウ
さ
ん
」
と
定
置
回
転

ス
ミ
凶
ヵ
所
の
プ
ロ
ッ
ク
を
式
乗
物
燃

「
メ
ル
ヘ
ン
ラ
ン

塗
リ
変
え
る
と
十
秒
間
だ
け

ド
」
が
発
犯
と
な
っ
た
。

反
酷曹
が
で
き
る
。
こ
う
し
て
「
ハ
ッ
ピ
ー
ゾ
ウ
き
ん
」

全
部
を
塗
り
変
え
る
と
‘
次
は
バ
ナ
ナ
の
形
を
し
た
乗
物

に
ボ
ー
ナ
ス
ゲ
|
ム
と
な
る
。
を
ゾ
ウ
が
織
で
左
布
に
動
か

こ
れ
は
断
面
上
部
で
ブ
タ
が
す
と
い
う
も
の
で
‘
動
作
は

お
鎗
か
ら
在
端
へ
と
相
当
泌
緩
や
か
な
ス
イ
ン
グ

(鍛
幅

い
ス
ピ
ー
ド
で
走
る
の
で
、

巡

動

)
を
繰
り
泌
す
@
ゾ
ウ

ボ
タ
ン
を
回
付
し
て
ブ
タ
を
止
め
必
の
部
分
が
バ
ナ
ナ
の
飛

め
る
と
、
止
ま
っ
た
例
所

か

物

に
A
V
わ
せ
て
動
く
の
が
ユ
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①4列、どれでも鯵きな所にBet
して下さい。

① 1ケ所、 50点までBetできます

③配当lJ!は60%半固定で、完全自

動制御

@・高の配当は 1ケ所50点Betの
200倍の勝負、無制限です。

①カードiニ，JOKER(，JACKPOT) 
が乗れば、配当は5倍で通常l孟
2倍です。
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た
ま
り
の
画
像
と
し
て
受
け

取
っ
て
し
ま
う
わ
け
だ
。
テ

レ
ピ
受
像
機
の
画
面
も
基
本

的
に
は
こ
の
新
聞
の
写
真
と

情
報
化
社
会
と
言
わ
れ
る
日
常
生
活
の
中
で
欠
か
せ
な
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
同
じ
よ
う
に
、
明
暗
の
滋
淡

現
代
。
そ
こ
に
生
き
る
現
代
い
存
荘
と
な
っ
て
い
る
。
こ
さ
で
、
そ
う
し
た
電
子
機
を
待
っ
た
点
の
集
合
で
作
ら

人
に
と
っ
て
、
も
っ
と
も
目
れ
ほ
ど
ま
で
に
生
活
に
透
け
穏
で
、
ど
の
よ
う
に
画
像
が
れ
て
い
る
。

常
的
で
身
近
な
電
化
製
品
と
込
ん
だ
テ
レ
ピ
だ
が
、
そ
の
電
気
信
号
に
変
わ
っ
た
り
、

た
と
え
ば
簡
単
な
例
と
し

い
え
ば
、
お
そ
ら
く
第

一
番
仕
組
み
が
ど
う
な
っ
て
い
る
逆
に
電
気
信
号
が
画
像
に
変
て
、
水
平
方
向
に
千
個
、
蚤

自
に
テ
レ
ピ
が
あ
げ
ら
れ
る
の
か
を
知
る
人
は
果
し
て
何
わ
っ
た
り
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
直
方
向
に
七
五

O
偲
の
篤
球

・こ
と
だ
ろ
う
。
昭
和
二
十
八
人
く
ら
い
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
ま
え
に
画
像
の
表
現
の
を
益
ペ
た
パ
、平
ル
を
考
え
て

年
、
初
め
て
開
始
さ
れ
た
自
今
回
は
こ
の
テ
レ
ビ
の
仕
組
仕
方
に
つ
い
て
少
し
考
え
て
み
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
電
球
に
、

本
の
テ
レ
ビ
放
送
も
、
三

十

み

を

な

る

べ

く

わ

か

り

や

す

み

た

い

。

光

の

明

暗

を

電

気

信

号

に

変

周
年
を
目
前
に
銭
え
た
今
回、

い
形
で
見
て
み
た
い
。

ま
ず
手
許
に
あ
る
新
聞
紙
え
る
袋
還
を
つ
け
、
こ
の
裟

白

-
1
・

を
手
に
と
っ
て
、
注
意
深
く
援
を
電
球
と
同
じ
よ
う
に
配
査
線
の
数
は
、
固
に
よ
っ
て

画

像

を

点

に

分

解

、

再

現

写
真
の
部
分
を
見
つ
め
て
い
霞
す
え
そ
う
す
れ
ば
装
置
決
ま
っ
て
い
で
、
ョ
l
ロ
ッ

人

間

の

視

覚

と

の

関

係

だ

た
だ
き
た
い
。
新
聞
の
写
真
の
向
こ
う
側
の
銅
像
、
が
そ
の
パ
や
ソ
述
で
は
六
二
六
本
で

A
ー

と
い
う
も
の
は
よ
く
見
る
と
、
ま
ま
電
球
の
パ
、
平
ル
に
再
現
あ
る
。

一
枚
の
テ
レ
ビ
画
面

テ
レ
ビ
放
送
は
い
っ
た
い
披
噌
稲
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
プ
黒
い
部
分
で
あ
っ
て
も
油
絵
で
き
る
。
つ
ま
り
、
光
の
明
を
走
査
し
終
わ
る
の
は
三
十

ど
ん
な
遂
す
じ
を
通
つ
で
家
ラ
ウ
ン
管
に
絵
を
作
っ
た
り
の
よ
う
に
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
時
が
電
流
の
大
小
(
す
な
わ
分
の
一
秒
で
、

正
確
に
い
う

庭
ま
で
腐
く
の
だ
ろ
う
。
ま
ス
ピ
ー
カ
ー
を
山
晴
ら
し
た
り
は
い
な
い
。
細
か
な
黒
い
点
ち
電
球
の
明
る
い

・
暗
い
)
と
、
一
秒
間
に
三
十
回
の
割

ず
テ
レ
ビ
局
の
テ
レ
ビ
カ
メ
し
て
い
る
わ
け
だ
。
が
一
杯
並
ん
で
い
る
だ
け
だ
。
に
そ
の
ま
ま
対
応
す
る
わ
け
で
テ
レ
ビ
の
画
像
が
入
れ
か

ラ
で
画
像
が
電
気
信
号
に
変
テ
レ
ビ
局
で
使
わ
れ
て
い
で
も
、
普
通
に
新
開
の
写
真
だ
。
た
だ
こ
の
よ
う
な
方
法
わ
っ
て
い
る
と
見
て
よ
い
。

え
ら
れ
る
。
そ
の
電
気
信
号

る
テ
レ
ピ
カ
メ
ラ
の
中
に
は
、
を
眺
め
て
い
る
と
き
は
、
こ
で
は
電
球
と
装
組
障
を
結
ぶ
電
た
だ
し
、
画
面
会
部
が

一
度

は
送
信
機
を
通
っ
て
電
波
に
人
間
の
自
の
か
わ
り
を
す
る
う
し
た
点
も
気
に
な
ら
ず
、
的
酬
が
少
な
く
と
も
七
十
五
万
に
入
れ
か
わ
る
わ
け
で
は
な

な
り
、
テ
レ
ビ
局
の

7
ン
テ
撮
像
管
と
い
う
一
績
の
兵
空

一
つ
の
画
像
と
し
て
認
識
し

本
必
要
と
な
り
、
と
て
も
突

い

。

ナ
か
ら
四
方
八
方
へ
と
空
中
管
が
入
つ
で
い
る
。
こ
の
織
で
い
る
。
つ
ま
り
、
入
閣
の
夙
に
向
か
な
い
。
そ
こ
で
考
撮
像
管
の
仕
事
は
光
の
明

に
飛
び
出
す
。
こ
う
し
て
空
像
管
は
自
に
見
え
る
画
像
を
視
覚
に
は
限
界
が
あ
っ
て
、
え
出
さ
れ
た
の
が
、
こ
の
点
崎
を
電
気
信
号
に
変
え
る
だ

中
に
飛
び
か
っ
て
い
る
テ
レ
電
気
信
号
に
変
換
す
る
も
の
尚
一
の
集
ま
り
で
あ
つ
で
も
そ
ご
と
の
電
気
信
号
を
順
々
に
け
で
な
く
、
こ
の
走
査
を
同

ピ
放
送
の
電
波
を
、
家
庭
の

で
、
ラ
ジ
オ
放
送
で
い
え
ば
れ
ぞ
れ
の
点
が
十
分
小
さ
く
走
査
し
て

一
本
の
電
気
信
号
時
に
行
っ
て
、
箇
像
と
い
う

ア
ン
テ
ナ
で
キ
ャ
ッ
チ
し
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ォ
ン
に
あ
た
る
。
密
集
し
て
い
れ
ば
、
ひ
と
か
に
す
る
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
磁
の
情
報
を
電
線

一
本
で
済

一日
日
付
制
服
ぬ
ぺ
汁バ
冷
h
M
U
マ
イ
ク
ロ

5
2
5本
の

走

査

線

方

式

は

い

1
帥
山
内
抗
M
M

オ
受
信
機
と
同
じ
よ
う
に
、

逆

に
、
ラ
ジ
オ
放
送
の
ス

垂

直

、

水

平

方

向

に

分

解

精
迭
を
伺
単
没
し
た
も
の

画
像
と
音
声
と
が
別
々
に
検

ビ
ー
カ
ー
に

あ

た

る

も

の

が

で

あ

る

‘

こ

れ

は

イ

メ

ー

ジ

ブ
ラ
ウ
ン
管
で
、
こ

れ

は

家

人

聞

の

自

は

熱

い

点

の

集

オ

ル

シ

コ

ン

と

い

う

撮

像

管

庭
の
テ
レ
ピ
受
像
機
の
前
面
合
で
あ
っ
て
も
、
祭

く

塗

り

で

、
か
つ
て
の
白
黒
テ
レ
ビ

に

師

酬

を

出

し

て

い

る

大

き

な

つ

ぶ

し

で

あ

る

よ

う

に

見

え

の

テ

レ

ピ

カ

メ

ラ

の

主

流

で

ガ
ラ
ス
板
の
よ
う
な
も
の
だ
。
る
。
こ
れ
と
同
じ
で
、
光

の

あ

っ
た
も
の
で
あ
る
。

テ
レ
ビ
受
像
機
を
分
解
し
て
点
滅
を
十
分
速
く
く
り

返

せ

織

像

管

の

前

に

あ

る

像

は

、

み
れ
ば
わ
か
る
が
、
実

際

の

レ

ン

ズ

を

通

っ
て
、
光
穏
商

ブ
ラ
ウ
ン
管
は
化
学

笑

験

な

に

光

の

像

を

結

ぶ

。

す

る

と

ど

で

使

う

フ

ラ

ス

コ

の

よ

う

光

電

面

の

裟

側

か

ら

光

の

明

な
形
を
し
た
真
空
管
で
あ
る
。

る
さ
に
応
じ
た
怠
の
光
電
子

い
つ
も
テ
レ
ピ

を

見

る

と

き

が

飛

び

出

し

、
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に

見

つ

め

て

い

る

の

は

、

こ

に

ぶ

つ

か

る

。
タ
ー
ゲ
ッ
ト

の
ブ
ラ
ウ
ン
管

の

フ

ラ

ス

コ

で

は

、
光
電
子
が
ぶ
つ
か
る

の

底

に

あ

た

る

部

分

で

あ

る

。

こ

と

に

よ

っ

て

、
二
次
電
子

こ
う
し
た
電
子
機

器

の

助

け

が

飛

び

出

し
、
正
(
プ
ラ
ス
)

が

あ

っ

て

初

め

て

、

毎

日

の

の

電

子

が

残

る

。

つ

ま

り

、

よ

う

に

途

く

離

れ

た

場

所

の

タ

ー

ゲ

ッ

ト

に

は

光

の

像

に

長

色

や

風

景

を

居

な

が

ら

に

対

応

し

た

電

子

の

像

が

で

き

し
で
手
に
と
る
よ
う

に

見

る

る

わ

け

だ

。
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テレピ受像機

(受信機)

テレビ放送のしくみ

弓圭今
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テレビ局

織{量管
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パンチング・キッド

ユニークなキャラクターたちが画面いっぱい

に繰り広げる話題のコミカルゲームF
キッド(プレイヤー)は、モンスターの視線をかわしながらチュー

をつかまえます。アニメチックなキャラクターにくわえ、軽

快なパックミュージックが、ゲームを一層盛りあげます。
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ぱ、

4
ん
が
灯
き

っ
ぱ
な
し
の

よ
う
に
感
じ
る
。
さ
き
の
例

で
い
え
ば
、
七
十
五
万
個
の

電
球
を
、
光
の
明
暗
に
応
じ

て
版
々
に
点
灯
し
て
ゆ
き
、

す
べ
て
終
わ
っ
た
ら
ま
た
最

初
の
電
球
か
ら
同
じ
こ
と
を

く
り
返
す
わ
け
で
あ
る
。

そ
う
す
れ
ば
、
各
々
の
電
気

信
号
が
時
間
的
に
ず
れ
て
い

る
の
で
、
拙
訴
訟
と
電
球
の
聞

の
電
線
は
一
本
で
済
む
こ
と

に
な
る
。

実
際
の
テ
レ
ピ
で
は
、
ド
白
山

の
か
わ
り
に
、
器
地
直
方
向
に

五
二
五
本
の
線
(
走
査
線
)

に
分
割
し
、
水
平
方
向
に
は

述
持
続
に
走
査
し
て
い
る
。
定

走査線図2
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図 3

こ
の
電
子
の
像
を
読
み
取

る
た
め
に
、
イ
メ
ー
ジ
オ
ル

シ
コ
ン
で
は
、
電
子
銃
か
ら

出
る
電
子
ピ
i
ム
を
タ
l
ゲ

γ
ト
の
裏
面
に
照
射
し、

反

射
し
て
き
た
ピ

l
ム
の
電
気

量
で
像
を
電
気
信
号
に
変
え

て
い
る
。
電
子
銃
か
ら
出
た

負
の
電
気
を
骨
帯
び
た
電
子
ピ

l
ム
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
あ
た

り
、
そ
の
部
分
が
か
り
に
正

の
電
気
を
帯
び
て
い
れ
ば
、

電
気
が
中
和
さ
れ
て
戻
っ
て

き
た
ビ
ー
ム
の
負
の
電
気
室

、
が
変
わ

っ
て
い
る
。
タ
ー
ゲ

ッ
ト
が
正
の
電
気
を
帯
び
て

通
過
し
、
こ
の
コ
イ
ル
の
働

き
で
熱
電
子
は
一
本
の
細
い

電
子
ピ
|
ム
に
な
る
。
こ
の

電
子
ビ
ー
ム
が
後
光
面

(
フ

ラ
ス
コ
の
底
)
に
あ
た
る
と
、

末
に
ブ
ラ
ウ
ン
に
よ
っ
て
発
そ
の
強
さ
に
応
じ
て
、
後
光

明
さ
れ
た
莫
尚
早管
の

一
一
砲
で
蘭
が
光
る
と
い
う
わ
け
だ
。

あ
る
。
形
状
は
フ
ラ
ス
コ
状
こ
の
電
子
ピ

l
ム
を
思
い

で
、
フ
ラ
ス
コ
の
底
に
あ
た
通
り
に
自
由
に
制
御
す
る
た

る
商
の
内
側
に
後
光
物
質
が
め
に
、
ブ
ラ
ウ
ン
管
に
三
つ

塗
つ
で
あ

る

。

の

信

号

を

与
え
る
。
ま
ず
光

ヒ
ー
タ
で
熱
め
ら
れ
て
陰
ら
せ
る
べ
き
後
光
薗
の
位
置

極
か
ら
熱
電
子
が
と
び
出
す
。
を
決
め
る
た
め
に
、

水
平
方

こ
の
熱
電
子
は
陽
極
に
ひ
っ
向
と
器
産
方
向
と
の
こ
つ
の

ば
ら
れ
て
、
フ
ラ
ス
コ
状
の
偏
向
信
号
を
与
え
る
。
こ
の

底
へ
と
飛
ん
で
行
く
。
そ

の

信

号
は
そ
れ
ぞ
れ
ブ
ラ
ウ
ン

途
中
に
集
束
コ
イ
ル
の
中
を

管

に
付

い
て
い
る
電
磁
石
に

伝
え
ら
れ
、
電
磁
石
の
強
さ

が
変
わ
る
。
ブ
ラ
ウ
ン
管
の

中
の
電
子
ピ

l
ム
は
こ
の
電

波
石
の
磁
力
で
方
向
を
ま
げ

ら
れ
、
後
光
商
の
希
望
の
と

こ
ろ
に
到
達
す
る
わ
け
だ
。

実
際
に
は
こ
の
水
平

・
垂
直

方
向
の
位
患
の
変
化
は
、
撮

像
管
の
走
査
と
対
応
し
て
い

る
。
三
つ
め
の
信
号
は
映
像

精一
隅
か
ら
く
る
も
の
で
、
制

御
格
子
に
加
え
ら
れ
る
。
こ

の
信
号
の
大
き
さ
に
よ

っ
て

電
子
ピ

l
ム
の
密
度
を
制
御

で
き
る
の
で
、
後
光
商
に
電

子
ピ

l
ム
が
あ
た
っ
て
山山
る

光
の
輝
度
を
変
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
三
つ
の
信
号

で
思
い
通
り
の
画
像
を
後
光

商
に
描
き
出
し
て
い
る
の
で

みの
ヲ
也
。

い
な
け
れ
ば
、
戻
り
ど
|
ム

の
常
気
盆
は
変
化
し
な
い
と

い
う
わ
け
だ
。

電
子
ピ
l
ム
は
偏
向
コ
イ

ル
に
よ
っ
て
、
ホ
平
方
向
に

も
愛
直
方
向
に
も
変
え
ら
れ
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
任
意
の
場
所

に
あ
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
き
に
述
べ
た
走
査
を
す
る

た
め
、
電
子
ピ
|
ム
は
左
か

ら
右
へ、

右
端
に
透
し
た
ら

少
し
下
に
ず
ら
し
て
ま
た
左

端
か
ら
右
へ
と
、
垂
直
方
向

に
五
二
五
本
分
走
査
し
て
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
各
場
所
の
電

気
量
を
飼
べ
て
い
る
。

~光面陰極紛噸

集束コイル

EヨEヨ
『怜-E一三、 電子ピーム

.一 、、」グ '
水平偏向コイル

ブラウン管のしく み

圏一

映像{君{j/ lXl l8J 
制御裕子垂直偏向コイル

図5

ブ
ラ
ウ
ン
管
の
鐙
光
面
に

制
御
さ
れ
た
電
子
が
当
る

さ
で
、
こ
う
し
て
作
ら
れ

た
一
巡
の
電
気
信
号
が
電
波

と
な
っ
て
家
庭
に
届
く
わ
け

で
あ
る
が
、
テ
レ
ピ
受
像
機

で
は
、
こ
の
電
波
を
映
像
と

音
戸
に
分
け
て
、
検
波

・
裕

一
臓
を
し
て
い
る
。
こ
の
部
分

は
前
回
の
ラ
ジ
オ
の
刷
物
合
と

ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
テ

レ
ビ
に
特
殊
な
の
は
や
は
り

ブ
ラ
ウ
ン
管
で
あ
る
。

ブ
ラ
ウ
ン
管
は

-
九
世
紀

スピーカー

偏向 i:51I発生121路
テレピ受信慢の傭威図4
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NEW MODEL 

不良貨問題を一挙に解決

コインセレクターによる ロケーション管E里.1F
。 コ イ ン セ レ ク タ ー 900/F36 900/F 37(トータライザー付)

10門用・ 100円用、 1コイン-4コイ ン 切醤えがワンタッチで

できます。
0数量の多少にかかわらずご一線下きればお送りします

-詳舗は本社また

は、 営業所宛に

カヲロヴをごt量

求下さい。

新築第世田S83号〈実公自B53・剖7明書〉 によって保温さn
乱、るもので昂り、これと同じ蝿泡のコピーliIを正当草

橋事Jもなしに製漉源売し、a<eは、鋼入恒用レ疋宙に苅
しては、主記出願巳係る剣持軍Eガ出般公告され疋籾こ
溺と聾ヲ〈楠慣壷を鼠置し、まE法に弔コ在使用を蓋し
広島らnることにも砂りま曹ので1:)1:)るコピ-1iIの綿入
使用を4軍事らぬよう竃告銭し"''l'。

包初出年6同

室主

720・A/F37

区南膏山2-24-15青山ヲワービル 2Fft03 (401)6181 

営業所/東京都台東区竜泉 3-7-3 〒110tt03(876)3405 

郡安代表取嗣段

MODEL 

720-A 

謹告
!Il!!n在製a在留虫験鴎|わり舗にありがとうござい草暫。

当証の思a耳、モの主機橿!:Ol'!り宝障担よび~æの臓
蝿己つ章、特t'f-実自日新察、車匠曹を申損しており、そ
の一部』ι践に聾銀事よひ公鰯さn、工健所奇曜によっ
て保掴されて司りま申。
主銭主のミ='f¥，:t"{-CAH-lIel特照罰951-1' 9293 -119296 
号およひ'5Ii'閉路52・93班宮、53.12.羽田雪忽らびに 5&・
5器n曹により出願公鋳芭11~発明書援に係り、聾畿実錫

田園盟国

NEW 

信頼と技術のふれあい

医劉

コインホッパーCH・500

CAH-1 
実包コインコントロールズ祖と旭精工側ガ永年

の綬術と経駿から作りあげた憲も小型で確実怠

機構I:!最大の収納容置をもっミニホッ11ー

〈仕機〉

・.大収納数 :100円硬貨の場合 。 1500'枚

10円硬貨の11含ー 1300牧

25セン トサイズメダル。 1200枚

・硬貨払い出L: 1分間(50HZ)....・ ......220牧
(60Hz)............ 280枚

.カウントリミッ ト:マイクロスイッチイす

聞モーター.定格 1時間 50Hz 100V 90W 

{ファン付) 60Hz 100V IOOW 

50Hz 24V 44W 

60Hz 24V 48W 

サーマルプロテクター内臓器専問停止装置且び

冷却ファン付

.使用可能径・ 11.5φ-21.0φ

ミ=ホッパー

〈特徴〉

i永年の妓術と縫鍛で'fFり主げた.小型で礎実

な機衡をもっ“コインホツ11一"

2.コインを続出守る位置l<l高く、会俸の高さl<l

最も低い.

3 サイズガêlE13に~換できる(20 φ - 30φ 〉
4円盤のうしろl之、 ストラスト ・ベ戸リンクガ

入っているのでブレがない.

〈仕機〉

・最大担納枚数マ 25eメダル 5()0枚
・硬貨払い出し枚重量ー1介問

(50Hz)"'160枚以よ (60Hz)"'180枚仏上

.モーター ・定絡時間違続

50Hz 100V 90W 60Hz IIOV 100W 
サーマル ・プロテク9一内蔵、

瞬間停止装置且ぴ冷却ファ ン付

・使用可能コイン縫21φ『羽φ
.カウン ト期検知:近接スイッチ

夢がいっぱい"• • • 
テントのついだきれい怠ボックス
には、ミ二戸ッフライトガ3台。

ゲーム機の、維持も管理も万全で
す。小さ怠スペースガ、あっとい
う聞にプレイランド|こ早ガわりy

• 
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Nid嘩制帽U

ヂfゴ味v

. 監修
社団法人・日本連珠社

.指導
八段纏田吾郎

.2目自動的に置かれ3目より

スター卜します。

・持ち暗聞が過ぎると一手15秒
以内に打たないと時間切れで

1敗になります。

-持ち石一局40個 /石を全部打

つでも勝敗がつかないと引き

分け。

.3敗するとゲームオーバー。

・引き分けも1敗とみなされます。
14インチテーブル型
守95・ 1836

東京曹聾阿 東 京圏申 虫区目 本 蝿小舟町 句5l1!地8'号 曹 (03)6制-5271(同》午103
広島望書縄 問 広 島 閉軍橘 町 2T自 6爾 埠 B咽ピル 官 〈曲22)64-4531(代〉〒130
帯血智離間帯良市大宮町3TI3"窃25~ 情家とピJ1I3F 宮市7'2)33-6311(代 〉〒 田0，u鳴智聾酎 礼帽市幾早区申の.1~長7Têl9-1 毛晶みマンション 官(01 1)82'・2571 (代》 午062
他台宮蝿開 仙台市窓町2T13 1"務2 1~ 国間ピル 1 F 骨(0222)65-5571(同》〒曲。
京都宮嘗蝿南 東01約久世III久御山町大'!'ffia小字舗4忠誠12・1ft叩77削 叫-626苫〈代〉 〒引3
鴫巴 チブツ九州 緬降雨情多1I!18多野間4-4・17ヤノワラビル句 F..(明2)'72-7221(代》〒812
輔自鎗レジゃーシ"テム 東京圏申史区日本揖小舟町、 5縁地8~ ..(田)66'働 67判〈代 》干103
NICHIBυT$Uυ，$" c個台 出町田胴)AfJh'AY，G.朗政到..C札問刷IJ¥.soe'8. USA m..(213)32().却時

τεt正X9103466952NCBH且A
NIC同8υ15¥.1U，K.lTD.銭ぬV晶、宅待柑IPT()Ifl:I)， (ll[庫融同S11.0.叫lS.8<期制U.K.TEl即引)5制-.-

τEl五百 335949 NrCHUK G 
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EL3 
トレジャーアイランド

海に沈んでゆく宝島に、冒険者がたどりつき、モ

ンスターの襲穆をかわしながら、頂上に到達

するゲームです。新方式、 X字レバーの
-~るニュータイプのゲームて・1九

ッキーポ

ファイブポーカーとセブンポー

カーの2種類が楽しめる本場ラ

スベガスのムードいっぱいのゲ

ームです。

.の中を超スピード
て突き進み、敵宇宙

船を撃破する立体感

溢れるゲームです。

豊かさを演出する、電子技術の

ー-eqイヨト25
本 祉〒171東京都銭島 区溺 池袋 3 - 9 - 5 篭話(03)988・2571側

名古屋営業所〒464名 古 屋 市千 種 区 春 向 通 リ 6 - 28 電話 (052)762-5222

福 岡 営 機 所 〒816福岡市博多区東光寺町 1- 2- 2前回 ビル電話 (092)474-0120 

DATAEAST INC SANTACLARA CA95050 U.S.A 

4章式会社デコ・札幌〒064札幌市中央区南ニ+一条酋+二丁目879-15 tt( 011 ) 562 -2451紛I= 1-II 
スヌー力ー

は
フ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ョ
ナ
ル
な

ゲ
ー
ム
に
い
し
れ
xw

シエリーを救え!!バ)11ーン・チェイサー

'W95-1774(14 TV) 

'f95-2087 (20TV) 

美女がさらわれた/メルヘンの世界をさまよ
いながら追いかけるトム。量豊かな音楽と手に
汗を握る場面展開。頭脳とテクニックを駆使
して、ハッピーエンドのゴールをめざす、追
跡ゲームの決定版。

干530大阪市北区西天満6丁目1番2号 千代田ビル別館5踏
TEL. (06) 365-6621(代) TELEX.5236785 SNKCO J 

SNKサービス ー(0729)65-0 5 3 3 
東 京 支 信 量 (03)866-6 1 7 5 

級武;CI;I:竺:1..，.、同曹・ 仙台営業所 - (0222) 75-607'-3  
~n 薫'"1:重荷‘aニ胆S 偏向営業所 曹 (092)47'-8612-3 

むつ営業所 骨 (0'752)2-7 7 8 0 

世界選手権の規定を

ビデオゲームにその

まま再現/高度なテ

クニックが要求され

る英図式のポケット

ビリヤード。

仲間同士で、またコ

ンピニLーターを対戦

相手に・・・・・・気軽に楽

しめるハスラ一気分

/もちろん押玉・引

玉・ひねりの技も自

由自在。

チャンピオンレベル

のハイフローなゲー

ム/一流ハスラーの

妙妓が函面に展開、

手に汗を握るスリル

の連続。



た
情
的
却
に
二
人
は
つ
つ
ま
れ

て
い
る
。

や
が
て
右
手
に
堤
防
を
下

る
道
が
見
え
て
く
る
。
二
人

は
そ
こ
で
別
れ
る
こ
と
に
な

る。
ょ
の
道
と
下
の
道
と
別
別

の
巡
を
行
く
こ
と
に
な
る
時

二
人
は
お
た
が
い
の
プ
ラ
イ

ド
を
蔽
後
ま
で
俄
っ
け
な
い

よ
う
に
、
ご
く
さ
り
げ
な
く

別
れ
よ
う
と
す
る
の
だ
が
、

そ
の
瞬
間
、
海
介
は
印
刷
の
表

而
を
撫
で
た
よ
う
な
感
触
を

指
先
に
感
じ
て
、
爪
先
か
ら

縛
れ
る
よ
う
な
術
怒
が
頭
の

一
大
辺
に
む
け
て
走
っ
た
。

そ
れ
で
も
そ
れ
に
よ
っ
て

す
ぐ
拶
か
ら
緩
め
る
の
で
は

な
く
て
、
凡
帳
面
に
も
二
人

は
上
と
下
の
道
を
静
か
に
歩

い
て
行
く
。

回
が
覚
め
て
か
ら
管
く
一
淳一

介
は
あ
れ
こ
れ
と
考
え
た
の

だ
が
、
自
分
の
指
が
利
子
の

ど
こ
に
触
れ
て
あ
あ
い
う
感

触
を
え
た
の
だ
か
一
向
に
は

っ
き
り
し
な
か
っ
た
。

ま
た
、
ど
う
い
う
具
合
に

し
て
触
れ
た
の
か
も
全
然
分

ら
な
か
っ
た
。

拶
の
光
品
川
に
つ
い
て
は
大

体
見
当
が

つ
い
た
。

当
時
流
行
し
て
い
た
《
ペ

ニ
i
グ
ッ
ド
マ
ン
物
総
V

の

映
画
皆
殺
、
グ
ッ
ド
パ
イ
の

歌
削
に
、
お
前
は
よ
の
逃
を

行
く
、
私
は
下
の
泡
を
行
く

と
い
う
の
が
あ
っ
た
し
、
も

う
ひ
と
つ
、
ス
コ

γ
ト
ラ
ン

ド
民
務
の
ロ
ッ
ホ

・
ロ
l
モ

ン
ド
に
も
同
じ
よ
う
な
詩
が

つ
い
て
い
た
か
ら
、
そ
れ
が

相
互
惨
透
し
て
恩
師
鞠
強
調
を

よ
び
、
そ
こ
に
利
子
が
登
場

し
て
き
た
の
だ。

だ
が
肝
腎
な
あ
の
感
触
に

つ
い
て
は
ど
こ
か
ら
説
明
し

て
よ
い
の
か
説
明
の
仕
様
が

な
か
っ
た
。
が
、
今
ま
で
感

じ
た
こ
と
が
な
い
非
常
に
心

一

地
よ
い
感
触
で
あ
る
こ
と
に

は
間
違
い
な
か
っ
た
。

駅
は
静
か
な
は
ず
で
あ
る

光
底
も
な
い
し
、
改
札
に
も

ホ
l
ム
に
も
駅
員
の
姿
は
見

え
な
い
の
だ
。

他
の
乗
客
の
姿
も
全
然
見

え
な
い
。
し
か
し
、
し

っ
と

り
と
し
た
明
る
い
陽
射
し
に

そ
の
木
立
も
そ
の
釈
も
つ
つ

ま
れ
て
い
る
。

二
人
は
ど
ち
ら
か
ら
と
も

な
く
駅
を
出
る
。

駅
を
出
て
そ
う
大
き
く
は

な
い
紛
胞
な
清
水
が
流
れ
て

泌
総
の
ピ
キ

ニ
で
あ
る
。

ご
く
単
純
な
布
切
れ
を
ふ

た
つ
身
に
つ
け
て
い
る
だ
け

で
あ
る
の
に
、
そ
れ
に
よ
っ

て
プ
ー
ル
サ
イ
ド
の
他
の
女

性
の
カ
ラ
フ
ル
な
水
省
が
す

べ
て
飢
色
を
失
っ
て
し
ま
う

よ
う
な
効
果
を
そ
れ
は
も
っ

て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

縫
い
疲
れ
が
師
酬
の
必
に
響

い
で
か
え
っ
て
心
地
良
か
っ

た。

u簡
を
炊
き
た
か
っ
た

が
窓
外
に
周
閥
が
静
か
な
の

と
で
あ
る
。

た
だ
し
、
以
前
の
二
度
と

い
う
の
は
い
ず
れ
も
夢
の
中

の
こ
と
で
あ
り
、
実
際
に
実

人
生
に
お
い
て
は
初
め
て
の

こ
と
で
あ
る
。

あ
あ
い
う
感
触
に
つ
な
が

る
少
を
見
た
の
は
二
度
と
も

♀
容
の
早
朝
で
あ
っ
た
。

中
央
線
の
丙
荻
伐
の
駅
、

こ
れ
が
拶
の
中
で
は
木
立
に

か
こ
ま
れ
て
ひ
っ
そ
り
と
し

た
図
舎
の
小
釈
の
よ
う
な
伶

(24) 
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探
偵
に
つ
い
て

る
さ
を
払
い
と
ば
そ
う
と
向

う
の
プ
l
ル
サ
イ
ド
を
目
指

'レ

ι~
。

大
き
い
だ
け
で
は
な
く
て

愛
く
る
し
い
雌
だ
っ
た
、
肌

が
ぬ
け
る
よ
う
に
臼
い
か
ら

よ
け
い
に
暗
の
織
さ
が
引
き

立
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な

、
。

L
 一

泳
ぎ
な
が
ら
、

久
し
ぶ
り
の
水
で
身
体
が

一重
い
感
じ
が
す
る
。
そ
れ
を

一振
り
は
ら
っ
て
し
ま
お
う
と

問
一で
も
す
る
か
の
よ
う
に
、
浮

畑
一介
は
水
商
か
ら
顔
を
あ
げ
ず

剣
一に
が
む
し
ゃ
ら
に
一
息
で
泳

訓
一げ
る
と
こ
ろ
ま
で
と
ば
し
て

第
?み
る
。

一

体
表
が
薄
い
鉛
の
膝
で
圃
隅

一わ
れ
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う

一に
、
重
い
だ
る
さ
が
な
か
な

一か
ふ
っ
き
れ
な
い
。

一

も
う
一
度
、
更
に
も
う
一

で度
と
ば
し
た
ら
身
体
が
経
〈

一感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の

プで
は
な
い
か
し
ら
。

一

頑
張
っ
て
も
仕
揖
怖
が
な
い

τ」
と
だ
と
は
知
り
な
が
ら
意

，一
一
地
に
な
っ
て
泳
い
で
い
る
う

〉
一
ち
に
、
手
の
先
に
柔
か
い
感

〆
一一
触
が
あ
っ
た
。

ー

一

そ
れ
は
柔
か
い
だ
け
で
は

一可

一な
く
て
、
し
な
や
か
で
、
弾

P
A
一カ
伎
に
富
ん
で
い
る
よ
う
で

4

一も
あ
り
、
非
常
に
す
べ

す
べ

一
一し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

rF

一

本
能
的
に
向
か
触
っ
た
ら

ar.
一
い
け
な
い
も
の
に
触
れ
た
よ

-う
な
感
じ
で
そ
の
手
を
引
っ

一こ
め
て
し
ま
う
。
も
う
殆
ん

一ど
プ
i
ル
サ
イ
ド
に
近
い
と

一こ
ろ
で
あ
り
栄
に
立
つ
こ
と

一が
出
来
た
。

一

浮
介
の
す
ぐ
自
の
前
に
若

一
い
女
性
が
立
っ
て
い
た
。

L
'
一

一
瞬
、

〈
随
分
だ
わ
〉
と

が
一

い
う
よ
う
に
大
き
な
黒
い
滋

8
一を
、
そ
の
女
性
は
自
を
剥
い
っ
き
の
女
性
の
こ
と
を
お
も

引
一
て
怒
る
と
い
う
よ
う
に
動
か

っ
て
い
た
。

eau
-
し
た
つ
も
り
で
あ
る
ら
し

い

プ

i
ル
サ
イ
ド
に
あ
が
っ

日

一け
ど
、
市
仲
介
か
ら
す
る
と
束
て
し
ま
う
。
い
っ
そ
う
身
体

代一
の
問
、
騒
が
大
き
く
見
聞
か
が
だ
る
さ
に
包
ま
れ
で
し
ま

月

一れ
た
だ
け
で
表
情
の
他
の
部
っ
た
よ
う
な
感
じ
が
つ
よ
ま

屯
一
分
が
金
然
怒
り
を
表
わ
し
て
っ
た
。

日目一
い
な
い
た
め
に
、
ど
ち
ら
か
傍
子
に
楽
な
姿
勢
で
座
り

8
一と
い
う
と
そ
れ
に
よ
っ
て
そ
軽
く
回
を
閉
じ
よ
う
と
し
た

ゆ一
の
女
性
は
よ
け
い
そ
の
魅
力
時
、
あ
ち
ら
の
プ
ー
ル
サ
イ

を
ま
し
た
よ
う
に
と
ら
れ
た
。
ド
で
同
じ
よ
う
に
待
子
に
腰

経
〈
会
釈
を
す
る
と
、
浮
か
け
た
、
さ
っ
き
の
女
性
が

介
は

U
タ
|
ン
を
し
て
け
だ
い
る
の
に
気
が
つ
い
た
。
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従来的テーブル機的約メの大きさですので、小型后舗や喫茶応等.巾

広い臼ケーション展開が見込めます。

限られたスペースより多くのケLム機を/

Eサイズ

PHONE:TOKVO(03)370・0331

い
を
み
せ
て
い
る
の
だ
が
、
い
る
川
の
堤
防
を
二
人
は
歩

な
ぜ
か
駅
は
西
荻
窪
な
の
で
い
て
い
る
。

あ

る

。

二

人

は

言

葉

は

交

わ

さ

な

そ
の
頃
浮
介
が
熱
い
好
意
い
が
、
言
葉
が
な
く
て
も
お

を
感
じ
て
い
た
利
子
と
ホ

1

互
い
に
二
人
の
気
持
は
よ
く

ム
に
立
っ
て
い
る
。
二
人
の
通
じ
て
い
る
。

前
に
ホ
I
ム
の
木
の
柱
が
あ
和
子
は
短
い
ス
リ
ー
プ
の

り
、
そ
れ
に
平
仮
名
で
に
し
ブ
ラ
ウ
ス
の
上
に
カ

l
デ
イ

お
ぎ
く
ぼ
と
書
い
て
あ
る
。
ガ
ン
を
は
お
っ
て
、
浮
介
の

電
車
は
全
然
走
っ
て
い
な
い
。
検
に
並
ん
で
歩
い
て
い
る
。

二
人
は
別
に
電
車
に
乗
る
固
た
ま
さ
か
に
目
を
見
か
わ

的
で
そ
こ
に
い
る
の
で
は
な
す
だ
け
で
す
べ
て
は
充
分
で

い

よ

う

だ

つ

た

。

あ

る

よ

う

な

し

っ

と

り

と

し

で
止
し
た
。

続
く
目
を
閉
じ
る
と
、
さ

っ
き
の
感
触
が
匙
っ
て
く
る

よ
う
だ
。
一
体
全
体
あ
の
時

に
わ
た
く
し
は
あ
の
女
性
の

績
の
何
処
に
触
れ
た
の
だ
ろ

伽吟
ノ
。

(370) 宮03

あ
れ
は
確
か
に
微
妙
で
あ

り
か
つ
美
妙
な
感
触
で
あ
っ

た。
あ
あ
い
う
感
じ
は
、
そ
う

か
、
わ
た
く
し
の
今
ま
で
の

人
生
に
お
い
て
三
度
目
の
こ

'W95 1679 
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• 

• 
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.ベイアウ トなし{クレジッ トのみ)

.倍率(2-1000)は毎回画面に表示・1国最高10教ぷんのBETON 

・ダブルアップ(犬小ゲーム)は勝ってい る

かぎり連続して混戦できます

.クレジットへのレー ト切答装置付
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much attention.“HyperbaU" develop-
ed by Williams Jnc.， the U.S.， was ex-
hibited respectively by Sega， Taito and 
SNK. Being the first such announce-
ment in Japan， it caused much excite-
ment. According to the industrial trad-
ers， however，“It will not actually be 
pJaced 011 the market， though it may 
be sample-shipped". Taito exhibited 
"Haunted House" -a f1ipper game by 
Gottlieb， the U.S.， which created in-
tense interest. 

1n the area of kiddie rides， the 
current show was rather substantial. 
Towards spring and into summer 
kiddie rides are at their prime. So， 
each manufacturer is developing its 
marketing strategy 10 fit that season， 
and exhibited a rich variety of pro-
ducts both in design and mechanicaJJy 
ASAHl ENGINEERING， HOPE， 
KATO AMUSEMENT INDUSTRY， 
MASAGO KOGYO， MEISHO 
TOKUSHU SANGYO， NIHON 
GORAKUKI， SHINSUI BOEKI and 
TOYO GORAKUKI，剖nongothers， 
proved that they have wide support 
from operators. 

ESCO TRADlNG， KAWAKUSU 
and TEJKAN are endeavoring to estab-
Jish a distributorship thai is believed 10 
be very difficult to set up in Japan. 

日eyhave collected a variety of prod-
ucts， and unveiled them at the current 
show _ AdditionalJy， ASAl召 SEIKO，a 
world-famous manufacturer of coin 
mesh， SANWA ELECTRONICS， 
KAGA DENSHJ and UNI.ENTER-
PRJSES and MIP who are parts sup-
pliers， also exllibited theiJ own pro-
ducts. 

As noted， the NAO Amusement 
Expo '82 was the first e対日bilionof 
its kind in Japan， and naturaJJy a few 
problems developed -however these 
did not develop into anything of a 
serious nature. The NAO officials 
said that by clinging to its policy -
of not allowing the exhibition of gam-
bling and other similar machines -
it was able to ensure that the show's 
basic theme of“Healthy Amusement" 
was followed. 
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Chu"， both drew wide acclaim. 
KONAMI unveiled “Amidar" and 
“Gattang Gottong" for the first time 
in the domestic market; Konami had 
already exhibited at the ATE-JMA 
the three new video games， including 
the two. JAPAN LEISURE displayed a 
nurnber of video games， including 
“Naughty Boy" which had already 
been released in Japan， and the British 
made CVS system games. These CVS 
system games， however， were not fa-
vorably accepted. SHIN NIHON 
阻 KAKU(SNK) at last u 11附 led“Pro
BilIiardヘ while it a1so exhibited 
“Looping" (not completed yet) -a 
new video game developed by Video 
Games GmbH of West Gennany. Due 
probably to game features which were 
not fully harmonized with the overall 
game 0οncept，“Looping" was greeted 
neither favorably nor unfavo凶 bly.
OMORI DENKl announced “Shogun" 
once again in the wake of its an-
nouncement at the AM Show held 
last year. SAN則TSUDENKI unveil-
ed “Marmaid" and “Ron II"， a10ng 
with three other games (“Red Selec-
tor"，“Rougi阻e町n" and “Cα'hallenge 
Leon"づ) onIy for de白mω削0ωnstration.
NIPPON GAME a山lOunced“Monst臼er

Zero". KYUGO exhibited “Don叫1叫kωey"
a unit very simi】lilar 10 Nintendo'、s 
“Donkey Kong". It， however， was not 
commented on in any particular way. 

In dle category of arcade games 
other than video games， KOMA Y A a11-
nounced“Gattai Robot Fiveぺand
YUEI unveiled“Dokonjyo" developed 
by Sankyo. At the current exhibition， 
since video g創nes were the main 

exhibits， the arcade games other than 
video games seem to have not drawn 

Games Unveiled 
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great success， and stated its intention 
of holding one next year， too (around 
February 22-23，1983， in TOkyo) 

The new video g加nesunveiled at 
the NAO Amusement Expo '82 are as 
shown below 

ln the wake ofペAlpineSki"，TAITO 
unveiled “Portman". A trial manllfac-
tu日， the“Hanglider" (tentative name) 
was also unveiled. “Portman" has 
numerous significant features， and was 
highiy reputed by many visilors 
NAMCO unveiled“Digdug" -a new 
video game. Since it is interesting and 
simple to play， it was a1so favorably 
received; SEGA unveiled the lrade's 
first three-diJnensional video game 
“Subroc-3Dヘcreatinga sensation. Its 
actua1 release， however， will be a few 
months from now， since its software is 
incomplete. Sega also announced 
“Wanted" and “Ali Baba" of ICM， To-
kyo. It is likely that Sega will make an 
all-out effort to sell “Ali Baba" and 
“Zaxxon" (a mini upright type). 

DA TA EAST llnveiled “Dis∞ 
No. 1" - the latest video game em-
ploying the DECO cassette system. 
Although it is not completed， it was 
also favorably commented on. SJGMA 
announced“The Bounty"ーlicenced
by Orca “The Bounty" is a developed 
version of Orca's“River Patrol". As 
successors to j ls “Punching Kid"， 
IREM unveiled “S-6" and “Ali-Boo-

screen appears to the player as if seen 
on an incline. Player e町oymentis 
elUlanced due to the controls which 
enable him to move the spaceship in 
four directions. 

Editor: Masumi Akagi 

Publisher: Amusement Press， Inc_ 
9-16， Kamiyamacho， Kita・ku，

Osaka， 530 Japan 

Sega Domestically Licences 

Column 

。1982Amusement Press， Inc. 

Firms 

Video 

AI1π江日

Readers 

More Than 10 New 

Three 

d 

第 184号

Sega Enterprises， Ltd. of Tokyo 
launched the marketing of its new 
video game“Zaxxon" (table type) in 
January. Recently， Sega signed licenc-
ing agreemen ts wi th three J a panese 
firms -Esco Trading Company， Taito 
Corporation and Tehkan International 
Corporation -to supply“Zaxxon" PC 
boards to them. Sega said that it 
would not sell the new g釘neto any 
other firms in the form of PC boards 

“Zaxxon" is a new video game with 
space station assault as its theme. Its 

The NAO Amusement Expo '82 -
Japan's first exposition sponsored by 
the NAO -was held successfully on 
March J and 2 at the Hotel Pacific， 
Shinagawa， Tokyo. Although it was 
the first such attempt in Japan， many 
new video games and kiddie rides were 
exhibited， greatly contributing to 
visitor in terest. 

Sponsored by the Nihon Amuse-
ment-Machine Operator's Association 
(NAO)， 41 manufacturers， d附 ibu・

tors， suppliers， and related groups par-
ticipated in the NAO Amusement 
Expo '82. They displayed a wide spec-
trum of their products over the two 
days of the show. NAO announced 
that a tota1 of some 6，500 individuals， 
etc. from various districts visited the 
exhibition， but， ac何aIly，the total 
number of visitors appears to have 
been some 2，550 individuals_ Hearing 
that various new video games were to 
be exhibited， about 200 foreigners 
from Taiwan， South Korea， the U.S.， 
the U _K.， Wesl Germany， ltaly， etc 
aJso visited the exhibitiol1. It is likely， 
however， that the visitors had mixed 
reaClions， being disappointed to some 
exωnt， because: 1) the new video 
games were exhibited in an incomplete 
form，加d2) Japa山 videogame mar-
ket remains in a state of confusion due 
to extensive pirating. The NAO， on the 
other hand， reported that it was a 

For 

Overseas 
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戸ミューズメント・マシンの製造・嫡出入・ 販売・賃貸/屋内外レジ青チー施設の企画・設計・施工・運営サービス

-ベルトコンペヌフに乗っているダイナマイトを、ルンバのリズ

ム!こ乗って、石を役げて落し、タイミング良くキャッチ。

受けそこなうと爆発し、地面ガ1ブロックずつ消滅するから

ご用IQ，W悪漢が役げる石とダイナマイトを間違えるとやられ

てしまうからご注意下さい。

コミカルで楽しさ一杯のテレビゲームです。

株式会社9-.'トー
本社 軍京都千代田区平河町zr自 51盤3号
タイトーピル宮 03(Z64 )86' I (大代罰}干'02

TAITO CORPORATION 

-ベルトコンペフフから落ちてくる赤・黄・ピンクの荷物をタイミ

ンク良<キャッチ8スロー、さE石に動いている船に上手に積

み」こげてゆく微妙なタイミングガ、楽しめます。

・悪漢の投げる石や、邪魔をしてくるトロッコをヒョイ、ヒョ

イと除けながら、鑑定の場所に全部積み上げるとパート2に

進めます。

111...'.傾由;W!物認.{

-メ・

おージテッド・ハウス
プレーフィールドガ3段l之怠っており、ポールガ

中段から下段、上段から下段にと移動するっとボ

ーナス倍率ガ主がるコットリーブの最新型フリッ

/1-， 

ユタ納金
量B入荷

み似品R

一ジ一
一守一---

rp
一

一回一
一様一

パート2

Hート1

ゲームマシン

-コントロールレパーで、 スノーモービルや

初ゆ省 ー侵害籾iこ鍛れ/;J.い嫁lこし芯ガらスヨpーをじ

ようすに擬作して得点を銭うゲームで草。

・スキーのタイコミであるゲレンデコース、 スラロ-1..:.コース、

ジ申ンブ怠ど、会ての凝筏ガ満悦していただけ事曹@

-テーブル型とアップライトタイフ.があります。

(アルペジ・スキー)

-テーブルタイプがあります。
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